
は
じ
め
に

第
一
章
規
制
改
革
の
視
点
と
論
点

第

一

節

総

説

第
二
節
以
前
の
法
制
度
的
特
徴

第
三
節
規
制
改
革
の
背
景
と
前
史

第
四
節

D
B
P
の
組
織
改
革

第
五
節
事
業
規
制
の
緩
和
な
い
し
撒
廃
！
新
し
い
秩
序
政
策
上
の
枠
組
条
件
の
形
成

第
六
節
ド
イ
ツ
の
電
気
通
侶
事
業
法
制
の
比
較
法
的
特
徴
（
以
上
本
号
）

第
二
章
電
気
通
伯
事
業
に
対
す
る
競
争
制
限
禁
止
法
の
適
用
l
l
J
能
性

第

一

節

総

説

第
二
説
競
争
制
限
禁
止
法
第
五
次
改
正
前
の
実
務
と
学
説

第
三
節
郵
政
構
造
法
と
競
争
制
限
禁
止
法
の
相
互
関
係

第
三
章

E
C
の
電
気
通
信
政
策
の
影
秤

第

一

節

総

説

第
二
節
直
接
的
影
響

第
三
節
間
接
的
影
秤

お
わ
り
に

土

佐

三
四
一

和

ド
イ
ツ
電
気
通
信
事
業
法
に
お
け
る
規
制
改
革
と
競
争
政
策
（
上
）

生
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一
九
七

0
年
代
後
半
以
降
、
先
進
資
本
主
義
諸
国
で
顕
著
と
な
っ
た
電
気
通
信
事
業
に
お
け
る
政
府
規
制
の
緩
和
は
、
社
会
主
義
諸

国
を
除
き
、
今
で
は
世
界
的
な
潮
流
と
な
っ
て
い
る
。
端
的
に
い
っ
て
、
情
報
通
信
技
術
の
革
新
を
起
動
力
と
す
る
需
要
と
供
給
の
両
面

に
わ
た
る
構
造
変
化
へ
の
対
応
や
、
国
民
経
済
全
体
に
対
す
る
社
会
的
産
業
基
盤
（
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
）
と
し
て
の
当
該
事
業

の
国
際
競
争
力
を
強
化
す
る
と
い
う
要
請
等
か
ら
、
各
国
は
、
参
入
規
制
の
緩
和
な
い
し
撤
廃
に
よ
る
電
気
通
信
事
業
へ
の
競
争
導
入
を

通
じ
て
、
各
事
業
主
体
の
事
業
上
の
創
意
を
発
揮
さ
せ
、
競
争
力
を
向
上
さ
せ
る
と
共
に
、
料
金
や
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
係
る

規
制
の
緩
和
な
い
し
撤
廃
に
よ
る
ユ
ー
ザ
ー
志
向
的
な
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
等
を
通
じ
て
、
こ
の
事
業
の
一
層
の
動
態
的
発
展
を
図
り
、

も
っ
て
国
民
経
済
全
体
の
経
済
的
成
果
の
向

L
を
図
ら
ん
と
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
現
実
の
展
開
を
前
に
、
経
済
法
研
究
に
と
っ
て
、
大
ま
か
に
い
っ
て
二
つ
の
観
点
か
ら
、
考
察
さ
れ
る
べ
き
課
題
を
設

定
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
第
一
は
、
こ
の
よ
う
な
電
気
通
信
事
業
に
お
け
る
政
府
規
制
の
緩
和
に
お
い
て
、
伝
統
的
な

政
府
に
よ
る
規
制
が
、
ど
の
よ
う
な
理
由
な
い
し
根
拠
に
も
と
づ
き
、
い
か
な
る
範
囲
と
程
度
で
、
新
し
い
規
制
枠
組
へ
と
そ
の
法
制
度

的
構
造
を
変
更
し
て
い
っ
た
か
、
ま
た
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
の
問
題
は
、
経
済
学
上
の
自
然
独
占
の
問
い
直
し
や
規
制
緩

和
に
関
す
る
諸
理
論
の
発
展
、
ま
た
そ
れ
と
密
接
に
連
動
し
た
法
律
学
上
の
、
公
企
業
法
概
念
の
見
直
し
、
再
検
討
と
い
っ
た
動
き
に
導

か
れ
、

は

じ

め

に

三
四
―
―

ま
た
後
付
け
ら
れ
な
が
ら
、
理
論
的
に
は
も
ち
ろ
ん
、
実
践
的
に
も
極
め
て
重
要
な
検
討
課
題
と
し
て
提
起
さ
れ
て
い
る
も
の
と

い
え
よ
う
。

10-3•4~- 670 (香法'91)



ドイツ電気通信事業法における規制改革と競争政策（上）（土佐）

第
二
に
、
こ
の
よ
う
な
行
政
規
制
の
側
か
ら
の
伝
統
的
な
あ
り
方
の
問
い
直
し
と
い
う
角
度
と
は
異
な
り
、
こ
れ
に
対
す
る
競
争
政
策

的
批
判
の
視
点
か
ら
、
こ
の
事
業
に
対
す
る
競
争
政
策
上
の
対
応
が
、
ど
の
よ
う
な
範
囲
と
程
度
に
お
い
て
、
い
か
な
る
考
え
方
を
も
っ

て
浸
透
し
て
き
た
か
、
ま
た
す
べ
き
か
と
い
う
問
題
が
あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
ば
、
伝
統
的
な
国
家
独
占
ま
た
は
行
政
規
制
を
緩
和
な
い
し

撤
廃
す
る
場
合
、
こ
の
規
制
緩
和
と
裏
腹
に
、
各
種
の
事
業
規
制
の
拘
束
か
ら
開
放
さ
れ
た
既
存
の
独
占
企
業
体
が
、
市
場
に
お
け
る
そ

の
経
済
的
地
位
を
濫
用
し
、
各
種
の
弊
害
を
生
じ
る
可
能
性
が
残
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
対
す
る
手
当
て
と
し
て
、
ま
た
よ
り
積
極
的
に

は
公
正
か
つ
自
由
な
競
争
の
形
成
、
確
立
を
通
じ
て
当
該
事
業
の
一
層
の
動
態
的
発
展
を
図
る
た
め
、
競
争
政
策
が
、

点
に
対
処
し
よ
う
と
す
る
か
と
い
う
課
題
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。

以
上
要
す
る
に
、
電
気
通
信
事
業
に
お
け
る
政
府
規
制
緩
和
の
意
義
を
問
う
こ
と
は
、
伝
統
的
な
国
家
独
占
ま
た
は
行
政
規
制
の
経

済
政
策
と
し
て
の
問
題
性
と
矛
盾
、
競
争
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
る
経
済
政
策
上
の
積
極
的
意
義
と
限
界
、
新
し
い
行
政
規
制
の
枠
組
と

競
争
政
策
と
の
間
の
将
来
に
向
け
て
の
調
和
的
均
衡
の
あ
り
方
如
何
と
い
っ
た
諸
問
題
を
、
こ
の
事
業
に
お
け
る
行
政
規
制
と
競
争
政
策

の
具
体
的
な
抵
触
面
に
お
い
て
、
分
析
、
検
討
す
る
こ
と
に
導
く
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
諸
課
題
は
、
一
国
の
電
気
通
信
事
業

に
お
け
る
改
革
が
、
各
々
、

そ
の
国
の
歴
史
的
、
政
治
的
、
社
会
的
背
景
、
改
革
を
必
要
と
す
る
に
至
っ
た
事
情
と
文
脈
に
お
い
て
、
極

め
て
個
性
的
な
特
殊
性
に
彩
ら
れ
て
い
る
以
上
、
各
国
の
具
体
的
現
実
を
離
れ
て
抽
象
的
に
論
じ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
の
意
味
で
、
実

証
的
、
客
観
的
な
分
析
の
上
に
立
っ
た
比
較
法
的
研
究
を
必
要
と
す
る
。
さ
ら
に
、
新
し
く
改
革
を
施
さ
れ
た
法
律
上
の
規
制
諸
措
置
に

対
す
る
評
価
も
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
そ
れ
ら
の
実
際
の
現
実
妥
当
性
や
諸
利
益
の
均
衡
の
具
体
的
な
考
慮
内
容
に
係
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、

そ
の
意
味
で
も
、
実
証
的
、
客
観
的
な
分
析
と
検
討
が
重
要
性
を
も
つ
と
い
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
諸
課
題
を
検
討
す
る
に
つ
き
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
は
、

三
四
三

―
つ
に
、
種
々
の
論
点
を
網
羅
し
、

か
つ
制

い
か
に
し
て
こ
の

10--3•4- 671 (香法'91)



脈
に
留
意
し
つ
つ
、
分
析
し
検
討
す
る
。

ま
ず
、
第
一
章
に
お
い
て
、

度
の
根
本
的
な
考
え
方
の
基
礎
に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
形
で
の
原
理
的
な
研
究
が
必
ず
し
も
十
分
に
は
蓄
積
し
て
い
な
い
と
い
う
点
に
、

た
二
つ
に
、

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、

メ
リ
カ
に
研
究
の
重
き
が
置
か
れ
、

そ
の
沿
革
と
発
展
の
過
程
に
お
い
て
わ
が
国
の
伝
来
的
な
電
気
通
侶
事
業
法
制
と
は
相
当
異
な
る
ア

む
し
ろ
わ
が
国
の
そ
れ
に
よ
り
親
近
性
の
認
め
ら
れ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
お
け
る
動
向
に
対
し
、

(
6
)
 

関
心
の
薄
か
っ
た
感
が
否
め
な
い
と
い
う
点
に
、
な
お
究
明
す
べ
き
研
究
上
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
以
下
、
単
に
ド
イ
ツ
と
す
る
）

三
四
四

に
お
け
る
電
気
通
信
事
業
法
の
新
展
開
を
主
た
る
対
象
と
し
て
、
前
述
の
諸
課
題
、

ま

そ
こ
で
、
本
稿
は
、
以
上
の
間
題
意
識
に
も
と
づ
き
、
実
証
的
、
客
観
的
な
比
較
法
研
究
の
一
環
と
し
て
、
特
に
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国

す
な
わ
ち
電
気
通

信
事
業
に
お
け
る
政
府
規
制
の
緩
和
な
い
し
撤
廃
の
意
義
と
競
争
政
策
の
役
割
を
分
析
、
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
も
っ
と
も
、

こ
れ
を
通
じ
て
、
直
接
に
は
ド
イ
ツ
法
を
検
討
対
象
と
す
る
の
で
は
あ
る
が
、
間
接
に
は
、
よ
り
広
く
ド
イ
ツ
法
研
究
の
枠
組
を
越
え
て
、

今
後
の
わ
が
国
の
議
論
展
開
を
考
え
る
た
め
の
一
助
と
し
て
、
適
宜
、
比
較
法
的
検
討
も
加
え
た
い
。

さ
て
、
前
述
の
二
つ
の
考
察
課
題
に
対
応
し
、
ま
た
客
観
分
析
と
い
う
方
法
的
限
定
を
意
識
し
つ
つ
、
本
稿
は
、
以
下
の
構
成
を
と
る
。

ツ
電
気
通
信
事
業
法
に
お
け
る
規
制
改
革
の
具
体
的
内
容
を
、

占
企
業
体
と
し
て
の

D
B
P

四

一
九
八
九
年
、
事
前
の
幾
つ
か
の
準
備
作
業
と
議
論
経
過
を
経
て
最
終
的
に
法
律
上
の
定
立
を
見
た
、

ド
イ

そ
れ
を
導
い
た
様
々
な
視
点
か
ら
の
議
論
に
触
れ
な
が
ら
、
典
型
的
な
独

(
D
e
u
t
s
c
h
e
n
b
u
n
d
e
s
p
o
s
t
ド
イ
ツ
油
店
邦
郵
芦
使
）

制
の
緩
和
に
焦
点
を
当
て
て
、
歴
史
的
、
法
制
度
的
に
分
析
し
検
討
す
る
。

の
組
織
改
革
お
よ
び
そ
の
受
け
皿
と
し
て
の
当
該
事
業
規

さ
ら
に
、
第
二
章
で
、
こ
の
事
業
に
対
す
る
競
争
政
策
的
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
、
こ
れ
も
同
様
に
一
九
八
九
年
に
な
さ
れ
た
競
争
制

限
禁
止
法

(
G
e
s
t
e
z
g
e
g
e
n
 W
 
e
t
t
b
e
w
e
r
b
s
b
e
s
c
h
r
a
n
k
u
n
g
e
n
)
の
第
五
次
改
正
の
以
前
と
以
後
と
に
分
け
て
、
そ
の
議
論
の
歴
史
的
文

10 --3•4--672 (香法'91)



ドイツ電気通信事業法における規制改革と競争政策（上）（土佐）

(
2
)
 

研
究
課
題
で
は
あ
る
が
、

本
稿
で
は
触
れ
な
い
。

な
注
意
と
関
心
が
払
わ
れ
て
し
か
る
べ
き
だ
か
ら
で
あ
る
。

な
お
、

E
C
の
電
気
通
信
政
策
そ
れ
自
体
に
関
す
る
検
討
は
非
常
に
重
要
な

効
果
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、

ド
イ
ツ
の
電
気
通
伯
改
革
の
現
状
と
課
題
を
論
じ
る
に
あ
た
り
、

E
C
の
諸
政
策
に
つ
い
て
も
必
要

と
の
間
に
、

そ
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
ま
た
正
に
そ
の
結
果
と
し
て

E
C
に
影
響
し
返
す
と
い
う
意
味
で
、

(
l
)
世
界
的
な
動
向
に
つ
き
、
既
に
や
や
古
い
が
、
一
九
八
三
年
ア
メ
リ
カ
商
務
省
情
報
通
信
庁
報
告
土
門
＾
T
e
l
e
c
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
o
n
 Policies in S
e
v
e
n
t
e
e
n
 

C
o
u
n
t
r
i
e
s
 ;
 Pr
o
s
p
e
c
t
s
 for 
F
u
t
u
r
e
 C
o
m
p
e
t
i
t
i
v
e
 A
c
c
e
s
s
"
の
邦
ば
訳
で
あ
る
宵
m
田
微
常
坪
監
訳
『
世
界
の
電
気
通
伯
政
策
』
（
日
本
経
済
新
聞
社
、

昭
和
五
九
年
）
（
各
国
に
お
け
る
以
前
の
規
制
構
造
を
知
る
じ
で
、
包
括
的
か
つ
詳
細
な
こ
の
報
告
内
は
、
な
お
有
益
で
あ
る
。
）
、

R.
R. B
r
u
c
e
,
 
et al., 

F
r
o
m
 T
e
l
e
c
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
o
n
s
 T
o
 E
l
e
c
t
r
o
n
i
c
 S
e
r
v
i
c
e
s
;
 
A
 G
l
o
b
a
l
 
S
p
e
c
t
r
u
m
 
of 
Definitins, 
B
o
u
n
d
a
r
y
 
L
i
n
e
s
 ̀

 an
d
 Structures, 

B
u
t
t
e
r
w
o
r
t
h
s
 1
9
8
6
;
 
O
E
C
D
,
 1
3
 
T
r
e
n
d
s
 of 
C
h
a
n
g
e
 in 
T
e
l
e
c
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
o
n
s
 
Policy, 
P
a
r
i
s
:
 
H
e
a
d
 of 
P
u
b
l
i
c
a
t
i
o
n
s
 
S
e
r
v
i
c
e
 

O
E
C
D
,
 1
9
8
7

等
を
参
照
。
最
近
の
動
向
は
、
関
秀
夫

□

い
人
A
T
&
T
の
全
貌
と
戦
略
』
（
官
業
労
働
研
究
所
、
一
九
八
三
年
）
、
林
紘
一
郎
丁
イ
ン
フ

ォ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
時
代
』
（
中
央
公
論
社
、
一
九
八
四
年
）
、
電
気
通
信
総
合
研
究
所
／
情
報
通
信
総
合
研
究
所
編
『
テ
レ
コ
ム
競
争
時
代
」
（
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
・
エ
イ
ジ
社
、
昭
和
六
一
年
）
、
関
秀
夫
『
テ
レ
コ
ム
い
人
の
世
界
戦
略
』
（
日
本
経
済
新
聞
社
、
昭
和
六
二
年
）
、
石
原
昇
お
よ
び
寺
西
清

高
『
塗
り
か
わ
る
世
界
の
情
報
通
信
産
業
』
（
野
村
総
合
研
究
所
情
報
開
発
部
、
昭
和
六

1

二
年
）
、

M
.
S. 
S
n
o
w
e
d
 :
 T
e
l
e
c
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
o
n
s
 R
e
g
u
l
a
 ,
 

tion 
a
n
d
 D
e
r
e
g
u
l
a
t
i
o
n
 
in 
Industrialized 
D
e
m
o
c
r
a
c
i
e
s
,
 
N
e
w
 Y
o
r
k
:
 L
o
n
g
m
a
n
,
 1
9
8
6
 

(
こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
、
西
ド
イ

ツ
、
イ
ギ
リ
ス
、
カ
ナ
ダ
、
日
本
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
対
象
と
し
て
お
り
、
比
較
法
的
観
点
か
ら
も
有
益
な
ぷ
唆
に
富
む
。
）
等
を
参
照
。

こ
の
点
に
つ
い
て
の
重
要
な
指
摘
と
し
て
、
コ
ン
テ
ス
タ
ビ
リ
ィ
テ
ィ
の
理
論
に
関
す
る
研
究
が
あ
る
（
代
表
的
な
論
説
と
し
て
、
周
知
の
よ
う
に
、
一
V

J. 
B
a
u
m
o
l
,
 
J.C. P
a
n
z
e
r
 a
n
d
 
R. D
.
 Willig, 
C
o
n
t
e
s
t
a
b
l
e
 M
a
r
k
e
t
s
 A
n
d
 t
h
e
 
T
h
e
o
r
y
 o
f
 I
n
d
u
t
r
y
 
S
t
r
u
c
t
u
r
e
 
(
R
e
v
i
s
e
d
 
ed.), 
N
e
w
 

Y
o
r
k
 :
 Ha
r
c
o
u
r
t
 B
r
a
c
e
 J
o
v
a
n
o
v
i
c
h
,
 1
9
 0000

（
な
お
、
改
訂
版
の
初
版

(
1
9
00 2
)

と
の
違
い
は
、
第
一
七
章
「
コ
ン
テ
ス
タ
ビ
リ
テ
ィ
ー
初
版
以

三
四
五

甘
互
こ
フ
ィ
ー
ド
、
ヽ
ッ
ク

↓

-
l

ノ

観
す
る
と
共
に
、

若
干
の
検
討
を
加
え
る
。

と
い
う
の
は
、

ド
イ
ツ
が

E
C
加
盟
国
で
あ
る
以
上
、

E
C
の
こ
の
分
野
に
お
け
る
諸
政
策

最
後
に
、

第
三
章
で
は
、

今
回
の
ド
イ
ツ
の
電
気
通
信
改
革
に
対
す
る
、

E
C
の
電
気
通
信
政
策
の
直
接
、

間
接
の
影
臀
に
つ
い
て
概
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(
4
)
 

(
6
)
 

（
一
二
省
堂
、

（
今
井
賢
一

藤
原
淳
一
郎
「
現
代
経
済
社
会
に
お
け
る
公
企
業
と
法
l

一
九
九

0
年
）
一

□

七
貞
以
下
に
所
収
）
が
大
変
参
考
に

降
の
展
開
」
の
付
加
に
あ
り
、
こ
こ
で
は
初
版
以
後
の
議
論
展
開
に
対
し
て

i

者
者
ら
の
応
接
が
な
さ
れ
て
い
る
。
）
が
あ
る
。
（
こ
の
点
に
関
す
る
邦
語
文

献
と
し
て
、
奥
野
正
寛
、
鈴
村
興
太
郎
C

ミ
ク
ロ
経
済
学
II
」
（
岩
波
韮
口
店
、
一
九
八
八
年
）
第
二
七
章
お
よ
び
第
二
八
章
等
を
参
照
。
）
ま
た
、

S.c・

リ
ト
ル
チ
ャ
イ
ル
ド
著
／
西
井
昭
訳
『
電
気
通
信
経
済
学
の
某
礎
』
（
ー
ニ
三
書
房
、
昭
和
五
七
年
）
、
南
部
鶴
彦
『
テ
レ
コ
ム
・
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
」
（
日

本
経
済
新
聞
社
、
昭
和
六
一
年
）
、
E
．
E

・
ゼ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
著
／
藤
井
弥
太
郎
監
訳
バ
ム
正
と
効
率
|
—
八
ム
益
事
業
料
金
概
論
|
|
|
』
（
慶
応
通
い
、
昭
和

六
二
年
）
、
経
済
企
画
庁
総
合
計
画
局
編
『
規
制
緩
和
の
経
済
理
論
」
（
大
蔵
省
印
刷
局
、
平
成
元
年
）
、
ジ3
ン
•
T
・
ウ
ェ
ン
ダ
ー
ス
著
／
井
手
秀
樹
成

『
電
気
通
信
の
経
済
学
』

(
N
T
T
出
版
、
一
九
八
九
年
）
、
植
草
益
「
公
企
業
の
民
営
化
・
背
景
と
成
果
」
・
小
宮
隆
太
郎
編

[
U
本
の
企

業
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
九
年
）
二
六
九
頁
以
下
に
所
収
）
等
を
参
照
。

(
3
)
日
本
法
に
つ
き
、
現
時
点
で
、
こ
の
点
に
関
す
る
議
論
の
到
達
点
を
総
括
す
る
も
の
と
し
て
、

（
現
代
経
済
法
講
座
（
責
任
編
集
、

IE
田
彬
）
第
一
巻
C

現
代
経
済
社
会
と
法
し

な
る
。

具
体
的
に
は
、
最
大
の
論
点
と
し
て
、
電
気
通
侶
審
議
会
C

今
後
の
屯
気
通
伯
産
業
の
在
り
方
」
中
間
答
中
（
平
成
元
年

-
0月
二
日
付
）
（
ゆ
う
せ
い

ト
ピ
ッ
ク
ス
六
八
一
号

(t)
―1
0頁
以

F
を
参
照
）
で
の
、

N
T
T
分
割
論
が
あ
る
。
（
既
に
、
こ
れ
は
、
公
的
規
制
の
緩
和
等
に
関
す
る
報
告
（
昭

和
六
一
二
年
ー
一
月
―
二
日
付
臨
時
行
政
改
ザ
中
推
進
審
議
会
（
行
吊
審
）
当
該
小
委
員
会
報
告
）
に
お
い
て
提
は
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
）
。
な
お
、

こ
の
中
間
答
申
の
提
言
は
、
最
終
的
に
五
年
後
の
分
割
再
見
直
し
で
政
治
決
着
し
た
（
こ
の
点
に
つ
き
、
森
清
等
「
N
T
T
見
直
し
（
総
集
編
）
」
テ
レ

メ
デ
ィ
ア
一
九
九

0
年
五
月
号
―
二
頁
以
ド
、
同
「

N
T
T
の
在
り
方
見
直
し
の
政
府
決
定
に
つ
い
て
」
郵
政
研
究
一
四
六
号
二
四
頁
以
下
等
を
参
照
）
。

こ
の
間
題
に
つ
き
、
舟
田
正
之
「
電
気
通
信
事
業
に
お
け
る
独
占
と
競
争
ー
~
N
T
T

分
割
間
題
を
中
心
と
し
て
ー
」
（
現
代
経
済
法
講
座
第
九
巻
忍
皿

信
・
放
送
・
惜
報
と
法
』
（
三
省
堂
・
一
九
九

0
年
）
七
几
頁
以
下
に
所
収
）
を
参
照
。

(
5
)
周
知
の
よ
う
に
、
日
本
で
は
、
公
正
取
引
委
員
会
が
、
情
報
通
信
分
野
競
争
政
策
研
究
会
を
組
織
、
開
催
し
、
「
屯
気
通
信
産
業
分
野
に
お
け
る
競
争
政

策
の
在
り
方
と
課
題
」
（
昭
和
六

0
年
四
月
）
、
「
電
気
通
信
事
業
分
野
に
お
け
る
当
面
の
競
争
政
策
上
の
間
題
点
に
つ
い
て
」
（
昭
和
六
一
年
二
月
）
、
「
電

気
通
信
分
野
に
お
け
る
競
争
政
策
の
展
開
」
（
昭
和
六
二
年
二
月
）
、
「
電
気
通
伯
分
野
に
お
け
る
競
争
政
策
上
の
課
題
」
（
昭
和
六
二
年
―
二
月
）
、
「
電
気

通
信
分
野
に
お
け
る
甘
面
の
競
争
政
策
上
の
課
題
」
（
平
成
元
年
九
月
）
と
題
す
る
各
報
告
書
を
公
表
し
、
時
々
の
政
策
課
題
を
明
確
化
す
る
と
共
に
そ

の
遂
行
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

特
に
ド
イ
ツ
に
つ
い
て
は
、
注
ー
に
掲
げ
た
や
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
諸
文
献
を
初
め
と
し
て
時
事
的
報
告
は
見
出
さ
れ
る
が
、
本
格
的
論
究
が

三
四
六
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ドイツ電気通信事業法における規制改革と競争政策（上）（土佐）

ど
の
よ
う
な
内
容
で
採
用
さ
れ
た
か
を
、

様
々
な
視
点
か
ら
の
議
論
に
触
れ
つ
つ
歴
史
的
に
明
ら
か
に
し
、

最
後

そ
し
て
、

こ
れ
に
対
し
て
い

し
た
が
っ
て
、

こ
こ
で
の
分
析
の
主
眼
は
、

給
の
両
面
に
わ
た
る
規
制
改
革
へ
の
要
請
で
あ
る
。

そ
し
て
、

こ
の
点
に
関
す
る
議
論
は
、

も
っ
ぱ
ら
、

連
邦
行
政
の
一
部
で
あ
る
と
共

て、

二
つ
の
主
導
的
要
因
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

限
ら
れ
て
い
る
。
ご
く
簡
潔
な
紹
介
と
し
て
、
例
え
ば
、
拙
稿
「
ド
イ
ツ
電
気
通
信
事
業
法
に
お
け
る
規
制
改
革
と
競
争
政
笈
郵
政
構
造
法
と
競
争

制
限
禁
止
法
第
五
次
改
正
を
中
心
に
し
て
_
|
」
公
正
取
引
一
九
九

0
年
―
一
月
号
を
参
照
。

(
7
)
周
知
の
よ
う
に
、
一
九
九

0
年
一

0
月
三
日
、
両
独
間
の
国
家
統
一
条
約
に
も
と
づ
き
統

1

ド
イ
ツ
（
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
を
国
名
と
す
る
。
）
が
成
立

し
た
。
今
後
、
電
気
通
信
事
業
法
制
に
大
幅
な
変
史
は
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
動
向
を
見
守
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
れ
ま
で
の
曲
折
と
経
緯

を
示
す
も
の
と
し
て
、
さ
し
あ
た
り
、

S
合
合
：
（
さ
r̀
)1(0~sse(）

Ki
、1g
unity, 
C
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
o
n
s
 
W
e
e
k
 Int'l.(035), 
F
e
b
.
 
12. 
1990, 
at 
1
:
 

G
C
ミ
尽
～

I
d
:
o
m
s
l
i
ミ
,
C
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
o
n
s
 W
e
e
k
 
Int'l·(035)• 

F
e
b
.
 12, 
1990, 
at 4
;
 
T
e
l
e
c
m
n
 
b
ミ、
ricrsf(
）
6
ミ
、
ミ
ミ
1
~
n
i
i
9r. 
E
u
r
o
p
e
a
n
 

T
e
l
e
c
o
m
s
 ̀

 
7(19), 
A
p
r
.
 15. 
1990, 
2-3, 
G
o、））
1（
ミ
ミ
f
o
p
ミ
、
ミ
ミ
s
d
r
d
~
{
9
(
、[O
S

ミ、
9
C
o
m
m
i
n
i
c
a
t
i
o
n
s
 ¥¥'eek 
Int'l. (040), 
A
p
r
.
2
3
.
1
9
9
0
.
 
a
t
 

]
0
ぃ

J.
B
a
u
l
,
 
T
e
l
e
o
n
s
 
o
、ilsid[
＇さ｝、ミ

i
e
G
e
r
n
i
d
n
,¥', 
C
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
o
n
s
 W
e
e
k
 Int'l. (043). 
J
u
n
e
 4. 
1990, 
at 6
 
Wi.;:.!
、
日
笠
即
の
市
木

F
1
ッ

の
電
気
通
伯
環
境
に
つ
き
、
高
川
雄
一
郎
「
近
代
化
が
進
む
束
欧
通
信
事
惜
l

_

ー
風
宍
急
を
告
げ
る
束
欧
各
国
の
通
伯
事
情
報
告
ー
」
海
外
電
気
通

fl

一
九
九

0
年
二
月
号
五
貞
以
ド
、
一
九
、
二

0
貞
を
参
照
。

規
制
改
革
の
視
点
と
論
点

最
終
的
に
法
律
上
の
定
立
を
見
た
ド
イ
ツ
の
電
気
通
信
事
業
に
対
す
る
行
政
規
制
の
改
革
に
関
し
て
、

す
な
わ
ち
、

に
典
型
的
か
つ
強
固
な
独
占
企
業
体
で
も
あ
っ
た

D
B
P
の
あ
り
方
に
関
わ
る
。

な
法
制
度
的
構
成
に
内
在
す
る
行
政
規
制
上
の
間
題
点
は
何
で
あ
っ
た
か
（
本
章
第
二
節
お
よ
び
第
三
節
）
、

か
な
る
解
決
措
置
が
、

三
四
七

そ
の
よ
う

―
つ
に
、

ド
イ
ツ
に
内
在
す
る
当
該
事
業
に
お
け
る
需
要
と
供

一
九
八
九
年
六
月
、

第

一

節

総

説

第
一
章

主
と
し

10--3•4-- 675 (香法'91)



化
措
憤
に
よ
る
影
響
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

の
結
果
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
今
後
、

電
気
通
信
に
関
す
る
グ
リ
ー
ン
ペ
ー
パ
ー
等
に
示
さ
れ
た

E
C
の
電
気
通
信
政
策
の
規
制
水
準
を
意
識
し
、

革
目
標
の
一
っ
に
し
て
い
た
と
い
う
点
だ
け
確
認
し
て
お
く
（
詳
細
は
第
三
章
を
参
照
）
。

内
在
的
要
因
と
し
て
の
、
需
給
両
面
に
わ
た
る
規
制
改
革
へ
の
要
請
と
は
何
で
あ
っ
た
か
。
そ
れ
は
、
情
報
通
伯
技
術
の
革
新
を
根

本
的
な
起
動
力
と
し
、
需
要
サ
イ
ド
で
は
、
伝
統
的
な
音
声
通
話
を
越
え
た
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
に
伴
う
多
様
か
つ
柔
軟
な
ユ
ー
ザ
ー
の

要
求
を
実
現
す
る
こ
と
で
あ
り
、
供
給
サ
イ
ド
で
は
、
こ
れ
の
裏
返
し
に
す
ぎ
な
い
が
、

ユ
ー
ザ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
要
求
に
適
合
し
な
く
な

っ
た

D
B
P
の
独
占
的
供
給
構
造
を
解
体
し
、
新
し
い
事
業
機
会
へ
の
競
争
者
の
新
規
参
入
を
認
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
こ
れ

を
通
じ
て
結
果
的
に
、
貿
易
立
国
と
し
て
、
戦
略
産
業
の
育
成
の
観
点
か
ら
、
当
該
産
業
の
国
際
競
争
力
を
強
化
す
る
と
い
う
点
も
、
付

随
的
で
は
あ
る
が
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
。

で
は
、
こ
の
よ
う
な
要
請
か
ら
生
じ
る
規
制
改
革
の
論
点
は
何
か
。
ま
ず
第
一
に
、
こ
の
事
業
の
秩
序
政
策
(
o
r
d
n
u
n
g
s
p
o
l
i
t
i
k
)

の
問

題
と
し
て

D
B
P
の
独
占
的
供
給
構
造
を
解
体
す
る
と
し
て
、
で
は
新
た
に

D
B
P
か
ら
い
か
な
る
高
権
的
権
限
を
引
き
上
げ
、

る
企
業
的
任
務
を
与
え
る
か
、

P
が
、
基
本
法
上
、
連
邦
に
排
他
的
に
委
ね
ら
れ
た
電
気
通
信
高
権
の
担
い
手
で
あ
る
と
同
時
に
、
各
種
の
電
気
通
倍
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

主
導
的
要
因
の
二
つ
目
は
、

に
あ
る
。

に
、
以
上
の
分
析
を
踏
ま
え
、

ド
イ
ツ
の
新
し
い
電
気
通
信
事
業
法
制
の
特
徴
に
つ
い
て
比
較
法
的
に
検
討
す
る

一
九
九
二
年
の
経
済
統
合
を
目
指
し
て
の

E
C
レ
ベ
ル
で
の
当
該
分
野
に
お
け
る
各
種
の
域
内
通
商
自
由

E
C
で
の
ド
イ
ツ
の
位
置
付
け
か
ら
、
今
回
の
規
制
改
革
は

E
C
の
電
気
通
信
政
策
の
影
評

そ
れ
に
対
す
る
影
愕
要
因
と
も
な
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
今
回
の
改
規
制
改
革
が
、

い
か
な

そ
れ
へ
の
適
応
を
明
確
な
改

ま
た
そ
れ
に
伴
い
こ
れ
に
ど
の
よ
う
な
組
織
的
変
革
を
施
す
か
と
い
う
点
が
あ
る
。
こ
の
論
点
は
、

D
B
 

一
九
八
七
年
の

（
本
章
第
六
節
）
こ
と

三
四
八
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ドイツ電気通信事業法における規制改革と競争政策（上）（土佐）

第
二
節
以
前
の
法
制
度
的
特
徴

す
る
企
業
的
任
務
を
も
遂
行
す
る
と
い
う
二
重
任
務
の
下
に
あ
り
、

事
情
を
、

対
す
る
潜
在
的
需
要
に
敏
感
に
反
応
し
、
こ
れ
を
満
た
し
得
る
市
場
的
、
組
織
的
構
造
に
は
置
か
れ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
法
制
度
上
の

そ
の
論
議
の
出
発
点
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
論
点
は
、
角
度
を
変
え
て
、
新
た
に
設
定
さ
れ
る
枠
組
条
件
の
も
つ
経
済
政

策
的
含
意
を
問
う
と
い
う
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
伝
統
的
に
維
持
さ
れ
て
き
た
規
制
理
念
で
あ
る
、
あ
ま
ね
く
及
ぶ
(
=
a
c
h
e
n
d
e
c
k
e
n
d
e
)
供

給
や
料
金
表
同
一
の
原
則
を
維
持
す
る
か
否
か
、

一
九
二
八
年
、

そ
の
排
他
的
権
限
の
対
象
を
電
気
通
信
設

ま
た
需
要
サ
イ
ド
で
の
新
し
い
多
様
か
つ
高
度
な
各
種
サ
ー
ビ
ス
に

ま
た
維
持
す
る
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
秩
序
政
策
的
枠
組
と
は
異
な
る
条
件
の
ド
で
、

ど
の
よ
う
な
方
法
を
も
っ
て
そ
れ
を
達
成
す
る
か
と
い
う
問
題
に
も
連
な
る
（
本
章
第
四
節
）
。

第
二
に
、
全
体
と
し
て
の
事
業
規
制
、
特
に
参
入
規
制
や
価
格
規
制
を
、
各
事
業
分
野
毎
に
ど
の
よ
う
に
改
革
す
る
か
と
い
う
論
点
が

あ
る
。
電
気
通
信
事
業
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
と
し
て
の
重
要
性
か
ら
、
い
か
に
規
制
を
緩
和
す
る
と
い
っ
て
も
、
秩
序
政
策
上
、

全
く
自
由
で
無
秩
序
な
事
業
運
営
を
許
す
も
の
で
は
な
く
、
特
定
の
観
点
か
ら
一
定
の
事
業
規
制
が
残
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
点
に

そ
の
具
体
的
内
容
が
い
か
に
詰
め
ら
れ
た
か
が
実
際
に
は
菫
要
で
あ
る
（
本
章
第
五
節
）
。

つ
き
、
各
事
業
分
野
毎
に
、

合
さ
れ
、
国
内
に
単
一
の
郵
政
組
織
が
成
立
し
た
こ
と
が
、

ド
イ
ツ
の
電
気
通
信
法
制
は
、
長
年
、

ド
イ
ツ
の
電
気
通
信
の
発
生
史
は
、
ド
イ
ツ
帝
国
憲
法
に
遡
る
。
こ
れ
に
よ
り
各
領
邦

(Staats)
の
郵
政
事
務
が
帝
国

(Reich)
に
統

そ
の
出
発
点
で
あ
っ
た
。

一
方
で
、
電
気
通
伯
独
占
の
範
囲
と
な
し
得
る
事
項
を
確
定
す
る
法
律
に
よ
り
、
他
方
で
、
そ

の
電
気
通
信
独
占
の
実
際
的
経
営
の
あ
り
方
を
定
め
る
法
律
に
よ
り
、
規
律
さ
れ
て
き
た
。
前
者
は
、
一
八
九
二
年
の
ド
イ
ツ
帝
国
遠
隔

通
信
設
備
法

(
G
e
s
e
t
z
U
b
e
r
 d
a
s
 T
e
l
e
g
r
a
f
e
n
w
e
s
e
n
 d
e
s
 D
e
u
t
s
c
h
e
n
 R
e
i
c
h
e
s
)
に
そ
の
起
源
を
も
つ
。
こ
れ
は
、
電
報
お
よ
び
無

線
設
備
の
設
置
と
運
営
に
関
す
る
連
邦
の
排
他
的
権
限
を
規
定
し
て
い
た
が
、

三
四
九
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同
法
二
条
は
、
連
邦
郵
政
大
臣
が
、
電
気
通
信
設
備
を
設
僅
し
運
営
す
る
資
格
を
、
個
別
的
に
私
人
に
授
け
る

(verleihen)
こ
と
が
で

あ
る
。

に
も
と
づ
き
、

す
る
際
、

そ
の
支
柱
の
一
っ
と
な
り
得
た
の
で
あ
る
。

三
五
〇

備
に
拡
大
し
た
点
以
外
、
そ
の
内
容
に
お
い
て
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
、
電
気
通
信
設
備
法

(
G
e
s
e
t
z
U
b
e
r
 F
e
r
n
m
e
l
d
e
a
n
l
a
g
e
n
)
に
受
け

継
が
れ
た
。
同
じ
く
、
後
者
は
、
一
九
二
四
年
の
ラ
イ
ヒ
郵
政
財
政
法
(
R
e
i
c
h
e
s
p
o
s
t
f
i
n
a
n
z
g
e
s
e
t
z
)
に
そ
の
起
源
を
も
つ
。
こ
れ
は
、

D
B
P
の
組
織
と
法
律
関
係
に
つ
い
て
定
め
、

D
B
P
を
連
邦
郵
政
大
臣
の
監
督
下
に
置
く
と
規
定
し
て
い
た
が
、
一
九
五
三
年
、
郵
政

行
政
法

(
P
o
s
t
v
e
r
w
a
l
t
u
n
g
s
g
e
s
e
t
z
)
に
受
け
継
が
れ
た
。
と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
諸
法
の
う
ち
戦
前
の
法
律
は
、
ド
イ
ツ
基
本
法
―
二
三
条

そ
れ
ら
が
基
本
法
に
抵
触
し
な
い
限
り
引
き
続
き
適
用
さ
れ
る
の
で
、
戦
後
に
お
い
て
も
電
気
通
信
法
制
の
基
礎
を
形
成

戦
後
の
電
気
通
倍
法
制
の
根
本
的
前
提
を
、
ド
イ
ツ
基
本
法
七
三
条
七
号
お
よ
び
八
七
条
一
項
一
文
が
定
め
て
い
る
。
前
者
に
よ
り
、

郵
便
お
よ
び
電
気
通
信
事
業
に
関
す
る
専
属
的
立
法
権
限
が
連
邦
に
帰
属
す
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
、
後
者
に
よ
り
、
連
邦
が
、
自
己
の
行

政
下
部
組
織
を
有
す
る
連
邦
固
有
行
政
と
し
て
行
う
も
の
の
う
ち
に

D
B
P
を
含
め
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
憲
法
的

基
盤
の
上
に
、
先
の
電
気
通
信
設
備
法
と
郵
政
行
政
法
が
、
各
々
大
幅
に
改
正
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
電
気
通
信
独
占
の
範
囲
と
そ
の
実
際

的
経
営
の
あ
り
方
を
規
律
し
、
今
回
の
規
制
改
革
以
前
に
妥
当
す
る
法
制
度
と
な
っ
て
い
た
。

さ
て
、
電
気
通
信
設
備
法
の
中
核
規
定
の
概
要
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
同
法
一
条
に
も
と
づ
き
、
連
邦
は
、
電
気
通
信
設
備
を
設

置
し
運
営
す
る
排
他
的
権
限
を
認
め
ら
れ
、
電
気
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
決
定
し
、

そ
の
設
備
の
設
置
と
運
営
に
関
す
る
資
格
を

確
定
し
、
公
衆
設
備
の
利
用
お
よ
び
公
衆
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ヘ
の
接
続
許
可
等
を
規
律
し
て
き
た
。

D
B
P
の
電
気
通
信
独
占
は
、
こ
の
「
電

気
通
信
設
備
」

の
設
置
と
運
営
と
い
う
法
律
用
語
の
包
括
概
念
性
に
も
支
え
ら
れ
て
、
強
固
な
独
占
的
供
給
構
造
を
確
立
し
て
き
た
の
で
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き
る
と
し
て
い
た
。

さ
ら
に
、
同
法
三
条
は
、

(16) 

し
運
営
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
た
。

他
方
、
郵
政
行
政
法
二
条
は
、
連
邦
郵
政
大
臣
に
対
し
、

D
B
P

を
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
の
政
策
、
特
に
運
輸
•
財
政
・
社
会
政
策
の

原
理
に
則
っ
て
管
理
す
る
義
務
を
負
わ
し
め
、
ま
た
ド
イ
ツ
国
民
経
済
の
利
益
を
考
慮
し
て
、

D
B
P
で
様
々
な
通
信
部
門
の
発
展
を
相

互
に
調
和
さ
せ
る
よ
う
求
め
、
さ
ら
に

D
B
P
の
設
備
を
良
好
な
状
態
に
保
持
し
、
技
術
的
、
経
営
的
に
合
致
す
る
通
信
の
要
請
を
一
層

発
展
さ
せ
、
完
全
な
も
の
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
た
。

同
法
三
条
は
、

(18) 

さ
せ
て
い
た
。

こ
れ
を
経
営
し
た
。

D
B
P
の
組
織
構
造
に
関
し
、
郵
政
行
政
法
が
こ
れ
を
規
律
し
、

D
B
P
は
連
邦
郵
政
大
臣

(
B
u
n
d
e
s
m
i
n
i
s
t
e
r
flir d
a
s
 P
o
s
t
-
u
n
d
 

F
 er
n
m
e
k
d
e
w
e
s
e
n
)
の
直
接
の
指
揮
監
督
を
受
け
る
も
の
と
さ
れ
た
。
連
邦
郵
政
大
臣
は
、
合
わ
せ
て
二
四
名
の
、
連
邦
議
会
、
連
邦
参

議
院
、
経
済
界
、
労
働
界
の
代
表
、
通
信
お
よ
び
財
政
の
専
門
家
か
ら
な
る
管
理
委
員
会

(
Ve
n
v
a
l
t
u
n
g
s
r
a
t
)
の
諮
問
を
受
け
な
が
ら
、

ま
た
各
地
域
に
出
先
機
関
を
も
っ
て
い
た
。

さ
て
、

第
二
に
、

一
定
の
厳
格
な
要
件
の
下
に
、
官
庁
、
運
輸
業
等
が
、
許
可
な
く
電
気
通
信
設
備
を
設
置

D
B
P
を
し
て
固
有
の
財
務
管
理
と
会
計
制
度
を
有
す
る
連
邦
の
特
別
財
産
と
し
、

D
B
P
中
央
に
は
五
部
局
が
あ
り
、

そ
の
債
権
債
務
を
連
邦
か
ら
独
立

D
B
P
に
対
す
る
行
政
規
制
上
の
主
た
る
特
徴
と
し
て
、
以
下
の
諸
点
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
第
一
に
、

気
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
関
係
に
つ
い
て
、
私
法
的
規
制
に
で
は
な
く
、
郵
政
行
政
法
一
四
条
に
も
と
づ
き
、
原
則
と
し
て
管
理
委
員
会

の
議
決
に
し
た
が
い
公
布
さ
れ
る
法
規
命
令
の
法
的
性
質
を
も
つ
電
気
通
信
利
用
規
則

(
T
e
l
e
k
o
m
m
u
n
i
k
a
t
i
o
n
s
o
r
d
n
u
n
g
;
T
K
O
)
 

に
よ
る
公
法
的
規
制
に
服
し
て
き
た
。

D
B
P
は
、
郵
便
業
務
、
郵
便
貯
金
業
務
、
電
気
通
信
業
務
の
法
定
独
占
で
あ
り
、
経
済
実
態
と
し
て
も
、
特
に
電
気
通
信

三
五
一

D
B
P
の
電
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三
五
二

業
務
に
つ
い
て
は
、
端
末
機
器
分
野
を
除
き
そ
の
す
べ
て
を
独
占
し
て
き
た
。
ま
た
、
こ
の
独
占
領
域
か
ら
の
売
上
が
、
全
体
の
九

0
%

五）

を
占
め
て
い
た
。

第
三
に
、
郵
便
業
務
部
門
の
赤
字
を
、
電
気
通
信
業
務
部
門
の
黒
字
を
も
っ
て
埋
め
る
と
い
う
、
業
務
部
門
間
に
ま
た
が
る
内
部
補
助

的
な
実
務
慣
行
が
長
期
に
わ
た
っ
て
確
立
し
て
き
た
。

第
四
に
、

D
B
P
は
、
公
企
業
と
し
て
連
邦
か
ら
の
独
立
採
算
性
を
建
前
と
し
、
ま
た
年
度
収
益
の
一

0
％
を
国
庫
納
付
金
(
A
b
l
i
e
f
e
r
,
 

（祁）

ung)
と
し
て
国
庫
に
納
付
し
て
き
た
。

第
五
に
、
行
政
規
制
上
の
特
徴
と
は
い
い
得
な
い
が
、
そ
の
提
供
す
る
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
公
共
的
性
質
か
ら
、
ま
た
ド
イ
ツ
に
お
け
る
、

そ
の
売
上
規
模
、
雇
用
者
数
、
設
備
投
資
額
に
お
い
て
最
大
規
模
の
企
業
体
と
し
て
の
国
民
経
済
上
の
経
済
的
地
位
か
ら
、
社
会
的
イ
ン

フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
と
し
て
の

D
B
P
が
公
共
経
済
的
責
務
を
果
た
す
こ
と
を
、
歴
史
的
に
、
社
会
的
合
意
と
し
て
強
力
に
要
請
さ
れ

て
き
た
と
い
う
点
は
、
見
逃
せ
な
い
背
景
事
情
で
あ
る
。

第
三
節

規
制
改
革
の
背
景
と
前
史

前
述
の
通
り
、
電
気
通
信
事
業
に
お
け
る
規
制
改
革
の
背
景
と
し
て
、
経
済
の
事
実
的
な
側
面
か
ら
い
え
ば
、
新
規
技
術
の
研
究
開

発
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
と
通
信
の
融
合
に
表
現
さ
れ
る
よ
う
な
技
術
革
新
を
根
本
的
な
起
動
力
と
す
る
、
需
要
と
供
給
の
両
サ
イ
ド
に
お
け

る
構
造
変
化
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
問
題
の
法
的
分
析
に
と
っ
て
よ
り
重
要
な
規
制
理
論
の
側
面
か
ら
い
え
ば
、
伝
統

的
な
規
制
境
界
の
揺
ら
ぎ
な
い
し
曖
昧
化
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
伝
統
的
な
規
制
理
論
に
よ
れ
ば
、
電
気
通
信
の
伝

達
機
能
は
独
占
領
域
を
、
情
報
処
理
機
能
は
自
由
な
サ
ー
ビ
ス
競
争
の
領
域
を
、
各
々
独
自
の
市
場
分
野
と
し
て
も
ち
、
基
本
的
に
両
者

の
間
に
交
錯
関
係
は
成
立
し
得
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

I
C
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
に
よ
る
問
題
の
シ
ス
テ
ム
処
理
と
い
っ
た
技
術
発
展
に
よ
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期
間
に
お
い
て
、
二
度
に
わ
た
り
提
案
さ
れ
た
が
、

め
た
。
こ
の
委
員
会
は
、
同
年
十
一
月
に
報
告
書
を
作
成
し
た
が
、

さ
れ
て
い
た

D
B
P
の
指
揮
監
督
権
限
と
企
業
経
営
権
限
と
を
、
連
邦
郵
政
大
臣
の
行
使
す
る
電
気
通
信
高
権
と
新
し
く
設
置
さ
れ
る
理

事
会
を
通
じ
て
の
企
業
経
営
権
と
に
分
離
す
る
と
い
う
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
た
。
こ
こ
で
、
今
回
の
規
制
改
革
で
成
立
し
た
高
権
的
任

務
と
企
業
的
任
務
の
分
離
が
、
既
に
こ
の
時
点
で
の
提
案
の
延
長
上
に
あ
る
と
い
う
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

の
よ
う
な
委
員
会
提
案
の
趣
旨
を
実
現
す
べ
く
、

D
B
P
の
企
業
構
造
の
改
革
に
関
す
る
法
律
案
が
、
第
六
被
選
期
間
お
よ
び
第
七
被
選

（邸）

い
ず
れ
も
廃
案
と
な
り
成
立
せ
ず
、
こ
の
時
期
の
規
制
改
革
へ
の
機
運
の
高
ま
り
は

す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
決
議
を
受
け
、
連
邦
政
府
は
、

っ
て
、
情
報
の
伝
達
と
処
理
の
機
能
は
、
今
日
、

も
は
や
電
気
通
信
シ
ス
テ
ム
の
各
々
の
構
成
要
素
の
中
で
技
術
的
に
も
論
理
的
に
も
分

離
し
得
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
故
、
規
制
上
の
独
占
と
競
争
の
領
域
的
区
別
が
曖
昧
と
な
り
、
規
制
に
法
的
不
明
確
性
を
も
た
ら

し
が
ち
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
事
業
活
動
に
予
測
の
不
安
定
を
も
た
ら
す
こ
と
を
通
じ
て
、
も
は
や
電
気
通
信
独
占
を
正
当
化
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
ほ
ど
に
、
国
民
経
済
上
の
損
失
が
生
じ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
他
、
今
回
の
規
制
改
革
の
背
景
を
な
す
要
素
と
し
て
、
連
邦
政
府
に
は
、
こ
の
事
業
に
お
け
る
世
界
的
な
規
制
緩
和
の
潮
流
に
合

流
す
る
必
要
性
、
電
気
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ワ
イ
ド
な
展
開
へ
の
調
整
、
こ
の
事
業
の
国
際
競
争
力
を
強
化
す
る
必
要
性
、

面）

ア
メ
リ
カ
と
の
貿
易
摩
擦
の
緩
和
な
い
し
解
消
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
得
る
。

今
回
の
規
制
改
革
も
、
突
然
提
起
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

そ
の
論
議
に
歴
史
的
由
来
が
あ
る
。
電
気
通
信
事
業
に
対
す
る
規
制
改

革
の
歴
史
的
展
開
は
、
そ
の
最
初
の
高
ま
り
の
端
緒
を
、
連
邦
議
会
第
四
被
選
期
間
に
お
け
る
一
九
六
四
年
四
月
一
六
日
付
の
連
邦
議
会

決
議
に
見
る
。
こ
の
決
議
は
、
電
気
通
信
事
業
に
関
す
る
調
査
研
究
を
行
う
た
め
、
連
邦
政
府
に
対
し
実
情
報
告
委
員
会
の
設
置
を
委
嘱

一
九
六
四
年
七
月
一
五
日
、
連
邦
政
府
決
定
を
も
っ
て
委
員
会
の
設
置
を
決

そ
こ
で
は
、
当
時
、
連
邦
郵
政
大
臣
個
人
に
集
中
し
て
二
重
に
掌
握

三
五
三
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歴
史
的
展
開
の
第
二
の
高
ま
り
で
あ
り
、
今
回
の
規
制
改
革
に
対
し
直
接
の
端
緒
と
な
っ
た
の
は
、

連
邦
政
府
に
よ
る
情
報
技
術

(
"
I
n
f
o
r
m
a
tionstechenik "
)
報
告
書
で
あ
る
。
報
告
書
に
お
い
て
、
連
邦
政
府
は
、
情
報
技
術
の
現
状
を

国
際
的
な
比
較
の
中
で
分
析
し
、
必
要
な
行
動
を
示
唆
す
る
と
共
に
独
立
し
た
鑑
定
委
員
会
の
設
置
を
提
案
し
た
。
こ
の
提
案
に
も
と
づ

一
九
八
五
年
三
月
一
三
日
の
連
邦
政
府
決
定
を
経
て
、
電
気
通
侶
事
業
に
関
す
る
連
邦
政
府
委
員
会
（
い
わ
ゆ
る
ビ
ッ
テ

(Witte)
委

員
会
）
が
設
罹
さ
れ
た
。
委
員
会
は
、
政
界
、
経
済
界
、
労
働
界
、
学
識
経
験
者
の
代
表
―
二
名
か
ら
な
り
、
一
九
八
七
年
九
月
一
六
日

（
妬
）

付
で
報
告
書
が
連
邦
総
理
大
臣
に
提
出
さ
れ
た
。
報
告
書
に
お
い
て
は
、
賛
成
九
、
反
対
二
、
棄
権
一
の
多
数
決
を
も
っ
て
、
四
七
項
目

そ
の
う
ち
二
九
項
目
の
勧
告
が
、
電
気
通
倍
事
業
の
構
造
的
枠
組
を
規
定
す
る
秩
序
政
策

L
の
論
点
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
主
要

な
内
容
と
し
て
、
第
一
に
、
電
気
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
音
声
電
話
業
務
に
関
し
て
、
引
き
続
き

D
B
P
の
独
占
が
維
持
さ
れ
る
べ
き
こ

と
、
第
二
に
、
こ
れ
以
外
の
業
務
と
端
末
機
器
に
つ
い
て
は
自
由
な
競
争
に
委
ね
ら
れ
る
べ
き
こ
と
、
第
三
に
、
現
在
の
電
線
に
拘
束
さ

れ
て
い
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
の
衛
星
通
信
や
企
業
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
き
競
争
の
導
入
が
図
ら
れ
る
べ
き
こ
と

等
が
あ
る
。
な
お
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
独
占
と
音
声
電
話
業
務
独
占
に
対
し
て
も
、
委
員
会
の
多
数
決
定
を
越
え
て
、
電
気
通
信
事
業
の
全

(38) 

分
野
に
わ
た
る
完
全
に
自
由
な
競
争
の
導
入
を
、
四
名
の
委
員
が
、
そ
の
特
別
投
票

(
S
o
n
d
e
r
v
o
t
u
m
)
に
お
い
て
主
張
し
て
い
た
。

D
B
P
の
組
織
と
運
営
の
あ
り
方
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
の
核
心
は
、

D
B

こ
の
他
、
残
り
の
十
二
項
目
の
勧
告
は
、

P
の
高
権
的
任
務
と
企
業
的
任
務
を
分
離
す
る
こ
と
、

す
る
こ
と
、

三
五
四

そ
し
て
企
業
的
任
務
に
つ
い
て
も
、
特
に
郵
便
業
務
と
電
気
通
信
業
務
と
を
分
離

そ
し
て
総
じ
て

D
B
P
に
対
す
る
公
的
規
制
を
緩
和
し
、
市
場
志
向
的
な
企
業
的
行
動
の
自
由
の
余
地
を
一
層
認
め
る
べ
き

に
及
ぶ
諸
々
の
勧
告
が
な
さ
れ
た
。

き、 去
っ
た
。

一
九
八
四
年
三
月
一
四
日
付
の

10--3•4---682 (香法'91)



ドイツ電気通伯事業法における規制改革と競争政策（上）（土佐）

以
上
の
経
過
を
経
て
、

第
四
節

三
で
見
た
電
気
通
信
事
業
に
関
す
る
連
邦
政
府
委
員
会
の
成
果
で
あ
る
諸
勧
告
を
基
礎
に
、
今
回
の
規
制
改
革
の
連
邦
政
府
草
案
が

作
成
さ
れ
た
。
連
邦
政
府
は
、
改
革
の
項
点
を
、
第
一
に
、
新
し
い
秩
序
政
策
上
の
枠
組
条
件
を
通
じ
て
、
電
気
通
信
市
場
に
お
い
て
一

層
の
競
争
機
会
を
閲
放
す
る
こ
と
、
第
二
に
、

織
の
実
現
を
通
じ
て
、

イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
と
し
て
の
任
務
を
保
証
す
る
と
共
に
競
争
的
市
場
に
お
け
る
企
業
体
と
し
て
の
競
争

力
を
強
化
す
る
た
め
に
、

D
B
P
を
組
織
改
革
す
る
こ
と
に
置
い
た
。

こ
の
連
邦
政
府
草
案
と
、
先
の
電
気
通
信
事
業
に
関
す
る
連
邦
政
府
委
員
会
の
諸
勧
告
と
の
間
の
相
違
は
、
大
ま
か
に
は
、
以
下
の
通

り
で
あ
る
。
第
一
に
、
改
革
の
対
象
範
囲
に
違
い
が
あ
る
。
委
員
会
は
、
電
気
通
信
事
業
の
改
革
に
限
定
し
て
い
た
が
、
連
邦
政
府
草
案

は
、
さ
ら
に
一
歩
踏
み
込
ん
で
、

D
B
P
の
高
権
的
任
務
と
企
業
的
任
務
の
組
織
上
の
分
離
お
よ
び
市
場
志
向
的
な
企
業
組

D
B
P
の
守
備
す
る
全
業
務
分
野
、
す
な
わ
ち
郵
便
業
務
、
郵
便
貯
金
業
務
、
電
気
通
信
業
務
の
三
分

（泊）

野
に
わ
た
っ
て

D
B
P
を
三
分
割
し
、
各
部
分
企
業
の
独
立
採
算
制
を
中
軸
と
す
る
組
織
改
革
を
提
案
し
た
。

(40) 

第
二
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
領
域
へ
の
競
争
導
入
の
範
囲
に
違
い
が
あ
る
。
委
員
会
が
勧
告
し
た

D
B
P
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
独
占
か
ら
の

例
外
よ
り
も
よ
り
狭
い
範
囲
で
し
か
例
外
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

り
狭
い
。
こ
の
点
、
連
邦
政
府
委
員
会
報
告
の
特
別
投
票
で
の
四
名
の
構
成
員
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
、
理
論
上
の
原
則
に
よ
り
重
き
を

置
く
立
場
と
は
異
な
り
、
連
邦
政
府
の
立
法
政
策
上
の
現
実
的
配
慮
が
に
じ
ん
で
い
る
。

四

D
B
P
の
組
織
改
革

こ
と
に
あ
っ
た
。

一
九
八
九
年
六
月
八
日
、
郵
便
お
よ
び
電
気
通
信
な
ら
び
に

D
B
P
を
新
た
に
構
造
付
け
る
こ
と
に
関
す
る

三
五
五

つ
ま
り
、
導
入
さ
れ
る
競
争
の
範
囲
は
、
連
邦
政
府
草
案
の
方
が
よ
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の
周
辺
に
あ
っ
て
、

他
的
概
念
で
は
決
し
て
な
い
点
に
、

留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

さ
て
、

こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
独
占
に
も
例
外
が
あ
る
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
独
占

そ
れ
以
上
の
包
括
的
、
排

こ
こ
で
い
う
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
独
占
と
は
、
種
々
の
電

ま
た

こ
の
点
、
連
邦
政
府
の
説
明
に
よ
る
と
、

こ
の
上
に
あ
っ
て
提
供
さ
れ
る
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
分
野
、
電
気

ド
イ
ツ
の
場
合
、
電
気
通
信
事
業
は
、
規
制
枠
組
の
上
で
、

三
つ
の
構
成
部
分
に
分
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

g
e
s
e
t
z
-
P
o
s
t
 S
t
r
k
t
G
 

な
る
オ
ム
ニ
バ
ス
法
で
あ
る
。
こ
の
法
律
の
主
た
る
構
成
は
、
第
一
章

(Artikel
1
)

、
D

B

P
の
企
業
組
織
に
関
す
る
法
律

(
G
e
s
e
t
z
tiber 

die U
n
t
e
r
n
e
h
m
e
n
s
v
e
r
f
a
s
s
u
n
g
 d
e
r
 D
e
u
t
s
c
h
e
n
 B
u
n
d
e
s
p
o
s
t
;
 
P
o
s
t
v
e
r
f
a
s
s
u
n
g
s
g
e
s
e
t
z
 1 P
o
s
t
V
e
r
f
G
 

と
略
す
。
）
第
二
章
、

一
九
六
九
年
七
月
二
八
日
付
の
郵
便
制
度
に
関
す
る
法
律
の
改
正
諸
条
項

(
A
.
n
d
e
r
u
n
g
d
e
s
 G
e
s
e
t
z
e
s
 U
b
e
r
 d
a
s
 

P
o
s
t
w
e
s
e
n
)
、
第
三
章
、
電
気
通
信
設
備
法
の
改
正
諸
条
項

(
A
.
n
d
e
r
u
n
g
d
e
s
 G
e
s
e
t
z
e
s
 U
b
e
r
 F
 er
n
m
e
l
d
e
a
n
l
a
g
e
n
)
等
か
ら
な
る
。

さ
て
、
あ
ら
か
じ
め
、
こ
の
郵
政
構
造
法
の
基
礎
に
あ
る
電
気
通
伯
事
業
に
対
す
る
規
制
の
基
本
的
考
え
方
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。

ビ
ス
を
伝
送
す
る
基
幹
的
通
信
網
と
し
て
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
野
、

通
信
サ
ー
ビ
ス
の
送
受
の
際
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
と
な
る
端
末
機
器
分
野
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
構
成
部
分
の
各
々
に
関
し
、
国
民
経
済
上
、

（
詳
細
は
本
章
次
節
を
参
照
）
。

D

B

P
が
果
た
す
べ
き
役
割
に
対
す
る
評
価
の
相
違
に
連
動
し
て
、
規
制
上
の
基
本
的
考
え
方
が
異
な
る
。
以
下
、

を
論
じ
る
前
に
必
要
な
限
り
で
こ
の
点
に
つ
き
概
説
す
る

ま
ず
、
電
気
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
、
原
則
と
し
て
D

B

P
の
独
占
が
維
持
さ
れ
る
。

ド
イ
ツ
で
は
、
国
土
の
面
積
や
人
口
分
布
の
状
態
か
ら
し
て
第
二
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
設
備
の
構
築
が
不
経
済
な
二
重
投
資
と
な
り
、

こ
の
分
野
で
は
統
合
の
利
益
が
大
き
い
か
ら
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、

気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
中
立
的
に
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
伝
送
の
機
能
を
担
う
も
の
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、

こ
れ
を
補
完
す
べ
き
衛
星
通
信
と
移
動
体
無
線
通
信
に
関
し
て
で
あ
る
。

D

B

P
の
組
織
改
革

以
下
、

郵
政
構
造
法
と
略
す
。
）
が
制
定
さ
れ
た
。

法
律

(
G
e
s
e
t
z
z
u
r
 
N
 eu
s
t
r
u
k
t
u
n
e
r
u
n
g
 d
e
s
 P
o
s
tー

u
n
d
F
e
r
n
m
e
l
d
e
w
e
s
e
n
s
 u
n
d
 D
e
u
t
s
c
h
e
n
 B
u
n
d
e
s
p
o
s
t
 ;
 Po
s
t
s
t
r
u
k
t
u
r
 ,
 

こ
の
法
律
は
、
関
連
諸
法
の
改
正
を
含
む
全
体
で
七
章
か
ら

以
下
、
郵
政
組
織
法

す
べ
て
の
電
気
通
倍
サ
ー

三
五
六
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ドイヅ電気通伯事業法における規制改革と競争政策（上）（土佐）

が
、
郵
政
組
織
法
に
お
い
て
、

次
に
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
分
野
に
つ
い
て
は
、

潤
の
獲
得
）

の
に
、

に
分
け
ら
れ
る
。 の

基
盤
と
し
て
、

を
媒
介
す
る
、
伝
統
的
な
意
味
で
の
電
話
業
務
は

D
B
P
の
独
占
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
他
す
べ
て
の
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
て
は
、
参

入
規
制
は
撤
廃
さ
れ
、
私
的
供
給
者
の
出
現
が
期
待
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
参
入
規
制
が
撤
廃
さ
れ
た
と
い
っ
て
も
、
料
金
規
制
を
中
心

と
し
て
規
制
が
残
る
部
分
も
あ
る
。
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
は
、

政
策
的
理
由
か
ら

D
B
P
に
だ
け
サ
ー
ビ
ス
提
供
業
務
が
課
せ
ら
れ
る
義
務
的
サ
ー
ビ
ス
、
行
政
規
制
に
全
く
関
係
な
い
自
由
サ
ー
ビ
ス

最
後
に
、
端
末
機
器
分
野
で
あ
る
が
、
現
在
、

格
規
制
い
ず
れ
の
側
面
か
ら
し
て
も
、

と
の
間
の
相
互
関
係
に
は
、

一
般
の
事
業
会
社
と
違
う
企
業
経
営
上
の
特
徴
と
し
て
指
摘
し
得
る
も

い
か
に
し
て
企
業
的
行
動
を
と
ら
せ
て
国
民
経
済
上
有

D
B
P
の
公
企
業
と
し
て
の
独
立
採
算
制
を
緩
持
す
る
た
め
、

そ
の
収
益
力
（
独
占
利

ま
た
こ
の
業
務
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
と
し
て
の
意
味
あ
い
か
ら
も
、
音
声
に
よ
る
他
人
の
会
話

D
B
P
が
音
声
電
話
業
務
を
独
占
す
る
独
占
的
サ
ー
ビ
ス
、

一
定
の
社
会

D
B
P
が
な
お
残
し
て
き
た
本
電
話
機
に
関
す
る
独
占
も
撤
廃
さ
れ
、
参
入
規
制
、
価

ま
っ
た
く
自
由
な
競
争
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
信
頼
性
や
安
全
性
の
観
点
か
ら
す
る

連
邦
郵
政
大
臣
の
端
末
設
備
の
技
術
基
準
適
合
認
定
制
度
以
外
に
、
事
業
活
動
上
、
何
の
制
約
条
件
も
な
い
。

前
述
の
通
り
、
改
革
目
的
の
一
っ
は
、

益
な
成
果
を
も
た
ら
し
め
る
か
に
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
郵
政
組
織
法
の
分
析
に
際
し
て
は
、
以
下
の
諸
点
が
論
点
と
な
る
。
第
一

に、

D
B
P
の
企
業
指
揮
の
あ
り
方
が
、
特
に
経
営
上
の
自
主
性
の
獲
得
と
い
う
観
点
か
ら
見
て
、
ど
う
変
化
し
た
か
、
第
二
に
、
高
権

的
任
務
と
企
業
的
任
務
の
分
離
に
伴
い
、

ど
ん
な
特
徴
が
あ
る
か
、
第
三
に
、

ど
ん
な
点
が
あ
る
か
、
第
四
に
、

D
B
P
を
競
争
下
に
置
く
と
共
に
、

D
B
P
の
各
機
関
が
ど
う
変
更
さ
れ
た
か
、

ま
た
連
邦
郵
政
大
臣
と

D
B
P
の
新
し
い
各
機
関

D
B
P
と
ユ
ー
ザ
ー
と
の
法
律
関
係
が
ど
う
変
化
し
た
か
等
で
あ
る
。
以
下
、
こ
れ
ら
の
課
題

い
か
な
る
具
体
的
解
決
を
与
え
ら
れ
て
い
る
か
を
、
順
に
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。
な
お
、

D
B
P
の
民
営

三
五
七
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性
や
機
動
性
、
柔
軟
性
等
を
与
え
る
こ
と
を
通
じ
て
、

化
に
関
し
て
は
、
基
本
法
上
の
制
約
と
も
相
ま
っ
て
政
治
的
多
数
派
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、

ら
れ
て
い
な
い

ま
ず
、
企
業
指
揮
の
あ
り
方
に
つ
い
て
。
こ
れ
ま
で

D
B
P
が
高
権
的
任
務
と
企
業
的
任
務
の
二
重
任
務
の
下
に
あ
っ
た
状
態
は
、

れ
ら
の
任
務
の
組
織
上
の
分
離
を
通
じ
て
解
消
さ
れ
る
。
今
後
、
高
権
的
任
務
は

D
B
P
か
ら
引
き
上
げ
ら
れ
、
連
邦
郵
政
大
臣
と
新
た

に
設
置
さ
れ
る
規
制
官
庁
に
帰
属
す
る
。
そ
し
て
、

D
B
P
は
純
粋
に
企
業
的
任
務
の
み
を
達
成
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
伴
い
、

D

B

P
は
、
郵
便
事
業
、
郵
便
貯
金
事
業
、
電
気
通
信
事
業
の
各
々
に
つ
き
責
任
を
負
う
独
立
の
企
業
で
あ
る
。

P
O
S
T
D
I
E
N
S
T
,
 D
e
u
t
s
c
h
e
n
b
u
n
d
e
s
p
o
s
t
 
P
O
S
T
B
A
N
K
,
 D
e
u
t
s
c
h
e
n
b
u
n
d
e
s
p
o
s
t
 T
E
L
E
K
O
M
と
い
う
標
章
を
有
す
る
、
独

立
採
算
を
原
則
と
す
る
三
つ
の
部
分
企
業
に
分
割
さ
れ
、
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
私
的
な
供
給
者
と
の
間
の
競
争
を
前
提
と
し
て
、
経
営

経
済
上
の
諸
原
則
に
則
っ
て
経
営
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
、

を
も
っ
て
割
り
切
ら
れ
る
べ
き
こ
と
を
意
味
し
な
い
。

ス

（
独
占
的
サ
ー
ビ
ス
と
義
務
的
サ
ー
ビ
ス
）

D
B
P
の
公
共
経
済
的
責
務
は
、
生
存
配
慮
の
観
点
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
サ
ー
ビ

の
提
供
と
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
と
し
て
の
位
置
付
け
か
ら
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
独

(45) 

占
の
維
持
、
発
展
に
対
し
て

D
B
P
が
責
任
を
負
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
引
き
続
き
確
保
さ
れ
る
。

次
に

D
B
P
の
機
関
と
し
て
、
経
営
委
員
会

(Directrium)
が
あ
る
。
そ
し
て
、
各
部
分
企
業
の
機
関
と
し
て
、
企
業
指
揮
に
迅
速

一
般
の
株
式
会
社
組
織
へ
の
接
近
を
図
る
た
め
に
、
理
事
会

(Vorstand)
お
よ
び

監
事
会

(Aufsichtrat)
が
懺
か
れ
る
。
こ
の
各
部
分
企
業
の
三
名
の
理
事
長
が
、
先
の
経
営
委
員
会
を
構
成
す
る
。
経
営
委
員
会
の
任
務

は
、
大
き
く
分
け
て
、
裁
判
上
お
よ
び
裁
判
外
で
D
B
P
を
代
表
す
る
こ
と
、
各
部
分
企
業
間
の
連
絡
調
整
を
行
う
こ
と
に
あ
る
。
中
で

も
特
に
、
資
金
借
入
の
際
に

D
B
P
を
代
表
し
、
例
外
的
に
、
各
部
分
企
業
間
で
の
内
部
相
互
補
助
に
あ
た
る
財
政
調
整

(Finanzausg
,
 

こ
れ
は
、

D
B
P
の
事
業
活
動
の
す
べ
て
が
経
済
効
率
性
の
基
準

し
た
が
っ
て
今
回
の
改
革
で
は
何
も
触
れ

D
e
u
t
s
c
h
e
n
b
u
n
d
e
s
p
o
s
t
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ドイツ電気通信事業法における規制改革と競争政策（上）（土佐）

(18) 

leich)
を
事
前
に
事
業
計
画
に
採
用
す
る
提
案
を
決
定
す
る
こ
と
等
は
、
重
要
な
任
務
で
あ
る
。

(49) 

一
般
の
株
式
会
社
に
お
け
る
取
締
役
会
に
相
当
す
る
各
企
業
の
理
事
会
は
、
そ
の
下
に
事
務
総
局

(
G
e
n
e
r
a
l
d
i
r
e
c
t
i
o
n
)
を
置
き
、
各
理

事
は
、
こ
の
法
律
に
も
と
づ
き
通
常
か
つ
誠
実
な
業
務
執
行
者
の
注
意
を
も
っ
て

(
m
i
t

d
e
r
 
S
o
r
g
f
a
l
t
 
e
i
n
e
s
 
o
r
d
e
n
t
l
i
c
h
e
n
 
u
n
d
 

祠）

g
e
w
i
s
s
e
n
h
a
f
t
e
n
 G
e
s
c
h
a
f
t
s
l
a
e
i
t
e
r
)
企
業
経
営
に
あ
た
る
。
理
事
の
選
任
と
解
任
は
、
監
事
会
を
関
与
さ
せ
つ
つ
、
連
邦
政
府
に
よ
る

決
定
に
も
と
づ
き
連
邦
大
統
領
が
こ
れ
を
行
う
。
理
事
会
は
、
原
則
と
し
て
裁
判
上
お
よ
び
裁
判
外
で
各
部
分
企
業
を
代
表
し
、
計
画
さ

れ
て
い
る
経
営
政
策
お
よ
び
将
来
の
業
務
執
行
に
関
す
る
そ
の
他
の
原
則
的
諸
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
、
一
定
の
事
項
に
つ
き
監
事
会
に

対
し
て
報
告
義
務
を
負
う
。
ま
た
、
理
事
会
は
、
義
務
的
サ
ー
ビ
ス
の
料
金
決
定
等
に
つ
き
連
邦
郵
政
大
臣
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
般
の
株
式
会
社
に
お
け
る
監
査
役
会
に
相
当
す
る
各
企
業
の
監
事
会
は
、
連
邦
代
表
、

な
る
。
監
事
の
任
命
に
つ
い
て
は
、

済
団
体
、
農
業
団
体
、
消
費
者
団
体
の
各
々
か
ら
指
名
さ
れ
る
）

（芭

こ
れ
に
も
と
づ
き
連
邦
政
府
が
任
命
す
る
。
監
事
会
の
任
務
は
、

な
わ
ち
、
事
業
計
画
の
確
定
と
重
要
な
変
更
、
年
度
決
算
の
確
定
等
、
信
書
送
達
業
務

(Briefdienst)
と
電
気
通
信
事
業
の
独
占
領
域
、

品）

す
な
わ
ち
音
声
電
話
業
務
の
サ
ー
ビ
ス
料
金
等
に
関
し
て
で
あ
る
。
た
だ
し
、

こ
の
監
事
会
の
決
定
に
対
し
て
は
、
理
事
会
に
異
議
申
立

権
が
あ
る
。
両
者
の
見
解
が
一
致
し
な
い
場
合
、
最
終
的
に
は
、
連
邦
郵
政
大
臣
が
こ
れ
を
決
す
る
。

連
邦
郵
政
大
臣
は
、

形
成
と
維
持
の
た
め
、

ユ
ー
ザ
ー
代
表
、
企
業
の
従
業
員
代
表
か
ら

四
年
を
任
期
と
し
、
連
邦
代
表
と
従
業
員
代
表
の
場
合
は
直
接
に
、

一
般
に
、
企
業
の
業
務
執
行
を
、
特
に
こ
の
法
律
に
定
め
ら
れ
た
経
営

一
定
の
事
項
に
つ
き
理
事
会
の
提
案
と
そ
の
見
解
表
明
に
も
と
づ
き
決
定
権
が
あ
る
。
す

D
B
P
を
指
揮
す
る
長
で
も
あ
る
と
い
う
二
重
任
務
を
離
れ
て
、
新
た
に
、
競
争
中
立
的
に
市
場
の
公
正
な
秩
序

そ
の
権
限
を
行
使
す
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
る
。
し
か
し
、

大
臣
は
、
依
然
と
し
て
、

そ
の
国
民
経
済
上
の
位
置
付
け
か
ら
し
て
、
連
邦
郵
政

D
B
P
と
特
別
の
関
わ
り
方
を
残
し
て
い
る
。
連
邦
郵
政
大
臣
は
、

原
則
の
観
点
か
ら
監
督
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、

D
B
P
の
活
動
に
つ
き
議
会
に
対
す
る
政

三
五
九

の
場
合
は
経
済
団
体
の
承
諾
を
も
っ
て
、
連
邦
郵
政
大
臣
が
指
名
し
、

ユ
ー
ザ
ー
代
表
（
こ
れ
は
、
経
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与
す
る

(
m
i
t
w
i
r
k
e
n
)
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
前
述
の
監
事
会
の
諸
決
定
に
対
す
る
当
該
大
臣
の
認
可
の
際
、
お
よ
び
義
務
的
サ
ー

ビ
ス
の
料
金
に
係
る
理
事
会
決
定
に
対
す
る
当
該
大
臣
の
異
議
申
立
の
際
で
あ
る
。
ま
た
、
義
務
的
サ
ー
ビ
ス
の
具
体
的
カ
タ
ロ
グ
の
指

定
は
、
連
邦
郵
政
大
臣
に
よ
る
提
案
に
も
と
づ
き
、
連
邦
政
府
が
法
規
命
令
の
法
形
式
を
と
っ
て
行
う
の
で
あ
る
が
、

も
議
決
を
行
い
、

(61) 

の
こ
と
を
行
う
。

さ
ら
に
企
業
の
中
長
期
的
な
目
標
設
定
の
際
、
連
邦
郵
政
大
臣
の
意
図
し
て
い
る
決
定
に
対
し
て
意
見
を
表
明
す
る
等

た
だ
し
、

イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
評
議
会
の
こ
れ
ら
の
議
決
に
対
し
て
は
、
連
邦
郵
政
大
臣
に
一
応
の
拒
否
権
が

(62) 

あ
る
。
両
者
の
見
解
が
一
致
し
な
い
場
合
、
最
終
的
に
は
、
連
邦
政
府
が
こ
れ
を
決
す
る
。

イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
と
し
て
の
意
義
が
あ
り
、

こ
の
提
案
の
際
に

治
責
任
を
負
い
、
企
業
の
中
長
期
的
な
目
標
を
設
定
し
、
連
邦
議
会
と
連
邦
参
議
院
の
各
被
選
期
間
毎
に
郵
便
制
度
お
よ
び
電
気
通
信
事

業
に
お
け
る
展
開
に
つ
い
て
報
告
を
行
い
、

D
B
P
が
こ
の
法
律
お
よ
び
そ
の
他
の
法
規
を
遵
守
す
る
こ
と
を
監
督
す
る
責
任
を
負
う
等

の
こ
と
を
行
う
。
ま
た
、
各
部
分
企
業
の
機
関
と
の
関
係
に
お
い
て
、
前
述
の
決
定
権
に
も
と
づ
く
監
事
会
の
諸
決
定
に
は
連
邦
郵
政
大

臣
の
認
可

(
G
e
n
e
h
m
i
g
u
n
g
)
を
必
要
と
す
る
。
さ
ら
に
、
義
務
的
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
前
述
の
理
事
会
の
料
金
決
定
に
つ
い
て
は
、
連
邦

郵
政
大
臣
に
異
議
申
立
権
(
¥
V
i
d
e
r
s
p
r
u
c
h
s
r
e
c
h
t
)
が
あ
る
。
こ
の
権
限
は
当
該
提
案
受
領
の
後
三
ヶ
月
以
内
に
行
使
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
ま
た
連
邦
経
済
大
臣
の
承
諾
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

郵
政
構
造
法
連
邦
政
府
草
案
理
由
書
で
は
構
想
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
新
し
く
、
連
邦
参
議
院
の
見
解
表
明
を
も
と
に
し
て
、
連
邦

郵
政
大
臣
の
下
に
、
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
評
議
会

(
I
n
f
r
a
s
t
r
u
k
t
u
r
r
a
t
)
が
置
か
れ
る
。
こ
れ
は
、

D
B
P
が
企
業
組
織
化
す
る
こ

と
に
よ
る
議
会
統
制
か
ら
の
離
脱
と
い
う
一
般
的
傾
向
に
対
す
る
立
法
上
の
歯
止
め
措
置
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
評
議
会
は
、

の
管
理
委
員
会
の
役
割
を
継
承
す
る
形
で
、
連
邦
議
会
と
連
邦
参
議
院
の
各
十
一
名
の
代
表
（
合
計
二
二
名
）

こ
れ
ま
で

各
議
会
の
提
案
に
も
と
づ
き
、
被
選
期
間
を
任
期
と
し
て
、
連
邦
政
府
が
任
命
す
る
。
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
評
議
会
の
任
務
は
、

か
つ
ラ
ン
ト
の
重
要
事
項
に
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
連
邦
郵
政
大
臣
の
決
定
に
関

か
ら
な
る
。
構
成
員
は
、
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ドイツ電気通信事業法における規制改革と競争政策（上）（土佐）

企
業
経
営
上
、

確
保
、

イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
と
し
て
の
性
質
を
も
つ
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
維
持
す
る
た
め
の
財
源
確
保
、
資
金
借
入
の
仕
方
、
税

第
一
に
、
各
企
業
は
、
独
立
採
算
を
建
前
と
し
、
自
己
資
本

(
E
i
g
e
n
k
a
p
i
t
a
l
)
維
持
の
観
点
か
ら
、
適
当
な
利
潤
を
生
み
出
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
各
業
務
部
門
に
あ
っ
て
も
、
投
下
費
用
プ
ラ
ス
適
当
な
利
潤
の
回
収
が
原
則
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
経
営
を
実
行

す
る
た
め
に
、
各
営
業
年
度
毎
に
、
理
事
会
は
事
前
に
事
業
計
画
を
作
成
す
る
。
事
業
計
画
は
、
経
営
経
済
上
の
諸
原
則
に
則
っ
て
作
成

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
次
年
度
の
事
業
計
画
は
、
当
該
年
度
の
う
ち
に
監
事
会
の
議
決
を
経
て
、
連
邦
郵
政
大
臣
の
認
可
を
得
な
け

第
二
に
、
各
企
業
の
会
計
制
度
は
、
経
営
経
済
上
の
諸
原
則
に
則
っ
て
構
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
企
業
経
営
と
年
度

決
算
に
関
す
る
規
定
は
商
法
上
の
諸
原
則
に
則
り
、
こ
の
法
律
に
別
段
の
定
め
の
な
い
限
り
、
連
邦
財
政
法
上
の
諸
原
則
に
準
拠
す
る
も

(62) 

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
各
企
業
は
、
法
定
自
己
資
本
準
備
高
の
下
、
引
当
金
と
準
備
金
を
計
上
し
、
利
益
処
分
の
仕
方
に
つ
き
制
約

が
課
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
各
企
業
に
将
来
の
投
資
の
た
め
の
原
資
を
確
保
さ
せ
る
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
各
企
業
は
、
貸
借
対
照
表
と
損

益
計
算
書
お
よ
び
付
録
か
ら
な
る
年
度
決
算
書
と
年
次
営
業
報
告
書
を
作
成
し
、
連
邦
郵
政
大
臣
の
認
可
を
得
て
、
経
営
委
員
会
が
こ
れ

を
ま
と
め
る
。
こ
の

D
B
P
の
全
体
年
度
決
算
は
連
邦
会
計
検
査
院
に
提
出
さ
れ
、
ま
た
先
の
営
業
報
告
書
と
合
わ
せ
て
連
邦
官
報
(
B
u
n
,
 

d
e
s
a
n
z
e
i
g
e
r
)
に
公
表
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
前
述
の
監
事
会
に
対
す
る
理
事
会
の
年
度
決
算
の
提
案
に
は
、
連
邦
会
計
検
査

院
(
B
u
n
d
e
s
r
e
c
h
n
u
n
g
s
h
o
f
)
の
意
見
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
に
、

D
B
P
に
は
、
企
業
の
独
立
採
算
制
の
原
則
、
企
業
の
会
計
制
度
規
制
、

三
六

D
B
P
全
体
と
し
て
の
経
済
的
単
一
性
の

一
般
の
事
業
会
社
と
は
違
う
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。
以
下
、
順
に
検
討
し
よ
う
。

D
B
P
全
体
と
し
て
の
経
済
的
単
一
性
は
、
以
下
の
方
法
を
通
じ
て
確
保
さ
れ
る
。
前
述
の
通
り
、

D
B
P
の
各
部
分
企
業

に
と
っ
て
も
独
立
採
算
制
が
原
則
で
は
あ
る
が
、
各
業
務
部
門
間
に
お
い
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
各
企
業
間
に
お
い
て
も
経
営
委
員
会

れ
ば
な
ら
な
い
。

務
上
の
取
り
扱
い
、
人
事
制
度
等
に
、

四
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の
提
案
と
連
邦
郵
政
大
臣
の
認
可
を
通
じ
て
の
財
政
調
整
が
例
外
的
に
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、

企
業
が
こ
の
法
律
に
定
め
ら
れ
た
経
営
原
則
の
遵
守
の
結
果
と
し
て
、
自
己
の
収
益
で
は
そ
の
費
用
を
賄
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
場
合

(64) 

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
実
務
で
は
、
確
か
な
会
計
上
の
規
制
基
準
も
な
く
事
後
的
に
当
然
の
ご
と
く

D
B
P
の
内
部
で
自
動
的
に
行
わ
れ

て
き
た
相
互
補
助
慣
行
を
、
郵
政
組
織
法
は
、
こ
の
よ
う
に
事
前
の
例
外
的
措
置
と
し
て
、
行
政
規
制
の
透
明
性
を
増
す
方
向
で
、
限
定

的
に
枠
付
け
た
も
の
と
い
え
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
内
部
相
互
補
助
に
は
、
競
争
政
策
上
、
重
大
な
疑
義
の
残
る
場
合
が
あ
る
。

特
に
、
独
占
領
域
か
ら
競
争
領
域
へ
の
内
部
相
互
補
助
は
、

構
造
法
の
対
処
は
、

正
当
な
理
由
の
な
い
限
り
、
原
則
と
し
て
認
め
難
い
。
こ
れ
に
対
す
る
郵
政

D
B
P
の
国
民
経
済
上
の
位
置
付
け
と
も
絡
ん
で
、
競
争
政
策
上
、
非
常
に
興
味
深
い
検
討
対
象
で
あ
る
。
こ
こ
で

第
四
に
、
第
三
の
問
題
と
も
密
接
に
関
わ
る
が
、
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
、

の
確
保
や
、
あ
ま
ね
く
及
ぶ
供
給
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
理
論
上
、
様
々
な
選
択
が
あ
り
得
る
。

す
れ
ば
、
電
気
通
信
市
場
へ
の
参
入
を
全
く
自
由
に
す
る
場
合
、

門
や
部
分
企
業
が

D
B
P
に
生
じ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、

や
各
部
分
企
業
間
の
内
部
相
互
補
助
を
、

D
B
P
の
あ
る
部
分

す
べ
て
の
地
域
で
の
同
一
料
金
、
同
一
利
用
条
件

し
か
し
、
既
存
の
規
制
秩
序
を
前
提

お
そ
ら
く
ク
リ
ー
ム
・
ス
キ
ミ
ン
グ
が
行
わ
れ
、
採
算
の
取
れ
な
い
部

D
B
P
が
常
に
赤
字
の
企
業
と
な
る
こ
と
が
望
ま
し
く
な
い
以
上
、

一
定
の
業
務
分
野
す
な
わ
ち
音
声
電
話
業
務
を

D
B
P
の
独
占
と
し
、
こ

こ
で
の
独
占
利
潤
た
る
黒
字
収
益
を
も
っ
て

D
B
P
の
財
政
力
の
基
盤
と
し
、
他
の
諸
部
門
に
お
け
る
赤
字
を
補
填
す
る
と
い
う
構
造
が
、

現
実
的
な
解
決
策
と
し
て
、
郵
政
構
造
法
に
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
郵
政
構
造
法
は
、

む
し
ろ
当
該
事
業
運
営
の
当
然
の
前
提
と
し
て
承
認
し
、
こ
れ
を
通
じ
て
、

イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ

ま
た
、
郵
政
構
造
法
連
邦
政
府
草
案
理
由
書
に
よ
れ
ば
、
以
上
述
べ
た
独
占
利
憫
に
も
と
づ
く
財
政
調
整
が
ま
ま
な
ら
な
い
場
合
に
は
、

ク
チ
ャ
ー
と
し
て
の
性
質
を
も
つ
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
。

公
企
業
と
し
て
の
独
立
採
算
制
を
貫
徹
し
よ
う
と
す
る
限
り
、

は
、
そ
の
意
義
の
強
調
に
止
め
る

（
詳
細
は
第
二
章
第
三
節
を
参
照
）
。

一
定
の
場
合
、
各
業
務
部
門
間

三
六

つ
ま
り
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ドイツ電気通信事業法における規制改革と競争政策（上）（土佐）

D
B
P
の
義
務
的
サ
ー
ビ
ス
と
比
肩
し
得
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
私
的
供
給
者
に
対
す
る
規
制
、
例
え
ば
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ

ャ
ー
負
担
金
を
徴
収
す
る
こ
と
も
法
律
上
の
可
能
性
と
し
て
残
さ
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
さ
ら
に
、
最
終
的
に
は
、
連
邦
の
一
般
財
政

か
ら
の
補
填
も
示
唆
さ
れ
て
い
が

5

。
こ
の
よ
う
に
、
あ
ま
ね
く
及
ぶ
供
給
と
料
金
表
同
一
の
原
則
の
理
念
を
実
際
に
具
体
化
す
る
と
い
う

（
後
述
）
。

二
重
二
重
の
手
当
て
が
講
じ
ら
れ
、
あ
る
い
は
予
定
さ
れ
て
お
り
、
郵
政
構
造
法
の
顕
著
な
比
較
法
的
特
徴
を
な
し
て
い

第
五
に
、
資
金
借
入
に
際
し
て
は
、

三
六

ど
の
程
度
ま
で
借
り
人
れ
得
る
か
に
つ
き
規
定
す
る
事
業
計
画
の
枠
内
で
、
経
営
委
員
会
が
こ
れ

を
代
表
し
、

D
B
p
P
O
S
T
B
A
N
K
を
通
じ
て
行
う
。
な
お
、
当
然
、
こ
の
場
合
、
返
済
の
責
任
は
、
部
分
企
業
と
し
て
の

D
B
p
P
O
S
T
'
 

一
般
の
事
業
会
社
と
異
な
り
、
郵
政
行
政
法
ニ
一
条
に
も
と
づ
き
徴
収
さ
れ
て
い
た
営
業
収
入

(Betriebseinnah
,
 

m
e
n
)
の一

0
％
に
の
ぼ
る
国
庫
納
付
金
制
度
は
、

一
九
九
六
年
一
月
一
日
ま
で
に
段
階
的
に
廃
止
さ
れ
る
。

付
加
価
値
税

(
U
m
s
a
t
z
s
t
e
u
r
u
n
g
,
V
a
l
u
e
 A
d
d
e
d
 T
a
x
;
 V
A
T
と
も
い
う
。
な
お
、

そ
の
後
、
各
部
分
企
業
は
、

税
法
上
、
独
立
し
た
企
業
と
同
様
に
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
連
邦
大
蔵
大
臣
と
連
邦
郵
政
大
臣
の
協
定
に
も
と
づ
き
詳
細
が
決
定

さ
れ
る
、
企
業
の
収
益
力

(Ertragskraft)
に
基
礎
を
置
く
基
準
に
よ
り
算
定
さ
れ
る
国
庫
納
付
金
を
支
払
う
と
共
に
、

E
C
レ
ベ
ル
の

ド
イ
ツ
語
直
訳
的
に
は
売
上
税
と
な
っ
て
し
ま

う
が
、
英
語
と
の
対
照
や
、

E
C
型
付
加
価
値
税
の
方
が
日
本
語
と
し
て
定
着
し
て
い
る
の
で
こ
う
し
た
。
）
制
度
に
服
す
る
こ
と
と
な
る
。

な
お
、
こ
の
点
の
詳
細
は
、
税
法
上
の
改
正
に
留
保
さ
れ
て
い
が
。

第
七
に
、
今
回
の
規
制
改
革
を
通
じ
て
、
従
来
の
、
連
邦
公
務
員
と
し
て
の

D
B
P
の
職
員
の
地
位
に
一
定
の
変
更
が
生
じ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
特
に
管
理
部
門
に
お
い
て
迅
速
な
企
業
的
反
応
と
経
営
判
断
力
が
必
要
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
人
事
制
度
に
機
動
性
と
柔
軟
性
を

投
入
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、
理
事
は
、
連
邦
と
の
間
で
公
法
上
の
公
務
員
関
係
に
立
つ
が
、

第
六
に
、
従
来
、

B
A
N
K
に
で
は
な
く
、
全
体
と
し
て
の

D
B
P
が
負
う
。

る 点
に
お
い
て
、

そ
の
具
体
的
な
法
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律
関
係
は
、
連
邦
郵
政
大
臣
と
の
間
で
結
ば
れ
る
喫
約
を
通
じ
て
規
律
さ
れ
る
。
ま
た
、
監
事
は
、
連
邦
郵
政
大
臣
が
理
事
会
の
提
案
に

も
と
づ
き
決
定
す
る
旅
費
お
よ
び
適
当
な
報
酬
を
受
け
取
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
他
の
一
般
従
業
員
も
連
邦
勤
務
関
係
に
立
つ
。
こ
れ
に

は
、
連
邦
公
務
員

(
B
e
a
m
t
e
n
)
、
被
用
者

(Angestellten)
、
労
務
者

(Arbeiter)
の
区
別
が
あ
る
。
ま
た
、
特
に
事
務
総
局
の
管
理
部
門

の
長
の
職

(Leiter)
、
上
級
郵
政
局

(
O
b
e
r
p
o
s
t
d
i
r
e
c
t
i
o
n
)
お
よ
び
ベ
ル
リ
ン
郵
政
局

(
L
a
n
d
e
s
p
o
s
t
d
i
r
e
c
t
i
o
n

(Prasident)
な
ら
び
に
次
長

(
V
i
z
e
p
r
a
s
i
d
e
n
t
)
、
連
邦
中
級
官
庁
(
N
e
n
t
r
a
l
e
n
 M
i
t
t
e
l
b
e
h
o
r
d
e
)
の
局
長
お
よ
び
次
長
は
、
連
邦
と
の

D
B
P
と
ユ
ー
ザ
ー
と
の
関
係
は
、
公
法
上
の
法
律
関
係
と
し
て
把
握
さ
れ
て
き
た
が
、
今
回
の
改
革
は
こ

れ
を
改
め
、
電
気
通
信
設
備
法
九
条
一
項
の
新
規
定
に
も
と
づ
き
、
原
則
と
し
て
普
通
取
引
約
款
を
通
じ
て
の
私
法
上
の
法
律
関
係
と
し

て
取
り
結
ば
れ
る
べ
き
も
の
と
し
た
。
た
だ
し
、
行
政
執
行
法
一
条
一
項
の
特
例
と
し
て
、

D
B
P
T
E
L
E
K
O
M
の
独
占
領
域
の
サ
ー
ビ

ス
に
対
す
る
対
価
俵
権
は
行
政
執
行
法

(
V
e
r
w
a
l
t
u
n
g
s
V
o
l
l
s
t
r
e
c
k
u
n
g
s
g
e
s
e
t
z
;
V
w
V
G
)
に
も
と
づ
き
徴
収
す
る
こ
と
が
可
能
で

あ
り
（
改
正
電
気
通
信
設
備
法
九
条
二
項
）
、

そ
れ
に
つ
き
民
事
訴
訟
法
上
の
執
行
名
義

(
v
o
l
l
s
t
r
e
c
k
b
a
r
e
r
Titel)
を
有
す
る
場
合
に
限
っ
て
、
行
政
執
行
法
の
規
定
に
も
と
づ
い
て

も
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
改
正
電
気
通
信
設
備
法
九
条
四
項
）
。
こ
れ
は
、
連
邦
政
府
の
説
明
に
よ
る
と
、

D
B
P
T
E
L
E
K
O
M
と

私
的
競
争
者
と
の
競
争
上
の
平
等
性
の
確
保
の
観
点
か
ら
図
ら
れ
た
改
正
で
あ
か
。
も
っ
と
も
、
同
時
に
、
郵
政
組
織
法
三

0
条
二
賢
に

も
と
づ
き
、
連
邦
政
府
は
、
法
規
命
令
を
通
じ
て
郵
便
お
よ
び
電
気
通
信
設
備
の
利
用
に
係
る
枠
組
規
則

(
R
a
h
m
e
n
v
o
r
s
c
h
r
i
f
t
e
n
)
を
確

定
す
る
権
限
を
留
保
し
て
お
り
、
全
く
自
由
に

D
B
P
T
E
L
E
K
O
M
が
こ
れ
を
設
定
し
得
る
も
の
で
も
な
い
点
に
は
、
注
意
を
要
す
る
。

な
お
、
郵
政
行
政
法
一
四
条
に
も
と
づ
き
公
布
さ
れ
た
以
前
の
電
気
通
信
利
用
規
則
は
、
郵
政
組
織
法
六
五
条
一
項
に
よ
り
、
郵
政
組
織

五

前
述
の
通
り
、
従
来
、

間
で
公
法
上
の
公
務
員
関
係
に
立
つ
。

ま
た
競
争
領
域
（
義
務
的
サ
ー
ビ
ス
と
自
由
サ
ー
ビ
ス
）
に
お
け
る
対
価
債
権
で
あ
っ
て
も
、

Berlin)
の
局
長

三
六
四
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ドイツ電気通信事業法における規制改革と競争政策（上）（土佐）

方
で
、
競
争
の
導
入
を
通
じ
て
の
電
気
通
信
シ
ス
テ
ム
の
革
新
的
な
発
展
可
能
性
の
促
進
と
い
う
要
請
と
の
間
に
、

基
底
に
据
え
て
、

D
B
P
T
E
L
E
K
O
M
と
私
的
供
給
者
の
担
う
利
益
の
適
切
な
バ
ラ
ン
ス
を
図
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

前
述
の
通
り
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
郵
政
構
造
法
の
対
応
は
、
基
幹
的
通
信
網
と
し
て
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
野
、
そ
の
上
を
伝
送
さ
れ

(70) 

る
各
種
の
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
分
野
お
よ
び
端
末
機
器
分
野
に
つ
い
て
、
各
々
違
う
。
以
下
、
こ
の
分
野
毎
に
、
市
場
の
新
し
い
構
造
的

特
徴
に
つ
い
て
分
析
し
、
最
後
に
、
今
後
の
規
制
の
方
向
性
に
つ
い
て
若
干
検
討
し
よ
う
。

電
気
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
関
す
る

D
B
P
の
独
占
に
つ
い
て
は
、
電
気
通
信
事
業
に
関
す
る
連
邦
政
府
委
員
会
報
告
書
、
郵
政
構

造
法
連
邦
政
府
草
案
理
由
書
、
ま
た
そ
の
他
の
論
述
に
お
い
て
も
、
概
し
て
積
極
的
な
評
価
が
与
え
ら
れ
て
お
り
、
原
則
と
し
て
将
来
的

に
も
維
持
さ
れ
る
べ
き
と
い
う
考
え
が
支
配
的
で
あ
っ
た
。
経
済
的
な
観
点
か
ら
見
れ
ば
、
ド
イ
ツ
の
場
合
、
少
な
く
と
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
設
僅
と
運
営
に
限
っ
て
は
、
規
模
の
経
済
性
と
統
合
の
経
済
性
の
存
在
が
非
常
に
著
し
く
、
し
た
が
っ
て

D
B
P
T
E
L
E
K
O
M
の
ネ

し
た
が
っ
て
、
問
題
は
、
電
気
通
信
市
場
の
各
分
野
毎
に
、

三
六
五

ユ
ー
ザ
ー
の
利
益
を

一
方
で
、
国
民
経
済
上
の

D
B
P
T
E
L
E
K
O
M
の
将
来
的
位
置
付
け
と
、
他

造
法
を
通
じ
て
、

ど
う
変
化
し
た
の
か
。
今
回
の
規
制
改
吊
が
、
電
気
通
信
事
業
へ
の
競
争
の
一
層
の
導
人
を
焦
点
と
し
て
い
る
こ
と
に

疑
問
の
余
地
は
な
い
が
、
し
か
し
、
ド
イ
ツ
電
気
通
伯
事
業
が
将
来
に
お
い
て
も

D
B
P
T
E
L
E
K
O
M
に
よ
っ
て
決
定
的
に
規
定
さ
れ
る

と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
単
純
に
私
的
供
給
者
の
新
規
参
入
を
手
放
し
で
促
進
す
る
こ
と
に
改
革
の
重
点
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

前
節
で
見
た

D
B
P
の
組
織
改
革
の
、

第
五
節

事
業
規
制
の
緩
和
な
い
し
撤
廃
ー
新
し
い
秩
序
政
策
上
の
枠
組
条
件
の
形
成

い
わ
ば
受
け
皿
と
し
て
の
電
気
通
信
事
業
に
お
け
る
秩
序
政
策
上
の
枠
組
条
件
は
、
郵
政
構

法
発
効
の
後
二
年
の
経
過
期
間
を
置
い
て
消
失
す
る
。

10--3•4 -693 (香法'91)



し
か
し
、

れ
て
い
る
。

ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
と
し
て
の
責
務
を
果
た
す
べ
き
で
あ
る
と
す
れ
ば
、

ク
リ
ー
ム
・
ス
キ
ミ
ン
グ
に
対
し
、
郵
政
構

ッ
ト
ワ
ー
ク
と
並
ん
で
第
二
、
第
三
の
電
気
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
国
土
全
体
に
あ
ま
ね
く
構
築
す
る
こ
と
は
コ
ス
ト
の
面
か
ら
し
て
不

経
済
な
二
里
投
資
と
な
る
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
は
、
内
部
相
互
補
助
の
た
め
に
コ
ス
ト
以
上
の
料
金
が
設
定
さ
れ
て
い
る

D
B
P
T
E
L
E
-

K
O
M
の
高
収
益
回
線
分
野
に
限
っ
て
新
規
参
入
を
行
い
、
競
争
対
抗
的
に
低
料
金
で
ユ
ー
ザ
ー
を
引
き
付
け
る
戦
略
で
あ
る
、
い
わ
ゆ
る

ク
リ
ー
ム
・
ス
キ
ミ
ン
グ
も
採
算
が
合
わ
な
い
と
い
う
こ
と
ま
で
帰
結
し
な
い
。
し
か
し
、

造
法
は
全
く
否
定
的
で
あ
る
。

と
い
う
の
は
、
電
気
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
、
将
来
に
お
い
て
も
あ
ま
ね
く
及
ぶ
よ
う
に
構
築
さ
れ
、

た
最
低
限
、
音
声
電
話
サ
ー
ビ
ス
だ
け
は
す
べ
て
の
地
域
で
同
一
の
料
金
と
条
件
で
誰
に
で
も
自
由
に
利
用
で
き
る
と
い
う
イ
ン
フ
ラ
ス

こ
れ
を
設
置
し
運
営
し
、

ま
た
需
要
に
合
わ
せ
て
新
た
に
展
開
し
て

ゆ
く
た
め
の
財
政
上
の
基
盤
を

D
B
P
T
E
L
E
K
O
M
か
ら
急
速
か
つ
劇
的
に
奪
い
去
っ
て
し
ま
う
も
の
と
予
想
さ
れ
る
ク
リ
ー
ム
・
ス

キ
ミ
ン
グ
は
、
少
な
く
と
も

D
B
P
T
E
L
E
K
O
M
の
公
企
業
と
し
て
の
独
立
採
算
制
を
議
論
の
前
提
と
す
る
限
り
、
奨
励
さ
れ
る
べ
き
と

は
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
以
上
の
理
由
か
ら
、
郵
政
構
造
法
第
三
章
に
あ
た
る
改
正
電
気
通
信
設
備
法
で
は
、

D
B
P
T
E
L
E
-

K
O
M
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
独
占

(
N
e
t
z
m
o
n
o
p
o
l
)
が
、
音
声
電
話
業
務
独
占

(
T
e
l
e
f
o
n
d
i
e
n
s
t
m
o
n
o
p
o
l
)
と
結
び
付
い
て
維
持
、
確
保
さ

提
供
し
、

こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
独
占
は
、
当
然
、
改
正
前
の
電
気
通
信
設
備
法
に
い
う
と
こ
ろ
の

K
O
M
か
ら
リ
ー
ス
さ
れ
る
ま
さ
に
こ
の
電
気
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
め
ぐ
っ
て
で
あ
る
以
上
、

「
電
気
通
伯
設
備
」

ま

の
設
置
と
運
営

に
関
す
る
連
邦
の
排
他
的
権
限
と
同
一
で
は
な
い
。
今
回
の
改
革
に
お
い
て
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
私
的
供
給
者
が
各
種
の
サ
ー
ビ
ス
を

D
B
P
 T
E
L
E
K
O
M
を
含
め
て
お
互
い
に
競
争
を
展
開
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
の
は
、
私
的
供
給
者
が

D
B
P
T
E
L
E
'
 

こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
独
占
の
恣
意
的
な

拡
大
は
、
最
終
的
に
、
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
分
野
で
の
こ
の
種
の
サ
ー
ビ
ス
競
争
を
駆
逐
し
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、

五）

こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
独
占
は
単
に
情
報
の
伝
送
路
に
つ
い
て
の
独
占
に
他
な
ら
な
い
こ
と
が
、
電
気
通
信
設
備
法
一
条
二
項
の
新
規
定
に

三
六
六
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ドイツ電気通信事業法における規制改革と競争政策（上）（土佐）

三
六
七

お
い
て
明
ホ
さ
れ
、
連
邦
の
排
他
的
権
限
は
「
付
属
の
成
端
設
備

(
z
u
g
e
h
o
r
i
g
e
n
A
b
s
c
h
l
u
B
e
i
n
r
i
c
h
i
t
u
n
g
e
n
)
を
含
む
伝
送
路

(
U
b
e
-

r
t
r
a
g
u
n
g
s
w
e
g
e
)
」
の
設
置
と
運
営
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
伝
送
路
に
お
い
て
観
念
さ
れ
て
い
る
の
は
、
各
種
の
電
気
通
信

サ
ー
ビ
ス
に
対
し
業
務
中
立
的
に
実
現
さ
れ
る
純
粋
の
情
報
伝
送
機
能
だ
け
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
基
礎
的
機
能
の
上
に

立
ち
、
様
々
な
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
お
い
て
情
報
の
処
理
や
記
憶
と
い
っ
た
付
加
的
な
機
能
が
実
現
さ
れ
、
そ
の
相
互
作
用
に
よ
り
ユ
ー
ザ
ー

に
と
っ
て
最
適
、
安
価
な
情
報
通
信
機
能
の
供
給
が
riJ
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
独
占
に
も
例
外
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
旧
電
気
通
倍
設
備
法
の
時
か
ら
厳
密
な
意
味
で
の
電
気
通
信
独
占
な
ど
は

エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
等
に
は
、
独
自
の
私
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
存
在
し
て
き
た
し

（
同
法
一
条
三
項
）
、
ま
た
、
同
一
の
所
有
者
に
属
す
る
土
地
で
あ
る
限
り
、
二
五

km
の
範
囲
内
の
異
地
点
間
な
ら
許
可
な
く
電
気
通
信
設

の
収
益
力
の
基
盤
と
し
て
の
音
声
電
話
業
務
独
占
が
空
洞
化
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

備
を
設
置
し
運
営
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
（
同
条
二
項
）
。
郵
政
構
造
法
は
、
こ
れ
ら
の
例
外
に
加
え
、
さ
ら
に
、

D
B
P
T
E
L
E
K
O
M
 

か
つ
別
の
分
野
に
転
換
で
き
な
い
よ
う
な
技
術
革
新
が

見
込
ま
れ
る
場
合
に
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
独
占
の
周
辺
部
分
に
お
い
て
も
、
私
的
供
給
者
の
新
規
参
入
を
認
め
る
。
こ
れ
は
、
具
体
的
に

は
、
電
線
に
物
理
的
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
既
存
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
補
完
す
る
衛
星
通
信
と
移
動
体
無
線
通
信
の
領
域
に
あ
る
。

ま
ず
、
衛
星
通
信
に
つ
い
て
。
こ
れ
は
、
そ
の
技
術
的
、
経
営
的
な
特
殊
性
か
ら
し
て
、
秩
序
政
策
上
、
別
個
独
立
に
取
り
扱
わ
れ
る

べ
き
と
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
陸
上
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は
明
確
な
、
原
則
と
し
て
独
占
の
電
気
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
野
と
、

原
則
と
し
て
競
争
の
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
分
野
と
い
う
規
制
上
の
区
別
が
、
衛
星
通
信
の
場
合
、

T
D
M
A
(
T
i
m
e
Division M
u
l
t
i
p
l
e
x
 

A
c
c
e
s
s
)
を
用
い
る
と
情
報
の
伝
送
と
媒
介
の
機
能
が
シ
ス
テ
ム
技
術
的
に
も
は
や
分
離
で
き
な
い
が
故
に
、
部
分
的
に
せ
よ
失
わ
れ
て

い
る
こ
と
を
、
そ
の
根
拠
と
す
る
。
ま
た
、
陸
上
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
独
占
を
正
当
化
す
る
、
あ
ま
ね
く
及
ぶ
供
給
と
い
う
規
制
理
念
も
、

国
土
の
全
て
に
あ
ま
ね
く
降
り
注
ぐ
電
波
を
用
い
る
衛
星
通
信
の
場
合
に
は
、
成
り
立
ち
難
い
。
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
私
的
供
給
者

な
く
、
例
え
ば
警
察
等
の
官
庁
や
鉄
道
等
の
運
輸
事
業
、

1()-~3•4 .~695 (香法'91)



(verleihen)
こ
と
が
で
き
る
。
も
っ
と
も
、
規
制
実
務
の
実
際
的
方
針
と
し
て
は
、

狭
め
る
方
向
で
、
極
め
て
自
由
主
義
的
な
運
用
を
予
定
し
て
お
り
、
当
該
衛
星
通
信
シ
ス
テ
ム
が
、
無
線
技
術
上
の
客
観
的
基
準
を
満
た

し
、
か
つ
音
声
電
話
業
務
独
占
を
害
す
る
お
そ
れ
の
な
い
限
り
、
新
規
参
入
を
認
め
る
と
し
て
い
が
唸

次
に
、
移
動
体
無
線
通
信
に
つ
い
て
。
公
衆
的
移
動
体
無
線
（
無
線
電
話
）
、
公
衆
的
無
線
呼
出
、
業
務
用
無
線
、
無
線
構
内
交
換
機
が
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
独
占
か
ら
の
例
外
を
構
成
す
る
。
第
一
に
、
公
衆
的
移
動
体
無
線
と
は
、

い
わ
ゆ
る
自
動
車
無
線
に
相
当
す
る
も
の
で
あ

（冗）

り
、
現
在
、
B
-
N
e
t
zお
よ
び
C
—

N
e
t
zと
呼
ば
れ
る
ア
ナ
ロ
グ
式
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
約
八
万
の
加
入
者
を
も
つ
。

E
C
統
一
の
移
動
体
無
線
の
技
術
標
準
で
あ
る

G
S
M
基
準
に
も
と
づ
き
、
デ
ジ
タ
ル
・
セ
ル
ラ
ー
・
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
統
一
的
ネ
ッ
ト

口
を

E
C
の
各
加
盟
国
が
単
一
の
サ
ー
ビ
ス
供
給
者
に
よ
っ
て
処
理
す
る
こ
と
は
、
各
国
の
経
験
に
照
ら
し
事
実
上
不
可
能
に
近
い
。

こ
で
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
、

D
1
N
e
t
z
と
呼
ば
れ
る
D

B

P
T
E
L
E
K
O
M
の
新
し
い
デ
ジ
タ
ル
式
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
加
え
て
、
競
争
が

ワ
ー
ク
の
構
築
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
に
は
一
千
万
以
上
の
加
入
者
が
見
込
ま
れ
て
い
る
が
、

そ

こ
の
よ
う
に
巨
大
な
潜
在
的
加
入
人

)
よ
、

し

て

|

二
条
二
項
の
新
規
定
に
し
た
が
い
、

m
i
n
a
l
)
、

も
ま
た
、
電
気
通
信
法
第
二
条
二
項
の
新
規
定
に
も
と
づ
き
、

一
五

kbit/s
以
上
の
衛
星
通
信
に
つ

無
線
交
通
の
諸
基
礎
に
反
し
な
い
限
り
、
低
い
ビ
ッ
ト
率

(niedriger

一
五

k
b
i
t
/
s
以
下
で
は
、
衛
星
を
通
じ
て
音
声
会
話
を
伝
送
す
る
こ
と
は
実
際
に
は
不
可
能
な

Bitraten)
の
、
具
体
的
に
は
一
チ
ャ
ネ
ル
あ
た
り
一
五

k
b
i
t
/
s
未
満
の
衛
星
通
信
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
運
営
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る

の
で
あ
る
。
こ
の
制
約
の
根
拠
は
、

D

B

P
T
E
L
E
K
O
M
の
音
声
電
話
業
務
独
占
が
掘
り
崩
さ
れ
る
の
を
阻
止
す
る
点
に
あ
る
。
現
在
予

測
可
能
な
技
術
的
限
界
を
考
慮
す
る
時
、

の
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
現
実
に
提
供
さ
れ
得
る
と
予
想
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
銀
行
や
新
聞
の
情
報
配
給
シ
ス
テ
ム
、

百
貨
店
チ
ェ
ー
ン
の
独
自
の
内
部
的
P
o
s
(
P
o
i
n
tー

of-Sales)
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
よ
う
な
V
S
A
T
(
V
e
r
y
S
m
a
l
l
 A
p
e
r
t
u
r
e
 T
e
r
 ,
 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
支
援
さ
れ
た
設
計
や
製
造
工
程
管
理
等
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、

二
条
一
項
に
も
と
づ
き
連
邦
郵
政
大
臣
が
そ
の
設
償
と
運
営
に
関
す
る
権
限
を
授
け
る

こ
の
点
に
つ
き
連
邦
郵
政
大
臣
の
裁
量
行
使
の
幅
を

一
九
九

0
年
代
に
は
、

三
六
八
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ドイツ屯気通信事業法における規制改革と競争政策（上）（土佐）

自
由
化
に
関
す
る
諸
措
置
を
作
成
し
、
公
表
す
る
運
び
と
さ
れ
る
。

最
後
に
、
こ
の

D
B
P
T
E
L
E
K
O
M
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
独
占
に
も
見
直
し
の
可
能
性
が
な
い
で
は
な
い
。
も
っ
と
も
、
見
直
し
に
関
す

る
明
確
な
法
律
上
の
規
定
は
な
く
、

ま
た
そ
の
旨
の
実
務
方
針
が
決
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。

て
は
、
競
争
こ
そ
が
市
場
を
形
成
す
る
秩
序
原
則
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
極
め
て
限
定
的
な
諸
前
提
の
下
で
の
み
、

脱
が
可
能
で
あ
る
と
の
連
邦
政
府
の
一
貫
し
た
基
本
認
識
か
ら
し
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
独
占
と
そ
れ
に
付
随
す
る
音
声
電
話
業
務
独
占
の

ッ
パ
郵
便
お
よ
び
電
気
通
信
主
管
庁
会
議
）

三
六
九

か
つ
二
つ
の
競
争
者
の
間
で
公
正
な
競
争
が
形
成
さ
れ
る
見
込
み
が
あ
り
、

か
つ

D
B
P
T
E
L
E
K
O
M
の
音
声
電
話
業
務
独
占
が
害
さ
れ
る
お
そ
れ
が
な
い
限
り
で
、
電
気
通
信
設
備
法
二
条
一
項
の
新
規
定
に
も

(79) 

と
づ
き
、

D
2ー

N
e
t
z
と
呼
ば
れ
る
第
二
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
運
営
者
が
認
め
ら
れ
る
。
等
二
に
、
公
衆
的
無
線
呼
出
と
は
ポ
ケ
ッ
ト
ベ
ル
（
ペ

ー
ジ
ン
グ

(Paging)
と
も
い
う
）
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
り
、
現
在
、
国
際
的
な

Eurosignal
と
呼
ば
れ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
約
一
五
万

以
上
の
加
入
者
を
も
つ
。
新
し
く
、

Eurosignal
2

と
呼
ば
れ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
、
従
来
の
単
な
る
聴
覚
的
ま
た
は
視
覚
的
受
信
機
能

に
加
え
て
、
文
字
数
字
併
用
形
式
で
シ
ン
ボ
ル
（
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
）
表
示
を
行
う

Cityruf
と
呼
ば
れ
る
D
B
P
T
E
L
E
K
O
M
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
先
の
同
様
の
理
由
か
ら
、
同
条
同
項
に
も
と
づ
き
私
的
供
給
者
の
新
規
参
入
が
認
め
ら
れ

る
。
ま
た
、

こ
れ
は
、
各
都
市
、
各
地
域
に
限
定
し
て
も
認
め
ら
れ
得
る
。
第
三
に
、
業
務
用
無
線
に
関
し
て
は
、
現
在
、

域
へ
の
新
規
参
入
を
含
め
て
、

一
連
の
自
由
化
措
置
が
と
ら
れ
る
。
第
四
に
、

タ
ク
シ
ー
無

線
の
よ
う
な
、
約
―
二

0
万
の
私
的
な
無
線
機
が
私
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
い
て
運
営
さ
れ
て
い
る
が
、

D
B
P
T
E
L
E
K
O
M
の
こ
の
領

無
線
構
内
交
換
機
と
は
第
二
世
代
の
コ
ー
ド
レ
ス
ホ
ン
の

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
主
機
か
ら
約
二
百

m
の
範
囲
で
携
帯
可
能
で
あ
っ
た
第
一
世
代
の
も
の
と
比
べ
て
性
能
の
向
上
が
顕
著
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

C
E
P
T
(
E
u
r
o
p
e
a
n
 C
o
n
f
e
r
e
n
c
e
 of Post a
n
d
 T
e
l
e
c
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
o
n
s
 Administrations
ヨ
ー
ロ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
標
準
の
作
成
中
で
あ
り
、
そ
の
制
定
の
後
に
、
連
邦
政
府
が
こ
の

に
お
い
て
、

ユ
ー
ザ
ー
に
価
格
、
品
質
等
に
お
い
て
改
善
を
も
た
ら
し
、

た
だ
し
、
市
場
経
済
秩
序
に
お
い

こ
の
原
則
か
ら
の
逸
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ー
ビ
ス

(
P
=
i
c
h
t
l
e
i
s
t
u
n
g
e
n
)
、
自
由
サ
ー
ビ
ス
(
f
r
e
i
e
L
e
i
s
t
u
n
g
e
n
)
で
あ
る
。
前
二
者
は
、

待
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
が
こ
の
よ
う
に
独
自
の
規
制
類
型
を
設
定
し
た
理
由
は
、

三
七
〇

正
当
性
に
つ
い
て
の
絶
え
ざ
る
再
検
討
が
、
各
被
選
期
間
毎
に
連
邦
議
会
に
対
し
て
提
出
さ
れ
る
連
邦
郵
政
大
臣
の
電
気
通
信
事
業
に
関

す
る
報
告
書
の
中
で
行
わ
れ
、
そ
の
よ
う
に
し
て
今
回
の
規
制
改
革
の
現
実
妥
当
性
が
持
続
的
に
検
証
さ
れ
続
け
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う
。

電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
は
、
行
政
規
制
の
上
で
、
三
つ
の
類
型
に
分
か
れ
る
。
独
占
的
サ
ー
ビ
ス
(
M
o
n
o
p
o
l
l
e
i
s
t
u
n
g
e
n
)
、
義
務
的
サ

イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
的
性
質
を
も

つ
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、

D
B
P
T
E
L
E
K
O
M
に
対
し
、
あ
ま
ね
く
及
ぶ
供
給
の
確
保
や
サ
ー
ビ
ス
提
供
義
務
が
課
せ
ら
れ
る
。
ま
た
、
こ

れ
は
、
締
約
強
制
、
料
金
表
同
一
の
原
則
等
に
服
す
る
。
後
者
は
、
行
政
規
制
と
全
く
関
わ
り
な
く
誰
で
も
自
由
に
提
供
す
る
こ
と
が
期

サ
ー
ビ
ス
類
型
化
の
た
め
の
基
準
と
し

て
、
単
に
当
該
事
業
へ
の
参
入
可
能
性
の
有
無
か
ら
す
る
競
争
の
基
準
に
止
ま
ら
ず
、
全
国
土
に
お
い
て
で
き
る
だ
け
均
等
な
価
値
の
あ

る
生
活
関
係
を
形
成
す
る
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
と
し
て
の
こ
の
事
業
の
性
質
に
鑑
み
、

る
基
準
も
ま
た
必
要
で
あ
る
と
考
え
た
か
ら
で
あ
っ
だ
。

独
占
的
サ
ー
ビ
ス
と
は
、

D
B
P
T
E
L
E
K
O
M
の
音
声
電
話
業
務
独
占
を
通
じ
て
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
で
あ
る
。
電
気
通
信

設
備
法
一
条
四
項
の
新
規
定
に
も
と
づ
き
、
他
人
に
対
す
る
会
話
の
伝
達
(
V
e
r
m
i
t
t
l
u
n
g
)
に
用
い
ら
れ
る
限
り
、
そ
の
よ
う
な
電
気
通
信

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
権
利
は
排
他
的
に
連
邦
に
属
す
る
と
さ
れ
、
私
的
供
給
者
の
新
規
参
入
は
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
さ
れ
て
い
る
。

D
B

P
 T
E
L
E
K
O
M
は
こ
の
サ
ー
ビ
ス
領
域
か
ら
総
収
入
の
約
九

0
％
以
上
を
あ
げ
て
お
り
、

盤
を
形
成
し
て
い
る
と
い
う
事
情
か
ら
、
各
業
務
間
に
内
部
相
互
補
助
が
行
わ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
不
採
算
部
門
を
併
せ
も
つ

D
B

P
 T
E
L
E
K
O
M
に
、
こ
の
サ
ー
ビ
ス
領
域
に
独
占
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
会
話
の
伝
送
以
外
の
、
会
計
の
記
憶
、

蓄
積
や
会
話
信
号
の
変
換
は
こ
の
独
占
に
含
ま
れ
ず
、
私
的
供
給
者
の
新
規
参
入
も
認
め
ら
れ
る
。
前
述
の
通
り
、
独
占
的
サ
ー
ビ
ス
の

こ
れ
が

D
B
P
T
E
L
E
K
O
M
の
収
益
の
基

か
か
る
生
存
配
慮
的
観
点
か
ら
す
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ドイツ電気通信事業法における規制改革と競争政策（上）（土佐）

な
お
、

す
る
。
な
お
、
郵
政
構
造
法
連
邦
政
府
草
案
理
由
書
で
は
、

こ
の
点
に
つ
き
、

一
応
の
基
準
と
し
て
、

そ
れ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
一
的
な
標

料
金
は
、

理
事
会
の
提
案
に
も
と
づ
き
監
事
会
が
決
定
す
る
。
こ
の
決
定
が
重
要
な
企
業
利
益
を
正
し
く
評
価
し
て
い
な
い
と
の
見
解
に

至
る
場
合
、
理
事
会
は
異
議
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
を
通
じ
て
も
な
お
両
者
の
見
解
が
一
致
し
な
い
場
合
、
最
終
的
に
連

邦
郵
政
大
臣
が
決
定
す
る
。
こ
う
し
て
決
定
さ
れ
た
監
事
会
の
議
決
を
、
連
邦
郵
政
大
臣
は
、

解
を
参
酌
し
て
、
認
可
す
る
。

イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
評
議
会
の
見

義
務
的
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
公
共
の
利
益
の
た
め
に
、
特
に
生
存
配
慮
の
観
点
か
ら

D
B
P
T
E
L
E
K
O
M
に
提
供
義
務
が
あ
る
イ
ン
フ
ラ

ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
的
性
質
を
も
つ
サ
ー
ビ
ス
で
あ
っ
て
、
郵
政
構
造
法
上
、
法
定
独
占
を
通
じ
て
連
邦
へ
の
留
保
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い

給
者
に
は
、
法
律
上
サ
ー
ビ
ス
提
供
義
務
等
は
な
く
、

こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
同
様
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
私
的
供
給
者
の
存
在
可
能
性
が
前
提
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
私
的
供

そ
の
限
り
で
い
え
ば
、
両
者
の
規
制
関
係
は
非
対
称
的
で
あ
る
。
具
体
的
カ
タ
ロ

グ
と
し
て
何
が
そ
れ
に
あ
た
る
か
に
つ
き
、
あ
ら
か
じ
め
郵
政
構
造
法
に
明
示
は
な
く
、

じ
て
事
後
的
に
、

サ
ー
ビ
ス
需
要
と
電
気
通
信
技
術
の
変
遷
に
応

イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
評
議
会
の
見
解
を
参
酌
し
つ
つ
、
連
邦
郵
政
大
臣
の
提
案
に
も
と
づ
き
連
邦
政
府
が
決
定

準
的
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
こ
と
、

か
つ
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
の
発
展
に
と
っ
て
抜
き
ん
出
た
重
要
性
が
あ
る
こ
と
が
上
げ
ら
れ
て
お

り
、
具
体
的
に
は
郵
便
小
包
業
務
、
郵
便
新
聞
業
務

(
P
o
s
t
z
e
i
 t
u
n
g
s
d
i
e
n
s
t
新
聞
等
の
宅
配
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
）
、
テ
レ
ッ
ク
ス
業
務
が

例
示
さ
れ
て
い
な
。

こ
こ
で
、
郵
便
小
包
業
務
や
郵
便
新
聞
業
務
が
上
げ
ら
れ
て
い
る
理
由
は
、
郵
政
組
織
法
の
対
象
が

D
B
P
全
体
で
あ
っ
て
、

そ
れ
故
、
郵
便
事
業
に
つ
い
て
も
規
律
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
前
述
の

D
B
P
P
O
S
T
D
I
E
N
S
T
の
信
書
送
達
業
務
に
係
る
料

金
に
つ
い
て
の
監
事
会
の
決
定
権
も
、
同
様
の
理
由
か
ら
、
触
れ
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
今
回
の
改
革
を
通
じ
て
電
気

通
信
事
業
の
み
な
ら
ず
郵
便
事
業
に
つ
い
て
も
、
郵
便
サ
ー
ビ
ス
の
類
型
に
よ
っ
て
は
競
争
が
導
入
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
、

D
B
P
P
O
S、

三
七
一
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T
D
I
E
N
S
T
と
競
争
関
係
に
立
つ
私
的
供
給
者
の
存
在
が
認
め
ら
れ
て
い
る
点
（
も
っ
と
も
、
信
書
送
達
業
務
は
D
B
p
P
O
S
T
D
I
E
N
'
 

S
T
の
独
占
の
ま
ま
で
あ
る
。
）
は
、
比
較
法
的
観
点
か
ら
興
味
深
い
。
日
本
で
は
、
法
律
上
、
郵
便
法
に
よ
る
国
家
独
占
が
建
前
で
あ
る

一
方
、
実
質
的
に
見
れ
ば
、
特
に
各
種
の
小
包
や
企
業
メ
イ
ル
等
を
中
心
に
、
私
的
供
給
者
と
の
間
で
競
争
状
態
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。

つ
ま
り
、
法
律
と
経
済
実
態
の
間
に
一
定
の
ず
れ
が
あ
る
と
評
価
し
得
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、

ド
イ
ツ
で
は
、

三
七
二

一
定
の
類
型
の
郵
便
サ
ー

ビ
ス
に
つ
き
、
競
争
が
正
式
に
認
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
郵
便
事
業
に
お
け
る
政
府
規
制
の
緩
和
と
競
争
政
策
の
役
割
の
意
義
を

分
析
し
検
討
す
る
こ
と
も
、
経
済
法
研
究
の
重
要
な
課
題
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
意
義
を
指
摘
す
る
に
止
め
る
。

さ
て
、
義
務
的
サ
ー
ビ
ス
の
料
金
は
、

理
事
会
の
決
定
に
も
と
づ
き
連
邦
郵
政
大
臣
の
異
議
申
立
権

(
W
i
d
e
r
s
p
r
u
c
h
s
r
e
c
h
t
)
に
服
す

る
。
連
邦
郵
政
大
臣
は
、
こ
の
権
限
を
、
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
評
議
会
の
見
解
を
参
酌
し
連
邦
経
済
大
臣
の
承
諾
を
得
て
、
当
該

決
定
の
受
領
の
後
三
ヶ
月
以
内
に
行
使
す
る
。
こ
れ
が
行
使
さ
れ
な
い
場
合
、
理
事
会
決
定
が
有
効
と
な
る
。
連
邦
郵
政
大
臣
の
認
可
を

必
要
と
す
る
独
占
的
サ
ー
ビ
ス
の
場
合
と
比
べ
、

D
B
P
T
E
L
E
K
O
M
の
競
争
者
と
し
て
私
的
供
給
者
が
存
在
す
る
義
務
的
サ
ー
ビ
ス

も
ま
た
、

の
料
金
決
定
で
は
、
行
政
規
制
で
は
な
く
て
各
企
業
間
で
の
料
金
競
争
こ
そ
が
適
当
な
価
格
設
定
を
導
く
と
考
え
ら
れ
、
規
制
の
建
て
方

(84) 

こ
の
よ
う
な
市
場
の
構
造
的
状
況
に
対
応
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
前
述
の
通
り
、

D
B
P
T
E
L
E
K
O
M
の
収
益
力
の
基
盤
が
掘
り
崩
さ
れ
て
郵
政
組
織
法
三
七
条
四
項
に
も
と
づ
く
財
政
調

整
が
独
占
業
務
の
収
益
力
の
持
続
的
な
低
下

(nachhaltig
f
 
e
h
l
e
n
d
e
 Ertragskra_ft d
e
r
 M
o
n
o
p
o
l
d
i
e
n
s
t
)
の
故
に
不
可
能
と
な
り
、

こ
の
義
務
的
サ
ー
ビ
ス
を
供
給
す
る
D
B
P
T
E
L
E
K
O
M
の
競
争
可
能
性
が
害
さ
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
場
合
に
は
、
こ
れ
と
同
種
ま
た

一
定
の
規
制
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
新
し
い
電
気
通
信
設
備
法
一

a
条
に
よ

は
類
似
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
私
的
供
給
者
に
対
し
て
、

れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
場
合
、
連
邦
郵
政
大
臣
は
、
連
邦
参
議
院
の
同
意
を
得
た
法
規
命
令
を
通
じ
て
、

(85) 

の
競
争
可
能
性
の
阻
害
を
除
去
す
る
た
め
に
適
当
な
義
務
を
負
わ
し
め
る
権
限
を
与
え
ら
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
企
業
に
対
し
て
、
こ
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ドイツ電気通信事業法における規制改革と競争政策（上）（土佐）

端
末
機
器
市
場
に
関
し
て
は
、
市
場
参
入
や
価
格
等
を
何
ら
制
限
し
な
い
包
括
的
な
競
争
が
原
則
と
な
る
。
も
と
も
と

D
B
P
は
自

前
の
端
末
機
器
製
造
部
門
を
も
た
ず
、

分
野
そ
れ
自
体
と
し
て
は
自
由
な
競
争
に
、

こ
と
に
は
、

同
じ
く
一
九
八
九
年
七
月
一
日
付
で
、

し
た
が
っ
て
、
確
か
に

D
B
P
の
機
器
調
達
政
策
に
は
購
買
力
濫
用
の
問
題
も
あ
っ
た
が
、
製
造

き
、
そ
の
他
は
自
由
な
競
争
に
委
ね
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
意
味
で
、
端
末
機
器
に
つ
い
て
競
争
を
通
じ
て
ユ
ー
ザ
ー
の
利
益
を
確
保
す
る

一
定
の
経
験
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
独
占
も
、
テ
レ
ッ
ク
ス
端
末
に
つ
い
て
は
郵
政
構
造
法
の
制
定
と

ま
た
本
電
話
機
に
つ
い
て
も
電
気
通
信
設
備
法
に
新
設
さ
れ
た
二
五
条
に
も
と
づ
き
、

年
七
月
一
日
付
で
、
撤
廃
さ
れ
、
完
全
に
自
由
化
さ
れ
た
。
新
し
い
電
気
通
信
設
備
法
一
条
三
項
は
、
「
何
人
も
、
認
定
を
受
け
た
端
末
設

備
(
N

u
g
e
l
a
s
s
e
n
e
 E
n
d
e
i
n
r
i
c
h
t
u
n
g
e
n
)
を
、
秩
序
適
合
的
な
電
気
通
信
交
通
の
確
保
の
た
め
に
設
定
さ
れ
る
諸
条
件
の
枠
内
で
、
設
置

し
運
営
す
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
る
」
と
定
め
て
、
こ
の
こ
と
を
法
律
上
確
立
し
て
い
る
。

次
に
、
端
末
機
器
の
技
術
基
準
適
合
認
定
に
係
る
高
権
的
な
権
限
は
、
従
来
こ
れ
を
行
使
し
て
き
た

D
B
P
T
E
L
E
K
O
M
か
ら
引
き
上

げ
ら
れ
、
連
邦
郵
政
大
臣
に
帰
属
す
る
。
実
際
に
こ
れ
を
行
う
た
め
電
気
通
信
中
央
認
定
官
庁
(
N
e
n
t
r
a
l
a
m
t
 
fi.ir 
Z
u
l
a
s
s
u
n
g
e
n
 
i
m
 

F
 e
r
n
m
e
l
d
e
w
e
s
e
n
)
が
新
た
に
設
置
さ
れ
、
行
政
規
制
の
透
明
性
を
一
層
高
め
る
方
向
で
連
邦
郵
政
大
臣
が
定
め
る
法
規
命
令
を
通
じ

て
、
技
術
基
準
適
合
認
定
の
実
務
を
行
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
、

D
B
P
T
E
L
E
K
O
M
を
含
め
て
全
て
の
端
末
機
器
に
つ
き
連
邦
郵
政
大

臣
の
技
術
基
準
適
合
認
定
が
必
要
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
認
定
要
件
は
、
新
し
い
電
気
通
信
設
備
法
二

a
条
一
項
に
お
い
て
、

四 し
い
電
気
通
信
設
備
法
一
条
四
項
一
文
は
、

最
後
に
、
自
由
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
独
占
的
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
義
務
的
サ
ー
ビ
ス
以
外
の
す
べ
て
の
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
で
あ
っ

(86) 

て
、
市
場
参
入
や
料
金
の
規
制
等
の
観
点
か
ら
す
る
一
切
の
事
業
規
制
か
ら
開
放
さ
れ
、
誰
で
も
自
由
に
提
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
新

ま
た
販
売
分
野
に
つ
い
て
も
、
本
電
話
機
と
テ
レ
ッ
ク
ス
端
末
に
係
る

D
B
P
の
独
占
を
除

こ
の
こ
と
を
法
律
上
確
立
し
て
い
る
。

三
七
三

一
九
九
〇
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る
こ
と
か
ら
見
て
、
今
後
と
も
、
各
種
の
料
金
間
題
を
中
心
と
す
る
、

五

こ
の
点
に
対
す
る
慎
重
な
配
慮
を
表
明
し
て
い

ユ
ー
ザ
ー
の
利
益
に
近
接
す
る
各
ラ
ン
ト
の
こ
の
種
の
懸

三
七
四

「
認
定
さ
れ
た
機
器
の
起
動

(
A
n
s
c
h
a
l
t
u
n
g
)
ま
た
は
稼
働

(Betrieb)
を
通
じ
て
、

D
e
u
t
s
c
h
e
n
b
u
n
d
e
s
p
o
s
t
T
E
L
E
K
O
M
の
伝
送
路

に
、
ま
た
端
末
設
備
や
人
体

(
P
e
r
s
o
n
)
に
も
、
損
害
を
及
ぼ
し
た
り
危
害
を
生
じ
た
り
せ
ず
、
当
該
設
備
の
使
用
方
法
に
従
え
ば
、
技
術

的
な
か
つ
稼
働
中
の
機
能
条
件
が
各
々
の
電
気
通
信
業
務
を
満
た
し
、
特
に
無
線
設
備
の
稼
働
の
際
に
、
他
の
機
器
の
ま
た
は
他
の
機
器

を
通
じ
て
の
、
回
避
し
得
る
干
渉

(
S
t
o
r
u
n
g
e
n
)
を
排
除
す
る
こ
と
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
技
術
基
準
適
合
認
定
制
度
以

外
に
、
当
該
分
野
で
の
事
業
活
動
に
対
す
る
制
限
的
な
措
附
は
一
切
な
い
。

最
後
に
、
端
末
機
器
に
関
す
る
各
種
の
国
内
標
準
の
設
定
に
つ
い
て
連
邦
郵
政
大
臣
は
、
電
気
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
運
営
者
で
あ
る

D
B
P
と
だ
け
で
な
く
、

そ
の
製
造
業
者
や
ユ
ー
ザ
ー
の
意
見
も
聴
取
し
協
議
す
る
よ
う
に
な
る
。

電
気
通
信
事
業
に
対
す
る
今
後
の
規
制
実
務
で
は
、
行
政
に
よ
る
規
制
的
介
入
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
す
る
こ
と
が
基
本
方
針
と
さ

れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
事
業
に
お
け
る
市
場
機
構
の
自
律
的
機
能
の
発
押
が
期
待
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
に
も
、

ぶ）

一
方
で
、
市
場
に
お
け
る
公
正
な
競
争
条
件
の
形
成
と
競
争
制
限
的
な
諸
行
為
の
禁
止
が
極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
（
詳
細
は
第
二
章

第
三
節
を
参
照
）
。
し
か
し
、
同
時
に
、
こ
の
事
業
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
的
性
格
は
、
他
方
で
、
特
に

D
B
P
T
E
L
E
K
O
M
の

電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
料
金
水
準
に
対
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
も
、
規
制
当
局
の
関
心
事
と
す
る
。
今
回
の
改
革
を
通
じ
て
、

か
え
っ
て

料
金
水
準
の
上
昇
や
そ
の
他
、
何
ら
か
の
正
当
化
で
き
な
い
過
重
負
担
が
ユ
ー
ザ
ー
に
生
じ
た
り
す
る
な
ら
ば
、
批
判
的
議
論
も
残
る
な

か
、
今
回
の
改
革
の
意
義
そ
の
も
の
が
鋭
く
問
わ
れ
か
ね
な
い
か
ら
で
あ
る
。

念
に
対
し
、
連
邦
政
府
が
、
郵
政
構
造
法
連
邦
政
府
草
案
理
由
書
の
中
で
、
繰
り
返
し
、

い
わ
ば
そ
の
本
質
に
お
い
て
消
費
者
問
題
に
他
な
ら
な
い
諸
問
題

を
―
つ
の
焦
点
と
し
て
、
規
制
の
必
要
性
を
含
め
て
そ
の
是
非
が
議
論
さ
れ
て
ゆ
く
も
の
と
思
わ
れ
る
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ドイツ電気通伯事業法における規制改革と競争政策（上）（土佐）

と
こ
ろ
で
、
電
気
通
伯
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
つ
い
て
、
最
後
に
残
さ
れ
た
あ
る
種
の
制
約
も
あ
る
。
私
的
供
給
者
に
対
す
る
届
出
義
務

が
そ
れ
で
あ
る
。
新
し
い
電
気
通
信
設
備
法
―

a
条
一
項
は
、
「
一
条
四
項
に
も
と
づ
き
、
他
人
に
対
し
て
電
気
通
信
業
務
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
電
気
通
信
設
備
を
経
営
す
る
者
は
、

め
る
。
し
か
し
、
こ
れ
も
、

そ
の
事
業
の
開
始
、
変
更
、
廃
止

(
A
u
f
g
a
b
e
)
を
、
連
邦
郵
政
大
臣
に
対
し
て
、

内
に
書
面
を
も
っ
て
届
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
連
邦
郵
政
大
臣
は
、
こ
の
届
出
を
半
年
毎
に
、
官
報
(
A
m
t
s
b
l
a
t
t
)
に
公
表
す
る
」
と
定

そ
の
運
用
に
お
い
て
市
場
へ
の
参
入
を
制
限
し
た
り
ま
た
は
限
定
し
た
り
す
る
趣
旨
で
は
な
く
、
規
制
官
庁

と
ユ
ー
ザ
ー
に
一
層
の
市
場
的
透
明
性
を
与
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
に
す
ぎ
な
い
と
さ
れ
る
。

本
節
を
終
わ
る
に
あ
た
っ
て
、
今
回
の
規
制
改
革
に
対
す
る
賛
否
の
議
論
を
ま
と
め
て
お
こ
う
。
端
的
に
い
っ
て
、
連
邦
郵
政
大
臣

(89) 

シ
ュ
バ
ル
ッ
シ
リ
ン
ク
博
士

(Dr.
C
h
r
i
s
t
i
a
n
 S
c
h
w
a
r
zー

S
c
h
i
l
l
i
n
g
)
も
認
め
る
よ
う
に
、
今
回
の
規
制
改
革
は
各
種
利
害
の
現
実
的
妥

協
の
産
物
で
あ
る
。
現
実
を
単
純
に
割
り
切
る
よ
う
な
理
論
頼
り
の
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
改
革
策
を
離
れ
、

制
理
念
へ
の
立
法
上
の
配
慮
を
盛
り
込
む
こ
と
を
通
じ
て
規
制
枠
組
の
転
換
に
伴
う
各
種
の
摩
擦
を
回
避
し
つ
つ
、
実
際
に
は
着
実
に
競

争
導
入
を
柱
と
す
る
規
制
緩
和
の
実
を
生
か
す
と
い
う
、
極
め
て
漸
進
的
な
現
実
主
義
が
随
所
に
伺
わ
れ
る
。
し
か
し
、
同
時
に
、
そ
う

で
あ
れ
ば
こ
そ
、
規
制
緩
和
の
一
層
の
推
進
を
主
張
す
る
側
か
ら
、
ま
た
逆
に
規
制
緩
和
に
反
対
す
る
側
か
ら
も
、
厳
し
い
挟
撃
を
受
け

る
こ
と
と
も
な
る
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
電
気
通
信
事
業
に
関
す
る
連
邦
政
府
委
員
会
報
告
書
の
特
別
投
票
に
お
け
る
若
干
の
構
成
員
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
な
、

の
民
営
化
を
含
む
一
層
の
規
制
緩
和
の
推
進
を
求
め
る
立
場
に
と
っ
て
、

占
が
残
さ
れ
て
い
る
、

I. 

ノ‘

一
見
し
た
と
こ
ろ
既
存
の
規

D
B
P
 

D
B
P
 TE
L
E
K
O
l
v
1
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
独
占
と
電
話
業
務
独

そ
の
限
り
で
依
然
と
し
て
法
定
独
占
が
部
分
的
に
維
持
さ
れ
た
ま
ま
の
今
回
の
改
革
は
、
誠
に
不
十
分
か
つ
限
定

的
な
自
由
化
に
止
ま
る
も
の
で
あ
っ
だ
。
し
か
し
、
理
論
的
支
持
は
と
も
か
く
、
現
実
政
治
の
勢
力
配
置
の
中
に
そ
の
支
持
基
盤
を
十
分

三
七
五

―
ヶ
月
以
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に
見
出
し
得
な
か
っ
た
こ
の
立
場
に
と
っ
て
は
、

最
後
に
、
今
回
の
規
制
改
革
に
対
し
て
は
、

さ
し
あ
た
り
、
他
の

E
C
加
盟
諸
国
と
の
間
の
国
際
競
争
の
進
展
、

政
策
の
展
開
の
過
程
で
の
音
声
電
話
業
務
の
法
定
独
占
に
対
す
る
批
判
の
高
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
と
の
貿
易
摩
擦
の
激
化
に
伴
う
一
層
の
市

場
開
放
お
よ
び
自
由
化
に
向
け
て
の
強
力
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
等
に
今
後
一
層
の
規
制
緩
和
へ
の
望
み
を
託
す
こ
と
が
残
さ
れ
て
い
る
の
み

次
に
、
既
存
の
現
状
維
持
を
基
本
的
に
是
認
し
、
極
端
な
規
制
緩
和
に
反
対
す
る
立
場
に
と
っ
て
は
、
私
企
業
的
特
徴
に
彩
ら
れ
た

D

B
P
の
新
し
い
企
業
構
造
や
、
競
争
を
通
じ
て
の

D
B
P
T
E
L
E
K
O
M
の
各
種
業
務
部
門
の
継
続
可
能
性
に
対
す
る
脅
威
に
も
と
づ
き
、

電
話
料
金
の
値
上
げ
と
同
一
条
件
で
の
全
国
土
に
わ
た
る
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
崩
壊
に
対
す
る
懸
念
が
、
こ
の
事
業
で
の
規
制
緩

和
を
嫌
う
最
大
の
理
由
で
あ
っ
た
。
特
に
こ
の
点
は
、
公
共
の
福
祉
の
観
点
か
ら
す
る
生
存
配
慮
の
原
則
を
危
う
く
す
る
も
の
と
し
て
容

易
に
政
治
問
題
化
し
、
地
域
住
民
に
密
着
し
て
そ
の
利
害
に
敏
感
に
反
応
す
る
各
ラ
ン
ト
を
含
め
て
と
り
わ
け
住
宅
用
お
よ
び
小
規
模
事

業
所
用
の
電
話
加
入
者
に
強
く
訴
え
る
所
が
あ
り
、
改
革
政
策
を
所
与
の
現
状
に
繋
ぎ
止
め
る
た
め
の
根
深
い
錨
と
な
っ
た
も
の
と
推
察

さ
れ
る
。

そ
の
他
の
問
題
点
に
つ
き
以
下
の
よ
う
な
指
摘
も
な
さ
れ
て
い
る
。
第
一
に
、

T
E
L
E
K
O
M
の
収
益
基
盤
の
確
保
と
あ
ま
ね
く
及
ぶ
供
給
の
保
証
に
対
し
て
疑
間
が
呈
さ
れ
て
い
る
。
第
二
に
、
今
回
の
改
革
が
失
業
間

題
を
生
じ
な
い
か
に
不
安
が
生
じ
て
い
る
。
第
三
に
、
今
回
の
改
革
は

D
B
P
T
E
L
E
K
O
M
の
官
僚
主
義
の
是
正
に
つ
な
が
ら
ず
、
か
え

っ
て
こ
れ
を
助
長
す
る
の
で
は
な
い
か
と
の
予
測
が
あ
る
。
第
四
に
、
電
気
通
信
事
業
に
関
す
る
個
人
情
報
の
保
護
に
つ
き
、
今
回
の
改

革
で
欠
け
る
と
こ
ろ
は
な
い
か
が
問
わ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
今
後
の
現
実
の
展
開
を
待
つ
ほ
か
な
い
諸
問
題
ば
か
り
で
あ
る
が
、

こ
れ
ら
は
今
回
の
改
革
の
問
題
性
を
裏
か
ら
示
す
も
の
と
し
て
重
要
で
あ
り
、
今
後
の
成
り
行
き
に
注
目
し
た
い
。

で
あ
る
。

E
C
の
電
気
通
信

三
七
六

D
B
P
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ドイツ電気通信事業法における規制改革と競争政策（上）（土佐）

今
回
の
改
革
を
通
じ
て
形
成
さ
れ
た
ド
イ
ツ
の
電
気
通
信
事
業
法
制
の
特
徴
を
、

義
諸
国
と
の
比
較
法
的
文
脈
の
中
で
捉
え
る
と
す
れ
ば
、

ま
ず
、
第
一
の
違
い
は
、
当
該
事
業
に
対
す
る
規
制
的
介
入
の
形
式
や
内
容
に
関
わ
る
。
こ
の
点
、
以
下
の
よ
う
に
分
説
で
き
る
。
ま

ず
、
電
気
通
信
事
業
に
関
す
る
憲
法
上
の
規
定
の
有
無
が
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
場
合
、
基
本
法
に
そ
の
旨
の
規
定
が
あ
る
が
、

も
ち
ろ
ん
、

日
本
や
イ
ギ
リ
ス
（
実
質
的
意
義
で
の
憲
法
に
お
い
て
）
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
等
に
は
な
い
。
た
だ
、

邦
憲
法
三
六
条
に
お
い
て
、
郵
便
お
よ
び
電
気
通
信
制
度
が
連
邦
の
管
轄
事
項
で
あ
る
こ
と
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
で
も
、

ス
で
も
、

そ
こ
で
い
わ
れ
る
連
邦
の
権
限
が
直
ち
に
当
該
事
業
の
国
家
独
占
を
意
味
す
る
の
か
否
か
、

名
の
代
表
（
合
計
二
二
名
）

接
に
議
会
統
制
が
及
ぶ
。

か
ら
な
る
、

ア
メ
リ
カ
、

ま
た
そ
の
規
定
は
、
電
気
通
信
事

(94) 

業
の
経
営
が
、
最
低
限
、
国
営
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
民
営
化
は
認
め
な
い
と
の
趣
旨
な
の
か
否
か
等
、
憲
法
上
の
論
点
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
議
会
の
影
響
力
行
使
の
あ
り
方
に
差
異
が
あ
る
。
ド
イ
ツ
で
は
、
連
邦
郵
政
大
臣
の
下
に
連
邦
議
会
と
連
邦
参
議
院
の
各
一
―

イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
評
議
会
が
置
か
れ
て
お
り
、
あ
る
程
度
、
行
政
規
制
手
続
に
も
匝

い
わ
ば
外
側
か
ら
統
制
す
る

の
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
も
、

な
い
。
こ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、

九
四
条
）

の
で
あ
る
が
、

よ
う
に
思
わ
れ
る
。

日
本
、

さ
し
あ
た
り
、
以
下
の
諸
点
に
つ
き
興
味
深
い
異
同
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る

イ
ギ
リ
ス
等
で
は
、
議
会
が
、
法
律
の
制
定
と
い
う
形
で
、

ド
イ
ツ
の
よ
う
に
行
政
規
制
の
内
部
に
も
う
一
歩
踏
み
込
む
形
で
は
、

お
そ
ら
く
、
ド
イ
ツ
で
は
、
規
制
緩
和
の
弊
害
を
予
防
す
る
た
め
の
手
立
て
と
し
て
、

味
で
は
そ
の
趣
旨
を
象
徴
す
る
立
法
的
配
慮
と
し
て
、
政
治
過
程
の
見
解
を
よ
り
直
接
か
つ
迅
速
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
を
狙
っ
た
も
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
も
っ
と
も
、
日
本
で
も
郵
政
大
臣
の
下
に
政
令
に
も
と
づ
き
電
気
通
信
審
議
会
が
憤
か
れ
て
い
る

そ
の
委
員
が
国
会
議
員
で
あ
る
必
要
は
な
く
、

第
六
節
ド
イ
ツ
の
電
気
通
信
事
業
法
制
の
比
較
法
的
特
徴

そ
の
点
に
、

ア
メ
リ
カ
、
日
本
、

イ
ギ
リ
ス
等
の
先
進
資
本
主

そ
の
発
言
権
を
与
え
ら
れ
て
は
い

（
電
気
通
信
事
業
法

ド
イ
ツ
の
特
殊
性
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。

三
七
七

ス
イ

ス
イ
ス
で
は
、
連

ア
メ
リ
カ
は

ま
た
あ
る
意
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ユ
ー
ザ
ー
の
利
益
確
保
の
仕
方
に
違
い
が
あ
る
。
ド
イ
ツ
で
は
、

ユ
ー
ザ
ー
代
表
は
監
事
会
構
成
員
と
し
て
D
B
P
T
E
L
E
-

K
O
M
の
意
思
決
定
過
程
に
対
し
て
直
接
に
影
響
力
を
行
使
し
得
る
。
基
本
的
に
私
企
業
体
制
を
と
る
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
日
本
等
で

は
、
会
社
の
独
自
の
判
断
か
ら
経
営
政
策
と
し
て
取
締
役
に
ユ
ー
ザ
ー
代
表
を
選
任
す
る
等
の
場
合
は
別
と
し
て
、
法
律
上
、
会
社
の
意

思
決
定
過
程
へ
の
ユ
ー
ザ
ー
の
直
接
参
加
は
決
し
て
要
求
さ
れ
て
い
な
い
。

最
後
に
、
特
別
の
規
制
担
当
部
門
の
有
無
が
あ
る
。

ド
イ
ツ
は
、

(Federal C
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
o
n
s
 C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
;
 
F
C
C
)
が
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
に
は
、
電
気
通
信
庁

(Office
of T
e
l
e
c
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
o
n
s
;
 

O
F
T
E
L
)
が
あ
る
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
に
も
、
一
般
規
制
総
局
が
、
カ
ナ
ダ
に
も
カ
ナ
ダ
無
線
T

V
お
よ
び
屯
気
通
信
委
員
会

(
C
a
n
a
d
i
a
n

•• 

C
R
T
C
)
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
各
国
に
お
い
て
、
規
制
機
関
に
与

Radio-television a
n
d
 T
e
l
e
c
o
m
m
u
m
c
a
t
i
o
n
s
 C
o
m
m
1
s
s
1
0
n
;
 

ア
メ
リ
カ
の

F
C
C
が
最
も
包
括
的
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
政
策
的
観
点
か
ら
い
え
ば
、
規
制
担
当

部
門
の
有
無
は
、
規
制
手
続
の
透
明
性
と
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
。
特
別
の
規
制
機
関
を
設
置
す
る
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
は
、
政
治
過
程
か

ら
の
直
接
的
影
響
力
の
排
除
や
、
専
門
的
か
つ
技
術
的
知
識
を
有
す
る
比
較
的
独
立
し
た
行
政
機
関
が
行
う
決
定
内
容
の
実
体
的
妥
当
性

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
同
じ
く
重
要
な
点
と
し
て
、
全
体
的
に
見
て
、

ア
メ
リ
カ
の

F
C
C
の
よ
う
な
独
立
規
制
行
政
委
員
会
が
構
想
さ
れ
得
な

か
っ
た
理
由
の
一
っ
は
、
伝
統
的
に
、
直
接
的
な
政
治
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
行
政
規
制
に
代
替
す
る
と
す
る
観
念
が
あ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
第
二
の
違
い
は
、
市
場
の
構
造
的
特
質
に
関
わ
る
。

営
す
る
こ
と
が
、
原
則
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。

層
充
実
し
て
図
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
ド
イ
ツ
で
、

え
ら
れ
た
役
割
と
権
限
は
異
な
り
、

様
の
理
由
か
ら
な
さ
れ
た
立
法
的
配
慮
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、

日
本
と
同
様
、

や
は
り
主
務
大
臣
に
よ
る
決
定
手
続
と
比
べ
て
手
続
的
整
備
が
一

ま
ず
、

ド
イ
ツ
で
は
、
第
二
の
電
気
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
設
置
し
運

ア
メ
リ
カ
は
当
然
と
し
て
、

イ
ギ
リ
ス
で
は
B
T
(
B
r
i
t
i
s
h
T
e
l
e
c
o
m
m
u
n
i
c
a
 ,
 

こ
れ
が
な
い
。

こ
の
点
も
、

ア
メ
リ
カ
で
は
、
連
邦
通
信
委
員
会

お
そ
ら
く
は
前
に
指
摘
し
た
点
に
つ
い
て
と
同

三
七
八
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ドイツ電気通信事業法における規制改革と競争政策（上）（土佐）

マ
キ
ュ
リ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
社
（
以
下
、

ヽ

tions)
だ
け
て
な
く
ー

マ
ー
キ
ュ
リ
ー
と
略
す
）
に
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ヘ
の
競
争
的

(98) 

参
入
を
認
め
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
複
占
構
造
も
近
く
見
直
さ
れ
、
更
な
る
新
規
参
入
が
認
め
ら
れ
る
と
の
予
測
も
あ
る
。
日
本
で
も
、

C
o
m
m
o
n
 Carriers)
が
複
数
認
め
ら
れ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
で
は
、

D
B
P
T
E
L
E
K
O
M
の
健
全
経
営
の
た
め
、
企
業
収
益
力
の
基
盤
と

な
る
音
声
電
話
業
務
独
占
を
維
持
す
る
こ
と
と
関
連
し
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
野
で
の
独
占
が
固
持
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、

ス
と
並
ん
で
少
な
く
と
も
先
進
資
本
主
義
諸
国
の
中
で
は
、
例
外
的
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

電
話
サ
ー
ビ
ス
を
除
き
、
事
業
開
始
に
あ
た
っ
て
許
認
可
等
は
必
要
な
く
届
出
だ
け
で
よ
い
と
す
る
点
は
、

で
あ
る
が
、

（
後
述
）
。

さ
ら
に
、
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
類
型
化
に
関
し
て
、
ド
イ
ツ
の
そ
れ
は
独
自
で
あ
る
。

(99) 

比
較
的
こ
れ
と
類
似
す
る
と
考
え
ら
れ
る
ア
メ
リ
カ
で
は
、
第
二
次
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
調
査
報
告

(
F
C
C

一
九
八

0
年
）
に
も
と
づ
き
、

規
制
下
に
あ
る
基
本
サ
ー
ビ
ス

(basic
service)
と
非
規
制
の
高
度
サ
ー
ビ
ス

(
e
n
h
a
n
c
e
d
service)
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
や
や
安
易

ア
メ
リ
カ
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
で
い
え
ば
、

こ
の
基
本
サ
ー
ビ
ス
を
、
さ
ら
に
競
争
的
参
入
の
可
否
の
観
点
か

（
間
）

ら
、
独
占
的
サ
ー
ビ
ス
と
義
務
的
サ
ー
ビ
ス
に
分
類
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
か
。
日
本
で
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
法
律
上
、
サ
ー
ビ
ス
の

類
型
化
を
行
っ
て
そ
れ
に
応
じ
て
規
制
対
応
を
変
え
る
と
い
う
枠
組
を
採
用
し
て
お
ら
ず
、
枠
組
基
準
の
観
点
を
変
え
て
、
電
気
通
信
回

線
設
備
を
有
す
る
か
否
か
に
も
と
づ
き
第
一
種
電
気
通
伯
事
業
者
と
第
二
種
電
気
通
信
事
業
者
と
に
、
事
業
主
体
が
分
類
さ
れ
て
い
る
（
電

第
三
の
違
い
は
、
事
業
主
体
に
あ
る
。

気
通
信
事
業
法
六
条
）
。

も
よ
り
進
ん
で
い
る
と
評
価
し
得
る

ド
イ
ツ
で
は
、

ま
ず
、
企
業
体
の
所
有
形
態
に
差
が
あ
る
。
ド
イ
ツ
で
は
、

ま
た
、
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
ヘ
の
参
入
に
関
し
て
は
、

ド
イ
ツ
は
、

イ
ギ
リ
ス
や
日
本
と
比
べ
て

な
る
ほ
ど
一
般
の
株
式
会
社
組

三
七
九

ア
メ
リ
カ
並
の
自
由
化
の
程
度
で
あ
る
と
い
え
、
独
占
的
な
音
声

フ
ラ
ン

周
知
の
よ
う
に
、

日
本
電
信
電
話
会
社
（
以
下
、

N
T
T
と
略
す
）

に
加
え
て
、

い
わ
ゆ
る
第
二
電
電
と
呼
ば
れ
る

N
C
C
S
(
N
e
w
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開
放
し
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
等
と
並
ん
で
（
も
っ
と
も
、

た
は
一
一
五
％
の
株
式
所
有
制
限
が
あ
る
。

由
（
電
気
通
信
事
業
法
―
一
条
）

れ
が
日
本
法
人
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

則
自
由
で
あ
り
、

ま
た
、

て
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、

ラ
ン
ス
で
は
、
民
営
化
へ
の
動
き
は
あ
っ
た
が
、

織
に
類
似
す
る
組
織
的
変
更
が
施
さ
れ
た
が
、
依
然
と
し
て

D
B
P
T
E
L
E
K
O
M
が
連
邦
の
特
別
財
産
で
あ
る
こ
と
に
違
い
は
な
く
、
民

営
化
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、

ア
メ
リ
カ
、

イ
ギ
リ
ス
、

日
本
、

カ
ナ
ダ
等
は
私
企
業
で
あ
る
。
な
お
、

フ
ラ
ン
ス
・
テ
レ
コ
ム

(
F
r
a
n
c
e
T
e
l
e
c
o
m
)
は、

電
気
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
独
占
と
相
ま
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
陸
的
特
徴
と
も
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
電
気
通
信
主
権
に
も
と
づ
く
事
業
主
体
に
お
け
る
外
国
性
の
排
除
の
程
度
に
も
差
が
あ
る
。

と
し
て
い
る
。
ま
た
、

日
本
と
の
比
較
で
一
概
に
決
め
付
け
ら
れ
な
い
が
、
少
な
く
と
も
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
て
は
、

一
五
kbit/s
以
下
に
つ
き
原

お
よ
び

ド
イ
ツ
と
同
様
私
企
業
で
は
な
く
、

ド
イ
ツ
で
は
、
連
邦
特
別
財
産
で

あ
る

D
B
P
T
E
L
E
K
O
M
自
体
は
山
~
然
別
と
し
て
、
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
つ
き
外
国
性
の
制
限
は
一
切
な
い
。
こ
れ
に
対
し

面）

一
九
三
四
年
通
伯
法

(
C
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
o
n
s
A
c
t
 of 1
9
3
4
)

に
も
と
づ
き
セ
ル
ラ
ー
無
線
に
関
し
て
、

日
本
で
は
、
第
一
種
電
気
通
信
事
業
者
に
つ
き
、
外
国
の
法
人
ま
た
は
団
体
、

そ
れ
ら
に
よ
り
三
分
の
一
以
上
の
役
員
ま
た
は
虹
接
、
間
接
に
合
計
三
分
の
一
以
上
の
議
決
権
が
占
め
ら
れ
る
も
の
を
、
許
可
の
欠
格
市

N
T
T
も
、
外
国
人
ま
た
は
外
国
法
人
は
い
う
ま
で
も
な
く
、

N
T
T
の
株
式
を
所
有
で
き
な
い
（
日
本
電
伯
電
話
会
社
法
四
条
）
。

さ
ら
に
、
事
業
主
体
の
参
入
要
件
に
も
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。
ド
イ
ツ
の
場
合
、
衛
星
通
信
に
関
し
て
、

そ
れ
ら
に
よ
り

半
数
以
上
の
役
員
ま
た
は
資
本
も
し
く
は
出
資
の
半
額
以
上
も
し
く
は
議
決
権
の
過
半
数
が
占
め
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

ド
イ
ツ
の
場
合
、

済
統
合
と
い
う
課
題
と
の
関
係
で
外
国
性
の
規
制
に
さ
ほ
ど
厳
格
で
な
い
と
い
う
面
も
あ
る
か
と
考
え
ら
れ
、

―1
0
 ％
ま

た
と
え
そ

E
C
の
経

E
C
域
外
の
ア
メ
リ
カ
や

B
T
の
株
式
所
有
を
外
国
人
に
も

い
わ
ゆ
る
「
黄
金
株

(golden
share)
」
を
通
じ
て
政
府
は
最
終
的
に
そ
の
指
導
的

地
位
を
守
る
。
）
、
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
供
給
に
つ
き
世
界
的
に
最
も
外
国
性
排
除
の
な
い
国
の
一
っ
と
評
価
で
き
よ
う
。

そ
れ
以
上
に
つ
い
て
も
自
由
主
義
的
な
実
務
運
用
が
な
さ
れ
る
。
移
動
体
無
線
に
関
し
て
は
、
法
律
上
、

三
八
〇

具
体
的
な
基

こ
の
点
、

フ
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ドイツ電気通信事業法における規制改革と競争政策（上）（土佐）

信
事
業
法
一

0
条）

か
ら
な
る
。

三
八

自
動
車
電
話
会
社
）

ょ、,' 

ハ
ル
市
営
電
話
会
社
、

セ
ル
ネ
ッ
ト

(
B
T
系
セ
ル
ラ
ー
自
動
車
電
話
会
社
）
、

レ
ー
カ
ル
・
ボ
ー
ダ
ー
ホ
ン

（非

B
T
系
セ
ル
ラ
ー

か
し
、

準
が
見
当
た
ら
ず
、

ま
た
ジ
ャ
ン
ル
に
よ
っ
て
認
め
ら
れ
る
参
入
企
業
数
も
ま
ち
ま
ち
の
よ
う
で
あ
る
。

に
関
し
て
は
、
音
声
電
話
業
務
独
占
を
除
き
参
入
規
制
は
な
い
か
ら
、

年
通
信
法
に
も
と
づ
き
当
該
事
業
へ
の
新
規
参
入
が
「
公
共
の
便
宜
、
必
要
性
、
利
益
」
を
満
た
す
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
こ
の
一
般
条

項
の
具
体
的
判
断
は
、
第
一
に
、
競
争
が
合
理
的
に
実
行
可
能
で
あ
る
か
否
か
、
第
二
に
、
競
争
の
導
入
に
よ
っ
て
一
定
の
便
益
的
効
果

（皿）

が
生
じ
る
か
否
か
に
よ
る
。
こ
の
二
つ
の
基
準
は
、
論
理
的
な
ド
イ
ツ
の
基
準
と
比
べ
て
か
な
り
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
か
つ
経
験
的
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
意
味
の
あ
る
比
較
は
困
難
で
あ
る
が
、
結
論
的
に
、
少
な
く
と
も
ド
イ
ツ
で
い
う
独
占
的
サ
ー
ビ
ス
を
除
く
電
気
通

信
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
よ
う
な
参
入
実
態
と
い
え
よ
う
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
、

一
九
八
四
年
電
気
通
信
法
に
も
と
づ
き
、

公
衆
通
信
事
業
者

(Public
T
e
l
e
c
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
o
n
s
 O
p
e
r
a
t
o
r
;
 
P
T
O
)
と
し
て
B

T
と
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
の
二
社
体
制
を
と
っ
た
。
し

こ
の
点
、
法
律
上
、
複
占
が
予
定
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
行
政
規
制
の
方
針
と
し
て
の
結
論
で
あ
る
の

で
、
そ
の
意
味
で
は
電
気
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ヘ
の
競
争
的
参
入
の
基
準
を
論
じ
る
実
益
が
な
い
。
な
お
、

に
も
個
別
免
許
を
与
え
て
い
る
が
、

と
は
難
し
い
。
ま
た
、

る
基
準
も
見
当
た
ら
な
い
。
以
上
よ
り
、

さ
ら
に
、
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス

そ
の
基
準
を
論
じ
る
意
味
が
な
い
。

ア
メ
リ
カ
で
は
、

一
九
三
四

オ
フ
テ
ル
は
、
こ
の
分
野
で

オ
フ
テ
ル
の
裁
量
的
な
産
業
政
策
的
性
格
が
強
く
特
定
の
基
準
を
析
出
す
る
こ

オ
フ
テ
ル
は
、
付
加
価
値
サ
ー
ビ
ス
と
デ
ー
タ
・
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
私
設
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、
設
定
さ
れ
た
条

件
に
適
合
す
る
も
の
に
一
括
し
て
免
許
を
与
え
る
ク
ラ
ス
免
許
を
与
え
て
い
る
。
日
本
の
場
合
、
参
入
基
準
は
、
第
一
種
電
気
通
信
事
業

者
の
許
可
に
つ
き
、
需
給
調
整
、
供
給
過
剰
防
止
、
経
理
的
お
よ
び
技
術
的
能
力
、
事
業
計
画
の
確
実
・
合
理
性
、

一
般
第
二
種
電
気
通
信
事
業
者
に
つ
い
て
は
郵
政
大
臣
へ
の
届
出
で
あ
り
、
ま
た
特
別
第
二
種
電
気
通

一
般
条
項
（
電
気
通

信
事
業
者
に
つ
い
て
は
郵
政
大
臣
へ
の
登
録
で
あ
り
、
後
者
に
つ
き
経
理
的
お
よ
び
技
術
的
能
力
の
基
準
が
目
に
付
く
程
度
で
、

さ
し
た

ド
イ
ツ
の
参
入
基
準
は
、
電
気
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
分
野
で
の
原
則
独
占
を
別
と
す
れ
ば
、

イ
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の
点
、

イ
ギ
リ
ス
で
も
、

B
T
お
よ
び
マ
ー
キ
ュ
リ
ー
に
、

N
T
T
は
、
長
距
離
通
信
部
門
と
各
都 こ

シ
ョ
ン
の
ロ
ス
、
非
効
率
性
、
遅
滞
の
回
避
と
、

し)

ま
た
が
る
事
業
主
体
の
内
部
相
互
補
助
に
つ
い
て
、

一
方
は
、

イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
、
他
方
は
、

イ
ノ
ベ
ー

お、
し
か
し
な
が
ら
、
最
後
に
、
事
業
主
体
の
内
部
で
の
相
互
補
助
に
対
す
る
規
制
に
つ
い
て
は
類
似
点
も
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
場
合
、
前
述

D
B
P
 T
E
L
E
K
O
M
に
つ
き
一
切
の
内
部
相
互
補
助
を
禁
止
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

ー
・
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
の
た
め
基
本
的
に
は
こ
れ
を
承
認
し
、
例
外
的
に
そ
れ
が
競
争
排
除
の
意
図
を
有
す
る
場
合
に
の
み
規
制
を
行
う

て
電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
既
存
の
支
配
的
通
信
事
業
者
に
対
し
て
は
構
造
的
分
離
要
件

(structural

と
も
、

一
九
八
六
年
）

A
T
&
T
と

B
o
c
s

か
つ
て
第
二
次
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
調
府
報
告
に
お
い
て
規
制
部
門
と
非
規
制
部
門
に
ま
た
が
っ

m
e
n
t
)
が
課
さ
れ
、
子
会
社
形
態
で
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
以
外
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
第
三
次
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
調
査
に
関
す
る
報
告
お

(llH) 

よ
び
命
令

(
F
C
C

で
は
非
構
造
的
保
護
措
憤

(nonstructural
s
a
f
e
g
u
a
r
d
具
体
的
に
は
、
高
度
サ
ー
ビ
ス
分
野
で

の
競
争
者
と
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
に
イ
コ
ー
ル
・
ア
ク
セ
ス
を
保
障
す
る
O
N
A
(
o
p
e
n
n
e
t
w
o
r
k
 architecture)
計
画
の
提
出
と
F
C
C

の
承
認
、
暫
定
的
措
置
と
し
て
の
C
E
I
(
c
o
m
p
a
r
a
b
l
y
efficient interconnection)
の
確
立
等
）

(Bell O
p
e
r
a
t
i
n
g
 C
o
m
p
a
n
i
e
s
、

A
T
&
T
分
割
に
よ
っ
て
生
じ
た
ベ
ル
系
地
域
電
話
運
営
会
社
。
な

こ
れ
ら
の
持
株
会
社
が
後
述
の

R
H
e
で
あ
る
。
）
も
直
接
に
高
度
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
得
る
と
し
た
。
規
制
部
門
と
非
規
制
部
門
に

そ
の
根
拠
は
規
制
の
基
本
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
違
い
に
応
じ
て
異
な
っ
て
は
い
る
が
、

（皿）

ず
れ
に
せ
よ
厳
密
な
会
計
制
度
上
の
分
離
を
前
提
し
て
い
る
点
か
ら
見
れ
ば
、
両
者
の
間
に
は
あ
る
種
の
類
似
性
が
認
め
ら
れ
よ
う
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
サ
ー
ビ
ス
と
端
末
機
器
の
製
造
・
販
売
お
よ
び

V
A
N
サ

ー
ビ
ス
と
の
間
の
会
計
上
の
分
離
が
免
許
要
件
と
し
て
課
せ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

日
本
で
も
、

と
い
う
立
場
で
あ
る
。

ア
メ
リ
カ
で
は
、

の
通
り
、

ギ
リ
ス
や
日
本
よ
り
も
緩
や
か
で
あ
っ
て
、

む
し
ろ
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ

む
し
ろ
ア
メ
リ
カ
の
そ
れ
に
か
な
り
近
い
も
の
と
評
価
で
き
よ
う
。

s
e
p
a
r
a
t
i
o
n
 

を
通
じ
て
予
会
社
形
態
に
よ
ら
ず

道
府
県
単
位
で
の
市
内
通
信
部
門
に
事
業
部
制
を
敷
き
、
会
計
上
の
分
離
を
図
る
こ
と
が
な
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
世
界
的
に
見
て
、 ．

 

r
e
q
m
r
e
 ,
 

三
八
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ドイツ電気通信事業法における規制改革と競争政策（上）（土佐）

そ
の
理
由
は
様
々
で
あ
れ
ど
も
、
内
部
相
互
補
助
に
対
す
る
規
制
と
し
て
は
会
計
上
の
分
離
に
よ
る
監
視
が
主
流
で
あ
り
、

第
四
の
違
い
は
、
規
制
に
あ
た
っ
て
の
基
本
的
な
考
え
方
に
あ
る
。
ド
イ
ツ
で
は
、
生
存
配
慮
の
視
点
が
随
分
強
調
さ
れ
、
至
る
所

で
公
共
の
福
祉
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
の
が
際
立
つ
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、

F
C
C
の
規
制
は
、
一
九
八
二
年
の

A
T
&
T

（四

の
分
割
以
後
、
そ
の
結
果
生
ま
れ
た
地
域
持
株
電
話
運
営
会
社

(
R
e
g
i
o
n
a
l
H
o
l
d
i
n
g
 C
o
m
p
a
n
i
e
s
;
 R
H
C
)
の
地
域
独
占
力
が
い
か
に

他
の
分
野
に
及
ば
な
い
よ
う
に
す
る
か
に
力
点
が
償
か
れ
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

限
措
置
（
具
体
的
に
は
、

R
H
e
は
、
長
距
離
市
外
回
線
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
な
い
点
等
）
や
、

（皿）

区
連
邦
地
方
裁
判
所
の
グ
リ
ー
ン
裁
判
官
の
裁
定
等
は
、
そ
の
例
証
で
あ
る
。
問
題
の
所
在
を
明
確
に
す
る
た
め
に
、
あ
え
て
極
論
す
れ

ば
、
い
わ
ば
、
競
争
の
導
入
に
よ
る
経
済
活
性
化
と
地
域
独
占
の
経
済
力
の
濫
用
防
止
か
、
生
存
配
慮
か
と
い
う
点
に
お
い
て
、
両
者
の

ア
プ
ロ
ー
チ
の
差
は
極
め
て
顕
著
で
あ
る
。
こ
の
点
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
ま
た
日
本
で
も
、
当
然
そ
の
様
相
は
異
な
る
の
で
あ
る
が
、
必

ず
し
も
極
端
な
政
策
変
更
を
伴
わ
な
か
っ
た
だ
け
に
い
ず
れ
も
問
題
の
表
れ
方
が
比
較
的
に
緩
慢
で
あ
る
。
し
か
し
、
潜
在
的
に
は
、
先

の
二
者
択
一
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
ど
ち
ら
か
の
要
請
に
対
す
る
手
当
て

と
す
る
事
態
に
至
る
よ
う
な
、
経
済
政
策
的
に
見
れ
ば
、
あ
る
意
味
で
理
論
的
に
は
あ
い
ま
い
な
点
を
卒
ん
で
い
る
。
今
後
、

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
に
い
う
こ
と
は
、

ド
イ
ツ
と
ア
メ
リ
カ
、

の
比
較
に
お
い
て
、
両
国
の
成
り
行
き
が
注
目
さ
れ
る
。

四 の
流
れ
に
従
う
も
の
で
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
、

三
八

（
法
外
で
な
い
電
気
通
信
需
要
に
対

ド
イ
ツ
も
こ

一
九
八
二
年
の
同
意
判
決
に
も
と
づ
く
各
種
の
制

一
九
八
七
年
九
月
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
地

（
法
制
度
の
建
て
方
か
ら
し
て
、

お
そ
ら
く
は
後
者
）

を
必
要

ド
イ
ツ
と

日
本
等
に
規
制
理
念
の
上
で
共
通
す
る
も
の
が
全

く
な
い
と
い
う
こ
と
ま
で
意
味
し
な
い
。
ド
イ
ツ
で
い
う
あ
ま
ね
く
及
ぶ
供
給
の
確
保
は
、
ア
メ
リ
カ
で
い
う
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
サ
ー
ビ

(lln) 

ス
の
確
保
に
他
な
ら
ず
、
こ
れ
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
も
、

B
T
の
事
業
免
許
の
中
で
課
せ
ら
れ
て
お
り

10--3•4--- 711 (香法'91)



し
て
あ
ま
ね
く
提
供
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
）
、
日
本
で
も
、
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社
法
二
条
に
お
い
て
、
電
話
役
務
の
あ
ま
ね
く
日

本
全
国
に
お
け
る
安
定
的
な
供
給
の
確
保
に
寄
与
す
る
こ
と
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
で
い
う
料
金
表
同
一
の
原
則
と
は
、

ア
メ
リ
カ
的
セ
ン
ス
で
い
え
ば
、

A
T
&
T
の
か
つ
て
の
コ
ス
ト
平
均
化
原
則
お
よ
び
全
国
統
一
州
際
料
金
体
系
に
あ
た
る
と
思
わ
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
ド
イ
ツ
電
気
通
信
事
業
法
制
の
比
較
法
的
特
徴
は
、
究
極
的
に
、

う
か
。
第
一
に
、
当
該
事
業
の
生
成
と
発
展
の
歴
史
の
違
い
を
上
げ
た
い
。
ド
イ
ツ
で
は
、
中
央
集
権
国
家
の
形
成
と
合
わ
せ
て
、
電
気

通
信
事
業
が
構
築
さ
れ
て
き
た
。
そ
こ
に
は
、
伝
統
的
に
、
国
家
の
強
い
求
心
力
が
働
い
て
い
た
と
見
ら
れ
、
社
会
的
な
生
存
配
慮
の
要

請
を
受
け
止
め
つ
つ
、
む
し
ろ
安
定
し
た
独
占
的
供
給
構
造
の
形
成
こ
そ
が
―
つ
の
課
題
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
、
経
済
的
自

（
間
）

由
を
経
済
運
営
の
基
調
と
す
る
、
ア
メ
リ
カ
的
な
私
企
業
体
制
の
下
で
の
規
制
下
の
独
占

(
r
e
g
u
l
a
t
e
d
m
o
n
o
p
o
l
y
)
政
策
や
近
年
の
規
制

緩
和
政
策
は
、
十
分
に
な
じ
む
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、

通
す
る
点
で
あ
り
、
両
国
が
ド
イ
ツ
よ
り
は
ア
メ
リ
カ
に
近
い
規
制
改
革
構
想
を
取
り
つ
つ
も
、
現
状
で
は
完
全
に
ア
メ
リ
カ
型
に
ま
で

行
き
着
き
得
な
い
―
つ
の
歴
史
的
背
景
を
な
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

五
第
二
に
、
社
会
民
主
主
義
の
伝
統
が
仄
め
く
。
ド
イ
ツ
は
、
戦
前
、

の
無
視
し
得
な
い
政
治
的
影
響
が
あ
る
。
中
央
政
府
で
の
政
権
交
代
は
重
要
な
転
換
で
は
あ
る
が
、
各
ラ
ン
ト
の
レ
ベ
ル
や
そ
れ
以
下
の

地
方
公
共
団
体
の
レ
ベ
ル
に
お
け
る
社
会
民
主
主
義
の
伝
統
的
な
根
強
さ
に
は
、
既
存
の
生
存
配
慮
の
観
点
の
希
釈
化
を
懸
念
す
る
反
発

面）

力
が
十
分
に
認
め
ら
れ
る
。
イ
ギ
リ
ス
は
若
干
別
と
し
て
も
、
ア
メ
リ
カ
は
、
ま
た
日
本
も
か
な
り
、
こ
の
点
で
の
伝
統
は
薄
い
。

第
三
に
は
、

E
C
の
経
済
統
合
の
圧
力
が
あ
ろ
う
。

イ
ギ
リ
ス
や
日
本
に
も
、
程
度
の
差
は
あ
れ
、

ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
を
経
験
し
、
戦
後
も
社
会
民
主
党

(
S
P
D
)

E
C
加
盟
国
と
し
て
の
ド
イ
ツ
の
立
場
は
、

E
C
の
電
気
通
信
政
策
の
直
接
、
間

接
の
影
響
を
受
け
て
い
る
（
後
述
）
。

E
C
政
策
に
基
本
的
に
適
応
し
て
ゆ
こ
う
と
す
る
そ
の
立
場
は
、
新
た
な
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
を
伴
っ

い
さ
さ
か
な
り
と
も
共

い
か
な
る
社
会
構
造
に
根
ざ
す
も
の
な
の
で
あ
ろ

三
八
四
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ドイツ電気通信事業法における規制改革と競争政策（上）（土佐）

(
l
)
 

(
2
)
 

三
八
五

B
u
n
d
e
s
m
i
n
i
s
t
e
r
 ftir 
d
a
s
 P
o
s
tー

u
n
d
F
e
r
n
m
e
l
d
e
w
e
s
e
n
s
,
 
D
i
e
 
R
e
f
o
r
m
 d
e
s
 
P
o
s
t
-
u
n
d
 F
e
r
n
m
e
l
d
e
w
e
s
e
n
s
 in 
d
e
r
 
B
u
n
d
e
s
r
e
p
u
b
l
i
k
 

D
e
u
t
s
c
h
l
a
n
d
:
 
K
o
n
z
e
p
t
i
o
n
 d
e
r
 B
u
n
d
e
s
r
e
g
i
e
r
u
n
g
 z
u
r
 N
e
u
o
r
d
n
u
n
g
 d
e
s
 T
e
l
e
k
o
m
m
u
n
i
k
a
t
i
o
n
s
m
a
r
k
t
e
s
 (Entwurf), 
M
a
r
z
 1
9
8
8
,
 

(
B
Tー

D
r
u
c
k
s
a
c
h
e
1
1
/
2
8
5
5
)
 
(
以
下
、
「
連
邦
政
府
の
考
え
方
」
と
略
す
。
）
で
は
、
「
連
邦
政
府
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
第
一
―
被
選
期
間
に
お
い
て
、

郵
便
お
よ
び
電
気
通
信
事
業
の
根
本
的
改
革
に
全
力
を
投
入
す
る
。
そ
の
際
、
連
邦
政
府
は
、
世
界
的
に
す
べ
て
の
産
業
諸
国
が
、
自
国
の
業
績
力

(Leis
,
 

tungsfahigkeit)
の
確
保
と
促
進
の
た
め
に
、
需
要
に
合
致
し
、
革
新
的
で
、
か
つ
価
格
に
見
合
う
価
値
の
あ
る

(preiswertes)
電
気
通
信
業
務
の
提

供
を
、
ま
す
ま
す
強
力
に
指
導
し
て
き
た
と
い
う
認
識
を
考
慮
す
る
。
ド
イ
ツ
連
邦
郵
便
は
、
過
去
に
は
、
郵
便
お
よ
び
電
気
通
信
業
務
の
業
績
的
な
提

供
を
用
意
し
て
き
た
。
し
か
し
、
と
り
わ
け
電
気
通
信
事
業
に
お
け
る
急
速
な
技
術
発
展
に
よ
っ
て
、
ま
た
そ
れ
に
伴
う
売
手
市
場

(
V
e
r
k
a
u
f
e
r
m
a
r
,
 

kte)
か
ら
買
手
市
場

(
K
a
u
f
e
r
m
a
r
k
t
e
)
へ
の
変
化
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
形
成
さ
れ
て
き
た

(
g
e
w
a
c
h
s
e
n
e
n
)
伝
統
的
な
構
造
は
、
も
は
や
差
別
化
さ

れ
た
ユ
ー
ザ
ー

(
K
u
n
d
e
n
)
の
需
要
に
時
宜
的
に
応
じ
得
る
状
態
に
な
い
。
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
現
行
の
制
度
上
の
、
ま
た
秩
序
政
策
上
の
与
件
を
、

変
化
し
た
市
場
の
諸
条
件
に
適
応
さ
せ
、
新
し
い
構
造
を
通
じ
て
こ
れ
に
一
層
の
柔
軟
性
、
市
場
志
向

(
M
a
r
k
t
n
a
h
e
)
、
革
新
能
力
を
与
え
る
こ
と
が
避

け
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
」
（
六
頁
）
と
さ
れ
、
そ
の
事
情
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
点
、
同
様
に
、

B
e
g
r
t
i
n
d
u
n
g
z
u
m
 E
n
t
w
r
u
f
 eines G
e
s
e
t
z
e
s
 

z
u
r
 N
e
u
s
t
r
u
k
t
u
r
i
e
r
u
n
g
 d
e
s
 P
o
s
tー

u
n
d
F
e
r
n
m
e
l
d
e
w
e
s
e
n
s
 u
n
d
 D
e
u
t
s
c
h
e
n
 B
u
n
d
e
s
p
o
s
t
 (
P
o
s
t
s
t
r
u
k
t
u
r
g
e
s
e
t
zー

P
o
s
t
S
t
r
u
k
t
G
)
,
(
B
T
 

ー

D
r
u
c
k
s
a
c
h
e
1
1
/
2
8
5
4
)
 

(
~
F、
「
郵
咋
西
岱
樺
涅
翌
法
涸

U拉
が
店
以
心
叩
昔

F
安
木
呻
午
由
素
日
」
と
略

fす
。
）
に
お
い
て
も
、
「
郵
便
お
よ
び
電
気
通
伯
業
務
に
対
す
る
需
要

の
差
別
化
の
増
大

(
z
u
n
e
h
m
e
n
d
e
Diff e
r
e
n
z
i
e
r
u
n
g
)
は
、
将
来
、
唯
一
の
業
務
提
供
者
へ
の
そ
の
集
中
を
も
は
や
許
さ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
改
革

計
画
の
本
質
的
な
目
的
は
、
新
た
な
枠
組
条
件
の
創
出
を
通
じ
て
、
ユ
ー
ザ
ー
の
需
要
が
急
速
に
展
開
し
て
ゆ
く
よ
う
な
市
場
の
諸
領
域
に
お
い
て
供
給

の
多
様
性
を
拡
大
し
、
か
つ
促
進
す
る
こ
と
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
目
的
は
、
競
争
の
強
化
と
そ
れ
か
ら
生
じ
る
革
新
的
効
果
の
利
用
を

通
じ
て
し
か
達
成
で
き
な
い
。
」
（
二
頁
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
二
つ
の
文
献
は
、
今
回
の
規
制
改
革
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
、
連
邦
政
府

の
基
本
的
な
思
考
を
知
る
上
で
必
須
の
基
礎
資
料
で
あ
る
。

「
連
邦
政
府
の
考
え
方
」
で
は
、
「
ド
イ
ツ
電
気
通
信
市
場
に
お
け
る
外
同
競
争
者
の
こ
の
よ
う
な
参
入
（
例
え
ば
、

A
T
&
T
は
D
B
P
の
サ
ー
ビ
ス
一

三

0
を
利
用
し
て
国
際
的
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
業
務
を
展
開
し
て
い
る
。
ま
た
、
他
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
の
代
理
店
は
、
安
価
な
大
陸
間
テ
レ
ッ
ク
ス
網

を
提
供
し
て
い
る
、
筆
者
）
に
対
し
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
は
早
急
に
準
備
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
は
、
自
ら
が
、
強
化
さ
れ

て
ド
イ
ツ
電
気
通
信
事
業
法
制
を
改
革
に
向
か
わ
せ
る
も
の
で
あ
る
。
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(
3
)
 

(
4
)
 

(
5
)
 

(
6
)
 

か
つ
差
別
化
さ
れ
た
当
該
業
務
サ
ー
ビ
ス
部
門
の
構
築
を
可
能
と
す
る
場
合
に
の
み
、
こ
の
競
争
に
お
い
て
な
お
存
続
し
得
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
ド
イ
ツ
企
業
と

T
E
L
E
K
O
M
に
も
、
諸
外
国
の
電
気
通
信
諸
市
場
に
参
入
す
る
可
能
性
が
与
え
ら
れ
る
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
と
り
わ
け
利
益
の
あ

る
付
加
価
値
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
・
サ
ー
ビ
ス
の
価
値
創
造
は
諸
外
国
で
行
わ
れ
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
の
貿
易
収
支
に
輸
人
絨
と
し
て
現

れ
る
で
あ
ろ
う
（
な
お
、
最
近
の
輸
人
実
績
に
つ
き
、

S
翌

M
a
r
k
e
t
R
令
ミ
1
:
 W
e
s
t
 G
e
n
n
a
n
 T
e
l
e
c
o
m
m
u
n
i
c
a
t
iミ
n
s
I
m
p
ミ
1s,
T
e
l
e
f
a
c
t
s
 1
(
5
)
,
 

J
u
l
y
/
A
u
g
s
t
 1
9
8
8
,
 
a
t
 1
3ー
1
6

竿
手
平
臼
）
。
」
（
四
〗
石
穴
四
]
ナ
ハ
百
（
）
レ

J

ー
）
て
、
こ
の
占
⑰
か
明
揺
叩
に
意
識
さ
れ
て
い
る
。

「
連
邦
政
府
の
考
え
方
」
に
お
い
て
も
、
ま
た
「
郵
政
構
造
法
連
邦
政
府
草
案
理
由
書
」
に
お
い
て
も
、
改
革
の
重
点
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
第
一
に
、

新
し
い
秩
序
政
策
上
の
枠
組
条
件
を
通
じ
て
、
電
気
通
信
諸
市
場
に
お
い
て
一
層
の
競
争
機
会
を
開
放
す
る
こ
と
、
第
二
に
、
高
権
的
任
務
と
企
業
的
任

務
の
分
離
と
市
場
志
向
的
な
企
業
組
織
の
実
現
を
通
じ
て
、
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
的
責
務
の
確
保
と
競
争
的
諸
市
場
に
お
け
る
競
争
力
の
強
化

の
た
め
に
、

D
B
P
を
新
た
に
構
造
付
け
る
こ
と
に
収
敏
す
る
と
さ
れ
る
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
点
の
妥
当
性
の
間
い
直
し
に
他
な
ら
な
い
。

連
邦
政
府
は
、
電
気
通
伍
市
場
へ
の
競
争
導
入
の
意
義
を
論
じ
る
際
に
、
そ
の
必
要
性
を
強
調
し
て
後
、
「
し
か
し
、
競
争
は
、
引
き
続
き
信
頼
し
得
る
、

価
格
に
見
合
う
価
仙
の
あ
る
、
全
て
の
ユ
ー
ザ
ー

(
N
u
t
z
e
r
)
に
対
す
る
基
礎
的
配
慮

(
G
r
u
n
d
v
e
r
s
o
r
g
u
n
g
)
が
、
郵
便
お
よ
び
電
気
通
伍
サ
ー
ビ
ス
に

よ
っ
て
確
保
し
続
け
ら
れ
る
場
合
に
初
め
て
、
望
ま
し
い
国
民
経
済
卜
の
効
果
を
導
く
。
こ
う
し
て
初
め
て
、
建
設
的
に
、
等
し
い
機
会
を
も
っ
て

(
c
h
a
n
,
 

c
e
n
g
l
e
i
c
h
)
追
加
的
か
つ
拡
大
さ
れ
た
供
給
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
の
供
給
は
、
公
衆
の
需
要
を
な
お
ざ
り
に
す
る
こ
と
な
く
、

需
要
の
多
様
性
を
反
映
す
る
の
で
あ
る
。
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
的
な
基
礎
的
配
慮
の
責
務
は
、
将
来
的
に
も
、
ド
イ
ツ
連
邦
郵
便
に
よ
っ
て
確
保

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
他
の
す
べ
て
の
領
域
で
は
、
競
争
原
理
が
実
現
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
連
邦
政
府
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
郵
便
も
ま
た
、
そ
の
国
民
経

済
上
の
責
務
を
負
う
立
場

(
g
e
m
e
i
n
w
i
r
t
s
c
h
a
f
t
l
i
c
h
e
n
A
u
f
g
a
b
e
n
s
t
e
l
l
u
n
g
)
に
加
え
て
、
積
極
的
に
競
争
的
諸
市
場
に
参
人
し
、
そ
こ
で
企
業
的
行

動
を
発
揮
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
る
。
」
（
「
連
邦
政
府
の
考
え
方
」
七
頁
、
「
郵
政
構
造
法
連
邦
政
府
草
案
理
由
書
」
二
、
三
頁
も
同
旨
）
と

述
べ
て
、
こ
の
問
題
に
対
す
る
基
本
的
ア
プ
ロ
ー
チ
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

こ
の
点
に
関
す
る
連
邦
政
府
の
基
本
方
針
は
、
「
郵
政
構
造
法
連
邦
政
府
草
案
理
由
程
口
」
よ
り
も
「
連
邦
政
府
の
考
え
方
」
第
五
章
「
ド
イ
ツ
連
邦
共
和

国
に
お
け
る
新
し
い
秩
序
政
策
上
の
枠
組
」
の
方
が
よ
り
詳
細
に
説
明
さ
れ
て
お
り
、
理
解
し
易
い
。
な
お
、
そ
の
基
本
的
な
概
要
は
本
文
後
述
。

よ
り
詳
細
に
こ
の
点
を
解
説
す
る
と
、
一
九
世
紀
中
葉
に
全
る
ま
で
、
当
時
各
領
邦
に
存
在
し
て
い
た
郵
便
制
度
は
、
国
法
上
、
「
君
主
の
郵
便
大
権

(
P
a
s
,
 

tregal)
」
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
一
八
六
七
年
、
北
ド
イ
ツ
連
邦
憲
法
四
八
条
一
項
に
も
と
づ
き
、
連
邦
領
土
内
の
郵
便
制
度
は
「
単
一
の
国
家
運

輸
制
度

(einheitlichen
S
t
a
a
t
s
v
e
r
k
e
h
e
r
s
 1 A
n
s
t
a
l
t
)
」
へ
と
統
合
、
改
組
さ
れ
た
。
こ
れ
が
、
一
八
七
一
年
、
ド
イ
ツ
帝
国
憲
法
四
八
条
一
項
に
よ

三
八
六
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ドイツ電気通信事業法における規制改革と競争政策（上）（土佐）

(
8
)
 

(10) 

(11)
正
し
く
は
、

2
6
.
1
2
.
1
9
5
7
 
(
B
G
B
l
.
 I
 S. 1
8
8
3
)
 

(12)
本
条
一
項
は
、
「
連
邦
議
会
の
集
会
以
前
の
時
代
の
法
は
、

示
し
て
い
る
。

(13)
本
条
は
、
「
連
邦
は
、
左
の
各
事
項
に
つ
い
て
専
属
的
立
法
権
を
有
す
る
」
第
七
号
に
「
郵
便
お
よ
び
電
信
壇
話
制
度
」
を
規
定
し
て
い
る
。

本
号
に
係
る
憲
法
上
の
論
点
は
、
本
号
に
い
う
概
念
内
容
に
一
体
何
が
含
ま
れ
得
る
か
に
あ
っ
た
。
連
邦
憲
法
裁
判
所
判
例
に
よ
れ
ば
、
本
号
に
い
う
「
郵

便
お
よ
び
電
信
電
話
制
度
」
と
は
、
基
本
法
八
七
条
一
項
一
文
に
い
う
「
連
邦
郵
便
」
と
同
一
の
事
実
領
域
を
対
象
と
し
て
お
り
(
B
V
e
r
f
G
E
(
1
2
,
 
2
0
5
 

已
な
お
、
本
判
決
は
、
い
わ
ゆ
る
テ
レ
ビ
判
決
(
F
e
r
n
s
e
h
e
-
U
 rteil d
e
s
 B
V
 
e
r
f
G
)
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
）
、
信
書
送
達
、
郵
便
小
包
、
音
声
電
話
、

電
信
、
テ
レ
タ
イ
プ
、
無
線
全
般
の
み
な
ら
ず
、
デ
ジ
タ
ル
・
デ
ー
タ
の
長
距
離
伝
送
(
B
V
e
r
f
G
E
4
6
,
 
1
2
0
,
 
1
4
4
)

、
ビ
デ
オ
テ
ッ
ク
ス
等
の
ニ
ュ
ー
・

メ
デ
ィ
ア
も
含
み
、
伝
送
現
象
の
技
術
的
側
面
に
限
定
さ
れ
(
B
V
e
r
f
G
E
1
2
,
 
2
2
6
)

、
か
つ
一
対
一
の
通
信
か
一
対
多
数
（
放
送
）
か
を
問
わ
な
い
(
S
i
e
h
e
.

(
9
)
 

(

[

9

)

 

d
a
z
u
,
 
n
a
h
e
r
.
 N
 

• 

B
 

•• 

K
o
m
m
e
n
t
a
r
 z
u
m
 G
r
u
n
d
 G
e
s
e
t
z
 ftir 
B
u
n
d
e
s
r
e
p
u
b
l
i
k
 D
e
u
t
s
c
h
l
a
n
d
.
 
B
a
n
d
 II 
(
1
9
8
4
)
 
S. 6
5
4
 
ff. 
(
v
o
n
 B
o
t
h
e
)
;
 

Mミ
ミ
い
ー

I
H
i
m
gー
H
e
r
z
o
g
,
G
r
u
n
d
 G
e
s
e
t
z
 K
o
m
m
e
n
t
a
r
 B
a
n
d
 
III (
1
9
8
7
)
.
 

Art. 7
3
.
 

S. 4
3
ー
4
4
)

と
さ
れ
て
き
た
。

た
る
実
益
も
な
い
の
で
、

と
し
て
、

そ
れ
が
基
本
法
に
抵
触
し
な
い
限
り
、

三
八
七

引
き
続
き
適
用
さ
れ
る
」
と
定
め
、

バ
イ
エ
ル
ン
と
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
を
除
き
（
こ
の
点
は
ド
イ
ツ
帝
国
憲
法
五
二
条
の
留
保
権
限
(
R
e
s
e
r
v
s
t
r
e
c
h
t
e
n
)
条
項
に
よ
る
）
、
帝
国
全
土

へ
と
拡
大
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
一
九
一
八
年
の
一
一
月
革
命
以
降
、
バ
イ
エ
ル
ン
と
ヴ
ュ
ル
エ
ン
ベ
ル
ク
の
郵
便
お
よ
び
無
線
制
度
も
、
ワ
イ

マ
ー
ル
共
和
国
憲
法
八
八
条
お
よ
び
一
七

0
条
に
も
と
づ
き
、
ま
た
一
九
二

0
年
の
バ
イ
エ
ル
ン
お
よ
び
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
と
共
和
国
と
の
間
の
邦

国
条
約
(
S
t
a
a
t
s
v
e
r
t
r
a
g
e
)
な
ら
び
に
一
九
―

-
0年
四
月
二
七
日
付
の
ラ
イ
ヒ
郵
便
(
R
e
i
c
h
s
p
o
s
t
)
に
関
す
る
法
律
(
R
G
B
I
.
S. 6
4
3
)

に
も
と
づ
き
、

ラ
イ
ヒ
郵
便
に
編
人
さ
れ
た
（
V
g
l
;
 d
a
z
u
,
 
K
o
m
m
e
n
t
a
r
 z
u
m
 B
o
n
n
e
r
 G
r
u
n
d
 G
e
s
e
t
z
,
 
Art. 7
3
 
Nr. 7
,
 II• 

Erl., 
R
a
n
d
n
r
.
 2

ー

3
)

。

ド
イ
ツ
帝
国
憲
法
四
条
一

0
号
に
お
け
る
帝
国
の
権
限
に
も
と
づ
き
、
一
八
九
二
年
四
月
六
日
付
で
制
定
さ
れ
た
法
律
で
あ
る
(
R
G
B
l
.
S. 4
6
7
)
。

v
o
m
 14
.
 
1. 
1
9
2
8
 
(
R
G
B
l
.
 I
 S. 00) 

ワ
イ
マ
ー
ル
共
和
国
憲
法
六
条
七
号
に
も
と
づ
き
、
一
九
二
四
年
三
月
一
八
日
付
で
制
定
さ
れ
た
法
律
で
あ
る
(
R
G
B
l
.
S. 2
8
7
)

。

今
次
の
規
制
改
革
以
前
、
法
律
上
、
連
邦
郵
政
大
臣
は
、
B
u
n
d
e
s
m
i
n
i
s
t
e
r
fi.ir 
<las 
P
o
s
tー

u
n
d
F
e
r
n
m
e
l
d
e
w
e
s
e
n
と
規
定
さ
れ
て
い
た
が
、

B
u
n
d
e
s
m
i
n
i
s
t
e
r
 ftir d
a
s
 P
o
s
tー

u
n
d
T
e
l
e
k
o
m
m
u
n
i
k
a
t
i
o
n
と
出
5

め
ら
れ
た
。
本
＇
饂
佃
で
は
、
特
i
段
の
断
り
の
な
い
限
り
、

「
連
邦
郵
政
大
臣
」
と
訳
す
。

両
者
と
も
に

G
e
s
e
t
z
 i.ider 
die V
e
r
w
a
l
t
u
n
g
 d
e
r
 D
e
u
t
s
c
h
e
n
 B
u
n
d
e
s
p
o
s
t
 v
o
m
 24
.
7
.
1
9
5
3
 (
B
G
B
l
.
 I
S
.
 6
7
6
)
,
 

g
e
a
n
d
.
 <lurch G
e
s
e
t
z
 v
o
m
 

こ
の
こ
と
を
明

回
ヽ

訳
し
分
け
に
差
し

りヽ

今
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ドイツ電気通信事業法における規制改革と競争政策（上）（土佐）

P
o
s
tー

u
n
d
F
e
r
n
m
e
l
d
e
w
e
s
e
n
,
 3
2
 (
1
9
8
0
)
,
 
1
2
2
 
ff.)
。

一
九
八
六
年
度
、
総
売
上
高
は
四
九
六
億
D

M
、
従
業
員
総
数
は
五
五
万
人
で
あ
っ
た
。
な
お
、
設
備
投
資
額
は
、
や
や
古
い
が
、
一
九
八
一
年
度
、
物

的
資
産
に
対
し
て
―
二

0
億
D

M
で
あ
っ
た

(
Vgl., 
hierzu, 
Statistik d
e
s
 B
u
n
d
e
s
m
i
n
i
s
t
r
i
u
m
s
 fur d
a
s
 P
o
s
t
-
u
n
d
 F
e
r
n
m
e
l
d
e
w
e
s
e
n
)
。
い

ず
れ
に
せ
よ
、

D
B
P
は
、
ド
イ
ツ
最
大
規
模
の
企
業
体
で
あ
る
。

(27)
連
邦
政
府
は
、
こ
の
点
に
つ
き
、
「
情
報
・
通
信
技
術
は
、
過
去
に
は
、
本
質
的
に
、
電
気
通
信
と
デ
ー
タ
処
理
の
発
展
を
通
じ
て
刻
印
付
け
ら
れ
て
き

た
。
近
年
に
令
る
ま
で
、
両
方
の
領
域
は
、
そ
の
技
術
上
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
上
の
相
違
に
も
と
づ
き
、
技
術

K
の
基
準
に
則
っ
て
相
互
に
区
別
し
得
る
独

自
の
市
場
セ
グ
メ
ン
ト
を
形
成
し
て
い
た
。
電
気
通
伍
の
伝
達
機
能
は
、
そ
の
機
器
と
利
用
方
法
に
よ
っ
て
デ
ー
タ
処
理
の
処
理
機
能
と
明
確
に
区
別
さ

れ
得
た
。
こ
う
し
て
、
長
年
、
電
気
通
信
の
国
家
独
占
権
と
、
情
報
処
理
と
そ
れ
を
基
盤
と
す
る
業
務
サ
ー
ビ
ス
の
領
域
に
お
け
る
自
由
な
競
争
と
の
間

(26) 

(25) 

(24) 

(23) 

三
八
九

「
連
邦
政
府
の
考
え
方
」
に
お
い
て
は
、
「
過
去
に
お
け
る
と
同
様
、
電
気
通
信
事
業
は
、
今
日
な
お
、
ド
イ
ツ
連
邦
郵
便
の
独
占
に
よ
っ
て
広
範
に
刻
印

付
け
ら
れ
て
い
る
。
一
九
二
八
年
一
月
一
四
日
付
電
気
通
信
設
備
法
は
電
気
通
信
事
業
を
国
家
の
責
務
と
規
定
し
、
ド
イ
ツ
連
邦
郵
便
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
、
業
務
、
端
末
機
器

(
E
n
d
g
e
r
a
t
e
)
に
関
す
る
広
範
な
排
他
的
営
業
権
を
与
え
て
い
る
。
私
的
な
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
は
一
定
の
限
定
的
な
諸
条
件
の
下

で
の
み
可
能
で
あ
る
に
す
ぎ
ず
、
原
則
と
し
て
、
ド
イ
ツ
連
邦
郵
便
を
通
じ
て
の
法
的
授
権

(
R
e
c
h
t
s
v
e
r
l
e
i
h
u
n
g
)
ま
た
は
そ
の
排
他
的
営
業
権
の

t
張

放
棄
に
係
ら
し
め
ら
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
電
気
通
信
事
業
に
お
け
る
現
行
の
秩
序
政
策
上
の
制
度
理
解
に
お
い
て
、
競
争
は
例
外
を
意
味
す
る
に

す
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
対
応
し
て
、
ド
イ
ツ
連
邦
郵
便
は
、
電
気
通
伯
事
業
に
お
い
て
、
今
日
、
そ
の
年
間
売

t
高
の
約
九

0
%
|
|
l例
え
ば
、
一
九
八
」
ハ

年
度
に
は
、
約
二
0
0
億
D
M
—
_

_

 

を
生
み
出
し
て
い
る
。
」
（
二
五
貞
）
と
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
一
九
八

0
年
度
、

D
B
P
は
五
五
四
億
D

M
の

財
政
規
模
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
・
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
の
財
政
規
模
を
越
え
て
い
た
。
独
占
領
域
に
お
け
る
収
益
が
い
か
に
巨
大

な
規
模
で
あ
る
か
、
理
解
さ
れ
よ
う
。

一
九
八
二
年
の
時
点
で
、
郵
便
事
業
部
門
へ
の
内
部
相
互
補
助
は
三

0
億
D

M
で
あ
っ
た
。
年
度
に
よ
っ
て
は
、
こ
れ
が
四

0
億
D

M
を
越
え
る
よ
う
な

時
期
も
あ
っ
た
。
も
し
仮
に
こ
の
相
互
補
助
が
な
け
れ
ば
、
電
気
通
信
料
金
は
、
現
行
水
準
よ
り
も
一
五
％
も
低
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
試
算
も
あ
る

(See, 
in 
patic
ミミ、、

K
a
r
lー

H
e
i
n
z
N
e
u
m
a
n
n
,
 E
c
o
n
o
m
i
c
 
Poli(v 
t
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w
a
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、d
T
d
e
c
o
m
m
u
m
i
i
(、ミ
i
o
n
s
y
Iミ
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ミ
ミ
き
．
ony
ミ

m
d
i
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C
M
e
d
i
d
2
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}
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W
e
s
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G
o
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in
M
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 S. S
n
o
¥
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s
u
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r
a
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n
t
r
o
d
u
c
t
i
o
n
 n
o
t
e
 1
,
 

at 1
4
3
)
 

こ
の
率
は
、

D

B

P
が
私
企
業
で
あ
っ
た
な
ら
ば
支
払
う
べ
き
税
率
よ
り
も
高
か
っ
た
と
い
う
試
算
も
あ
る

(
Vgl., 
d
a
z
u
,
 
G. H
y
d
e
n
,
 
B
e
s
t
e
u
e
r
 ,
 

u
n
g
 A
b
g
a
b
e
n
p
f
l
i
c
h
t
 
u
n
d
 B
e
f
r
e
i
u
n
g
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e
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e
u
t
s
c
h
e
n
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u
n
d
e
s
p
o
s
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B
e
d
e
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d
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s
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(28) 

(29) 

三
九
〇

に
、
説
得
的
な
秩
序
政
策

t
の
境
界
が
存
在
し
て
き
た
。
こ
の
境
界
は
、
情
報
・
通
信
技
術
の
あ
ら
ゆ
る
部
門
に
お
け
る
集
積
回
路
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
制

御
の
シ
ス
テ
ム
処
理

(
S
y
s
t
e
m
l
o
s
u
n
g
e
n
)
の
発
展
に
伴
い
、
次
第
に
消
失
し
て
き
て
い
る
。
情
報
の
伝
達
と
処
理
の
機
能
は
、
今
日
、
あ
る
―
つ
の
構

成
要
素
の
中
に
、
ま
た
あ
る
電
算
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
に
ま
と
め
ら
れ
、
し
た
が
っ
て
、
も
は
や
技
術
的
に
も
論
理
的
に
も
相
互
に
分
か
ち
難
い
。
こ
の
よ

う
な
発
展
は
、
電
気
通
伝
事
業
に
お
け
る
独
占
と
競
争
と
の
間
の
伝
来
的
な

(
h
e
r
k
i
i
m
m
l
i
c
h
e
)
境
界
を
疑
間
に
し
て
い
る
。
こ
の
疑
問
は
、
特
に
、
デ

ー
タ
処
理
と
屯
気
通
伯
が
新
し
い
統
合
業
務
サ
ー
ビ
ス

(
V
e
r
b
u
n
d
d
i
e
n
s
t
l
e
i
s
t
u
n
g
e
n
)
に
融
合
し
て
い
る
、
両
方
の
領
域
に
お
い
て
現
在
妥
背
し
て
い

る
市
場
秩
序
が
重
な
り
合
っ
て
い
る
点
に
あ
る
。
一
方
で
、
従
来
規
制
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
デ
ー
タ
処
理
が
、
こ
れ
ま
で
強
く
規
制
さ
れ
国
家
独
占
を
通

じ
て
特
徴
付
け
ら
れ
て
い
た
電
気
通
恰
か
ら
の
利
用
を
開
放
し
、
逆
に
、
電
気
通
信
は
デ
ー
タ
処
理
の
要
素
を
そ
の
規
制
に
取
り
込
ん
で
い
る
。
こ
の
よ

う
な
秩
序
政
策
上
の
重
な
り
合
い
は
、
結
果
と
し
て
生
じ
る
法
的
不
明
確
性
の
故
に
、
国
家
活
動
だ
け
で
な
く
私
的
活
動
に
も
相
当
な
不
安
定
を
惹
起
し

て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
電
気
通
伯
独
占
と
い
う
目
的
設
定
を
も
っ
て
し
て
は
も
は
や
正
当
化
し
得
な
い
成
長
の
損
失
が
生
じ
て
い
る
。
絶
え
間
な
い

変
革
と
一
屑
の
発
展
の
下
に
あ
る
国
民
経
済
に
あ
っ
て
、
独
占
を
静
態
的
な
不
動
の
市
場
境
界
と
考
え
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。
」
（
玉
連
邦
政
府
の
菩
え

方
」
二
三
、
三
四
貞
）
と
し
、
規
制
境
昇
の
再
検
吋
と
そ
い
明
確
化
を
強
調
し
て
い
る
。

連
邦
政
府
は
、
こ
の
法
律
の
制
定
に
よ
っ
て
ド
イ
ツ
は
世
界
的
に
孤
立
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
世
界
の
潮
流
に
順
応
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
、
日
本
等
の
諸
国
の
規
制
緩
和
の
動
向
を
検
討
し
て
後
、
「
こ
の
よ
う
な
国
際
的
な
経
験
を
手
本
と
し
て
、
連
邦

政
府
は
、
屯
気
通
信
諸
市
場
の
新
し
い
秩
序
に
つ
い
て
提
案
さ
れ
る
考
え
方
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
郵
便
の
法
律

t
の
新
し
い
秩
序
も
ま
た
発
効
し
な
い
限

り
、
国
民
経
済
じ
切
平
ま
し
い
そ
の
効
果
を
発
押
し
得
な
い
と
い
う
確
伯
に
価
値
を
認
め
る
。
」
（
「
連
邦
政
府
の
考
え
方
」
四
四
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

連
邦
政
府
は
、
「

E
C
の
政
策
は
、
了
几
九
二
年
ま
で
に
経
済
力
の
調
和
的
発
展
と
競
争
力
あ
る
諸
市
場
の
促
進
の
た
め
、
一
九
九
二
年
ま
で
に
商
品
と

業
務
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る

E
C
ワ
イ
ド
な
市
場
を
共
同
体
に
完
成
す
る
と
い
う
基
本
的
考
え
方
を
通
じ
て
、
刻
印
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
政
策
の
中

で
、
電
気
通
信
事
業
も
重
要
な
位
骰
付
け
を
も
っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
今
世
紀
末
に
は
、
情
報
技
術
が
中
核
的
役
割
(Schltisselrolle)
を
果
た
す
結

果
と
し
て
、
共
同
体
の
事
業
活
動
の
六

0
％
以
上
が
、
屯
気
通
信
領
域
か
ら
直
接
間
接
に
強
く
影
評
を
受
け
る
と
い
う
予
測
が
韮
礎
に
あ
（
「
連
邦
政
府

の
考
え
方
」
四
七
頁
）
」
り
、
「

E
C
の
行
動
諸
原
則
は
、
国
内
の
電
気
通
伝
諸
市
場
の
開
放
と
、
電
気
通
信
事
業
に
お
け
る
秩
序
政
策
上
、
制
度
じ
の
障

害
除
去
を
目
的
と
し
て
い
る
。
グ
リ
ー
ン
・
ペ
ー
パ
ー
（
本
文
後
述
、
筆
者
）
に
お
い
て
包
括
的
に
提
案
さ
れ
た
共
同
体
レ
ベ
ル
で
の
態
度
と
行
動
指
針

は
、
こ
れ
を
明
確
に
表
明
し
て
い
る
。
」
（
同
五

0
頁
）
と
し
、
今
回
の
規
別
改
革
に
お
い
て
「
予
定
さ
れ
る
電
気
通
信
諸
市
場
の
新
し
い
秩
序
に
は
、
グ

リ
ー
ン
・
ペ
ー
パ
ー
の
本
質
的
な
指
針
(Leitlinien)
を
取
り
人
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
自
由
化
へ
の
努
力
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
策
に
完
全
に
合
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ドイツ電気通信事業法における規制改革と競争政策（上）（土佐）

(30) 

(31) 

(32) 

(33) 

b
e
i
d
e
n
 

致
す
る
も
の
で
あ
る
。
」
（
同
五
一
、
五
二
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

「
連
邦
政
府
の
考
え
方
」
に
よ
れ
ば
、
「
特
別
の
政
策
的
重
点
が
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
貿
易
関
係
に
関
わ
る
。
ア
メ
リ
カ
か
ら
は
、
過
去
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
電
気
通
信
主
管
庁
は
、
そ
の
独
占
的
地
位
に
も
と
づ
き
保
護
主
義
的
な
調
達
慣
行
を
行
っ
て
き
た
と
い
う
非
難
が
、
繰
り
返
し
唱
え
ら
れ
て
き
た
。
一

九
八
五
年
に
設
憧
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の
市
場
ア
ク
セ
ス
認
定
(
M
a
r
k
e
t
A
c
c
e
s
s
 F
a
c
t
 F
i
n
d
i
n
g
 ;
 M
A
F
F
)
協
議
は
、
こ
の
間
、
電
気

通
信
技
術
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
も
、
ま
た
情
報
技
術
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
も
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
と
の
間
に
貿
易
黒
字
を
示
す
と

い
う
結
論
に
明
確
に
至
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ド
イ
ツ
市
場
を
一
層
開
放
し
、
わ
が
国
産
業
の
特
恵
措
置
を
撤
廃
す
る
こ
と
が
、
さ
ら
に
求
め

ら
れ
る
。
こ
の
点
で
の
核
心
的
な
論
点
は
、
多
角
的
な
枇
界
貿
易
の
シ
ス
テ
ム
が
、
セ
ク
ト
的
な
、
こ
こ
で
は
電
気
通
信
事
業
に
適
用
さ
れ
る
、
一
方
的

な
法
律
上
の
規
制
措
置
を
通
じ
て
掘
り
崩
さ
れ
る
(
u
n
t
e
r
l
a
u
f
e
n
w
i
r
d
)
か
否
か
な
の
で
あ
る
。
連
邦
政
府
は
、
こ
の
よ
う
な
展
開
を
憂
慮
を
も
っ
て
見

守
り
、
自
由
な
世
界
貿
易
を
阻
害
す
る
保
護
、
E
義
的
な
諸
措
憤
を
断
固
拒
絶
す
る
。
ま
た
、
強
い
外
交
圧
力
を
一
時
的
に
凌
ぐ
た
め
、
ア
メ
リ
カ
政
府
と

ア
メ
リ
カ
連
邦
議
会
の
代
表
と
の
間
の
一
層
の
専
門
的
議
論
が
こ
れ
に
寄
与
し
得
る
と
し
て
も
、
長
期
的
に
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
の
電
気
通
信
領
域

に
お
け
る
設
立
と
業
務
の
明
ら
か
な
自
由
化
だ
け
が
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
一
部
に
あ
る
差
し
迫
っ
た
保
護
主
義
の
熱
心
な
試
み
を
阻
止
で
き
る
の
で

あ
る
。
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
は
、
そ
の
独
自
の
政
策
的
見
地
の
基
礎
に
あ
る
電
気
通
信
諸
市
場
の
開
放
を
開
放
的
な
枇
界
の
貿
易
政
策
へ
の
貢
献
と
し
て

積
極
的
に
主
張
す
る
機
会
を
も
つ
の
み
で
あ
る
。
」
（
四
六
、
四
七
頁
）
と
さ
れ
、
連
邦
政
府
が
、
世
界
的
な
自
由
貿
易
政
策
の
維
持
と
の
関
連
で
ア
メ
リ

力
と
の
間
の
貿
易
摩
擦
問
題
を
見
通
し
、
電
気
通
信
諸
市
場
の
自
由
化
も
そ
の
一
環
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

W
a
h
l
p
e
r
i
o
d
e
と
も
い
い
、
連
邦
議
会
議
員
が
選
出
さ
れ
た
時
か
ら
新
た
な
連
邦
議
会
の
集
会
ま
で
の
期
間
の
こ
と
で
、
議
会
の
解
散
が
な
け
れ
ば
、
通

常
ほ
ぽ
四
年
間
で
あ
る
。

B
T
 
,
 Dr
u
c
k
s
a
c
h
e
 I
V

 /
1
7
0
0
 
A
n
l
a
g
e
,
 I
V

 /2
0
6
2
,
 

U
m
d
r
u
c
k
 4
2
8
.
 
こ
の
決
議
で
は
、
長
期
的
に
ド
イ
ツ
連
邦
郵
便
が
い
か
に
し
て
赤
字
と
な
る
こ

と
な
く
そ
の
任
務
を
達
成
で
き
る
か
、
ド
イ
ツ
連
邦
郵
便
の
法
律
上
の
組
織
的
基
礎
が
、
変
化
し
て
ゆ
く
諸
関
係
に
い
か
に
し
て
適
応
さ
れ
る
べ
き
か
が

検
討
対
象
と
さ
れ
て
い
た
。

か
な
り
以
前
か
ら

D
B
P
の
組
織
改
哨
の
試
み
は
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
焦
点
は
、

D
B
P
に
行
政
位
階
制
の
原
則
に
も
と
づ
き
構
成
さ
れ
た
特

別
財
産
と
し
て
、
経
済
活
動
に
お
け
る
自
主
的
判
断
の
余
地
を
一
附
有
す
る
公
企
業
と
し
て
指
揮
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
第
五

被
選
期
間
で
の
連
邦
政
府
の
見
解
表
明

(
B
Tー

D
r
u
c
k
s
a
c
h
e
V
 /
2
0
3
 u
n
d
 V
 /
3
8
7
5
)

か
ら
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
連
邦
郵
便
の
企

業
組
織
に
関
す
る
法
律
の
連
邦
政
府
草
案

(
B
Tー

D
r
u
c
k
s
a
c
h
e
V
I
/
1
3
8
5
 

V
I
I
/
8
1
)

に
も
、
こ
れ
は
認
め
ら
れ
る
(
N
u
 

R
e
g
i
e
r
u
n
g
 ,
 

u
n
d
 

三
九
一
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(39) 

(34) 

三
九
二

sentwlirf e, 
iviecl ～ミ
r
l
9
N
R
P
 73
,
 
2
0
8
 ;
 

Voges, 
D
V
B
I
.
 75
,
 

972)。
も
っ
と
も
、
市
場
構
造
の
変
吏
を
伴
わ
な
い
や
や
中
途
半
端
な
こ
の
よ
う
な
改

革
の
効
果
に
対
し
、
疑
問
も
な
く
は
な
か
っ
た

(
V
g
l
;
 d
a
z
u
 ̀

 a. 
a. 0
.
 
(
o
b
e
n
 A
n
m
.
 13
)
,
 

K
o
m
m
e
n
t
a
r
 z
u
m
 G
G
 flir B
R
D
,
 S. 8
9
6
 (
v
o
n
 Bull))
。

B
u
n
d
e
s
m
i
n
i
s
t
e
r
 flir 
F
o
r
s
c
h
u
n
g
 u
n
d
 T
e
c
h
n
o
l
o
g
i
e
 (Hrsg.), 
I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n
s
t
e
c
h
n
i
k
:
 
K
o
n
z
e
p
t
i
o
n
 d
e
r
 B
u
n
d
e
s
r
e
g
i
e
r
u
n
g
 z
u
r
 F
o
r
d
e
r
-

u
n
g
 d
e
r
 E
n
t
w
i
c
k
l
u
n
g
 d
e
r
 M
i
k
r
o
e
l
e
k
t
r
o
n
i
k
,
 
d
e
r
 I
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n
s
-
u
n
d
 K
o
m
m
u
n
i
k
a
t
i
o
n
s
t
e
c
h
n
i
k
e
n
,
 
B
o
h
n
 1
9
8
4
 

(35)
独
立
し
た
鑑
定
委
員
会
に
よ
る
規
制
見
直
し
と
い
う
方
式
は
、
ド
イ
ツ
だ
け
で
な
く
、
イ
ギ
リ
ス
の
カ
ー
タ
ー
委
員
会
（
も
っ
と
も
、
時
の
労
働
党
政
権

に
よ
り
そ
の
報
告
は
生
か
さ
れ
な
か
っ
た
）
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ス
ワ
ト
ウ
委
員
会
お
よ
び
ス
テ
ィ
ー
ン
ベ
ル
ゲ
ン
委
員
会
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
政
府
諮
間
委
員

会
、
ベ
ル
ギ
ー
の
賢
人
委
員
会

(
W
i
s
e
M
e
n
 C
o
m
m
i
s
s
i
o
n
)
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
ベ
ル
ン
ス
タ
イ
ン
委
員
会
、
韓
国
の
ア
ド
ホ
ッ
ク
諮
間
委
員
会
等
々
、

世
界
的
に
広
く
普
及
し
た
や
り
方
で
あ
る
。
な
お
、
日
本
の
第
二
次
臨
時
行
政
調
脊
会
や
行
革
審
も
こ
れ
に
数
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
審
議
会
行
政

に
は
功
罪
両
面
が
あ
る
。

(36) 
R
e
g
i
e
r
u
n
g
s
k
o
m
m
i
s
s
i
o
n
,
 
a. 
a. 0
.
 
(
o
b
e
n
 A
n
m
.
 16
)
 

(37) 
Siehe, 
d
a
z
u
,
 
R
e
g
i
e
r
u
n
g
s
k
o
m
m
i
s
s
i
o
n
n
,
 
a. 
a. 0
.
 
(
o
b
e
n
 A
n
m
.
 1
6
)
 
S. 
105, 
A
b
b
i
l
d
u
n
g
 7
 

(38)
特
別
投
票
で
一
層
の
規
制
緩
和
を
主
張
し
た
委
員
達
(J.
T
e
r
r
a
h
e
,
 
T. N
e
c
k
e
r
 
(
経
済
界
代
表
）
、

F.
R
o
v
e
r
 
(
自
由
民
主
党

(
F
D
P
)
代
表
）
、

W・

M
o
s
c
h
e
l
 (
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
法
学
部
）
）
は
、
例
え
ば
、
「
こ
の
特
別
意
見
の
執
筆
者
は
、
当
委
員
会
報
会
韮
曰
の
諸
勧
告
が
、
何
よ
り
も
こ
の
報
告

書
が
政
治
的
合
意
形
成
を
な
し
得
る
こ
と
に
努
力
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
。
し
か
し
、
我
々
は
、
政
治
に
よ
っ
て
追
求
さ
れ
る
諸
目
的
、

例
え
ば
、
あ
ら
ゆ
る
市
民
に
対
す
る
生
活
の
質
的
向
卜

(
H
e
b
u
n
g
d
e
r
 L
e
b
e
n
s
q
u
a
l
i
t
a
t
)
の
た
め
の
電
気
通
信
の
利
用
の
よ
う
な
も
の
は
、
競
争
を
通

じ
て
、
よ
り
早
く
よ
り
良
く
到
達
さ
れ
得
る
と
い
う
見
解
で
あ
る
。
社
会
的
市
場
経
済
の
成
果
は
、
こ
の
こ
と
を
実
証
し
て
い
る
。
そ
れ
故
、
特
別
意
見

の
執
筆
者
は
、
さ
ら
に
広
範
囲
に
及
ぶ
諸
改
革
の
た
め
に
、
一
屑
の
大
胆
さ
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
」

(
R
e
g
i
e
r
u
n
g
s
k
o
m
m
i
s
s
i
o
n
,
a. 
a. 0
.
 
(
o
b
e
n
 

Arnn. 16
)
,
 

S
.
 1
3
6
)

と
述
べ
、
現
実
的
妥
協
を
排
し
て
自
ら
の
信
条
的
立
場
を
非
常
に
は
っ
き
り
と
主
張
し
て
い
る
。

こ
の
点
に
つ
き
、
「
郵
政
構
造
法
連
邦
政
府
草
案
理
由
内
」
は
、
「
連
邦
政
府
は
、
連
邦
政
府
委
員
会
の
報
告
書
を
、
将
来
に
向
け
て
郵
便
お
よ
び
電
気
通

信
事
業
を
新
し
く
構
造
付
け
る
こ
と
に
関
し
て
現
実
に
即
し
た
考
え
方
を
策
定
す
る
と
い
う
任
務
の
た
め
に
有
益
で
役
立
つ
基
礎
と
し
て
、
引
き
合
い

に
出
し
た
の
で
あ
る
。
連
邦
政
府
が
、
個
別
の
領
域
で
こ
れ
と
異
な
る
政
策
上
、
事
実
上
の
判
断
や
評
価
に
至
る
の
は
、
こ
れ
と
対
立
す
る
も
の
で
は
な

い
。
特
に
、
連
邦
政
府
の
改
革
構
想
は
、
郵
便
お
よ
び
電
気
通
信
事
業
の
全
分
野
を
、
す
な
わ
ち
郵
便
業
務
、
郵
便
貯
金
業
務
、
電
気
通
信
業
務
の
一
一
一
部

門
を
含
み
、
連
邦
政
府
委
員
会
に
よ
っ
て
要
請
通
り
に
取
り
扱
わ
れ
た
電
気
通
信
事
業
の
部
分
に
限
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
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(40) 

(41) 
の
よ
う
な
優
先
的
課
題
設
定
か
ら
、
特
に
、
ド
イ
ツ
連
邦
郵
便
の
組
織
構
造
に
つ
い
て
、
連
邦
政
府
委
員
会
の
勧
告
を
越
え
る
決
定
が
生
じ
る
の
で
あ

る
。
」
（
八
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

こ
の
点
に
つ
き
、
「
連
邦
政
府
の
考
え
方
」
は
、
「
こ
れ
ま
で
認
め
ら
れ
て
き
た
公
衆
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
独
占
か
ら
の
例
外
の
全
体
的
な
特
徴
は
、
そ
れ
ら

が
原
則
と
し
て
ド
イ
ツ
連
邦
郵
便
の
公
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
間
に
接
続
を
も
た
な
い
と
い
う
点
に
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
伝
送
回
線
を
址

礎
に
第
三
者
に
対
し
て
電
気
通
信
業
務
を
提
供
し
、
ド
イ
ツ
連
邦
郵
便
と
競
争
関
係
に
立
つ

ITI能
性
は
な
い
。
こ
の
状
況
を
、
原
則
と
し
て
保
持
す
べ
き

で
あ
る
。
ド
イ
ツ
連
邦
郵
便
に
よ
っ
て
は
提
供
さ
れ
な
い
、
伝
送
領
域
に
お
け
る
特
別
の
需
要
に
対
す
る
屯
気
通
信
設
備
法
の
現
行
り

lIJ
能
性
は
、
制
約

さ
れ
る
こ
と
な
く
維
持
さ
れ
続
け
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
連
邦
政
府
は
、
電
気
通
信
設
備
法
を
改
正
す
る
必
要
性
を
、
現
在
の
と
こ
ろ
認
め
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
連
邦
政
府
は
、
電
気
通
信
設
備
法
三
条
一
項
に
も
と
づ
き
、
現
在
二
五

km
以
内
な
ら
ば
企
業
内
の
私
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
許
可
な
く
設
置

し
運
営
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
を
、
連
邦
全
上
に
拡
大
す
る
と
い
う
電
気
通
伍
事
業
に
関
す
る
連
邦
政
府
委
員
会
の
勧
告
に
同
意
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
連
邦
政
府
は
、
こ
の
よ
う
な
基
準
に
も
と
づ
く
(
a
u
f
dieser B
a
s
i
s
)
私
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
一
般
的
拡
大
に
同
意
し
得
な
い
。
と
い
う
の
は
、
そ

こ
か
ら
は
現
時
点
で
は
算
定
し
得
な
い
通
話
址
の
移
行
(
V
e
r
k
e
h
e
r
s
v
e
r
l
a
g
e
r
u
n
g
e
n
)
が
生
じ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
独
占
の
固
守
と
い
う
原
則
を
内
部
か

ら
掘
り
崩
す
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
連
邦
政
府
は
、
む
し
ろ
電
気
通
信
設
備
法
二
条
に
も
と
づ
く
授
権
資
格
に
目
を
向
け
る
べ

き
で
あ
る
と
考
え
る
。
」
（
六
一
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
要
す
る
に
、
主
と
し
て
大
口
需
要
家
の
コ
ス
ト
節
約
の
た
め
の
私
的
な
内
部
回
線
の
構

築
に
よ
る
無
制
限
の
バ
イ
パ
ス
を
懸
念
し
て
の
こ
と
と
い
え
、
こ
の
種
の
バ
イ
パ
ス
の
認
否
を
連
邦
郵
政
大
臣
の
判
断
に
係
ら
し
め
よ
う
と
す
る
連
邦

政
府
の
意
図
が
伺
わ
れ
る
。

B
G
 BI. I
 

S
.
 
1026
な
お
、
こ
の
法
律
の
立
法
経
緯
の
概
説
と
し
て
、
R
e
f
o
r
m
d
e
s
 P
o
s
t
-
u
n
d
 F
e
r
n
m
e
l
d
e
w
e
s
e
n
s
;
 G
e
s
e
t
z
 z
u
r
 N
e
u
s
t
r
u
k
t
u
r
i
e
r
 ,
 

u
n
g
 d
e
s
 
P
o
s
t
-
u
n
d
 
F
e
r
n
m
e
l
d
e
w
e
s
e
n
s
 
u
n
d
 
d
e
r
 
D
e
u
t
s
c
h
e
n
 
B
u
n
d
e
s
p
o
s
t
,
 
T
e
x
t
 
u
n
d
 
Einftihrung, 
H
e
i
d
e
l
b
e
r
g
:
 
R. v• 

D
e
c
k
e
r
'
s
 

V
e
r
l
a
g
.
 1
9
8
9
;
 
B
u
n
d
e
s
t
a
g
 s
t
i
m
m
t
e
 P
o
s
t
r
e
f
o
r
m
 zu, 
Zeitschrift fur d
a
s
 P
o
s
t
-
u
n
d
 T
e
l
e
k
o
m
m
u
n
a
t
i
o
n
,
 6
/
1
9
8
9
,
 
S
.
 4

ー

1
4

竿
寸
が
あ
る
。

こ
の
法
律
に
関
し
て
は
、
連
邦
参
議
院
の
第
一
通
過
手
続
(
e
r
s
t
e
n
D
u
r
c
h
g
a
n
g
連
邦
法
律
の
立
法
手
続
に
お
い
て
、
連
邦
政
府
が
法
案
を
連
邦
議
会
に

提
出
す
る
場
合
、
ま
ず
こ
れ
を
連
邦
参
議
院
に
送
付
し
て
そ
の
見
解
表
明
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
第
一
通
過
手
続
で
あ
る
。
そ
の
後
、
連
邦
議

会
が
法
案
を
可
決
す
る
と
、
再
び
議
長
は
遅
滞
な
く
こ
れ
を
連
邦
参
議
院
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
第
二
通
過
手
続
で
あ
る
。
）
に
お
い

て
、
連
邦
政
府
草
案
に
は
な
か
っ
た
郵
政
構
造
審
議
会
(
P
o
s
t
s
t
r
u
k
t
u
r
r
a
t
)
の
設
置
が
表
明
さ
れ
た
。
な
お
、
こ
の
提
案
は
、
連
邦
郵
政
大
臣
に
対
す
る

各
ラ
ン
ト
の
影
響
力
行
使
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
郵
政
構
造
法
で
は
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
評
議
会
と
し
て
、
こ
の
見
解
が
生

三
九
三
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(43) 

(44) 

(45) 

三
九
四

か
さ
れ
て
い
る
。
連
邦
議
会
で
は
、
第
九
四
会
期
に
お
い
て
各
委
員
会
に
送
付
さ
れ
た
後
、
一
九
八
八
年
―
一
月
二
八
日
、
二
九
、
三

0
日
に
公
聴
会
が

開
催
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

D
B
P
の
経
営
委
員
会
の
権
限
事
項
、
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
評
議
会
の
設
置
、
連
邦
経
済
大
臣
の
一
定
の
場
合
に
お
け

る
承
諾
権
限
の
削
除
、
新
た
な

D
B
P
で
の
デ
ー
タ
保
護
の
強
化
、
基
本
法
一

0
条
（
伍
書
、
郵
便
お
よ
び
電
伍
屯
話
の
秘
密
）
へ
の
適
応
に
つ
い
て
討

議
し
て
、
こ
の
法
案
を
可
決
し
た
。
最
終
的
に
、
こ
の
法
案
は
、
一
九
八
九
年
五
月
―
二
日
、
連
邦
参
議
院
の
同
意
を
得
て
（
第
二
通
過
手
続
）
、
法
律

と
な
っ
た

(
V
gl., 
d
a
z
u
,
 
T
e
x
t
 u
n
d
 E
i
n
f
U
h
r
u
n
g
,
 
S. 21ー

26)
。

(42)
民
営
化
に
関
す
る
諸
間
題
に
つ
き
、

Vgl.,
A
.
 ～
 
10n 
Loescl ~
 
.
 P

r
i
v
a
t
i
s
i
e
r
u
n
g
 
offentlicher 
U
n
t
e
r
n
e
h
m
e
n
 ̀

 Ba
d
e
n
-
B
a
d
e
n
 :
 N
 o
m
o
s
 ¥'er ,
 

l
a
g
s
・
1
9
8
7
;
 
R. 
W
i
n
d
i
s
c
h
 (Hrsg.) P
r
i
v
a
t
i
s
i
e
r
u
n
g
 natiJrlicher M
o
n
o
p
o
l
e
 i
m
 B
e
r
e
i
c
h
 v
o
n
 B
a
h
n
,
 
P
o
s
t
 u
n
d
 T
e
l
e
k
o
m
m
u
n
i
k
a
t
i
o
n
.
 

T
U
b
i
n
g
e
n
:
 
J.C. B. M
o
h
r
.
 1
9
8
7
 ;
 
0
.
 

V
o
g
e
l
 
(Hrsg.) 
D
e
r
e
g
u
l
i
e
r
u
n
g
 
u
n
d
 
Privatisierung, 
K
o
l
n
 :
 De
u
t
s
c
h
e
r
 
Instituts-Verlag. 

1
9
8
8
な
お
、
西
ド
イ
ツ
の
公
共
部
門
の
歴
史
的
展
開
に
つ
い
て
は
、
加
藤
栄
＇

f

「
公
企
業
の
民
営
化
」
（
武
田
隆
夫
、
林
健
久
編
冨
現
代
日
本
の
財
政
金

融

III]
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
六
年
）
に
所
収
）
を
、
さ
ら
に
、
現
状
に
つ
き
、
テ
オ
・
テ
ィ
ー
マ
イ
ヤ
ー
、
ガ
イ
・
ク
ォ
ー
デ
ン
編
／
尾

L
久

雄
、
広
岡
治
哉
、
新
田
俊
こ
編
訳
『
民
営
化
の
世
界
的
潮
流
」
（
御
茶
の
水
杜
口
房
、
一
九
八
七
年
）
の
第
四
政
「
西
ド
イ
ツ
に
お
け
る
民
営
化
論
侑
」
も

参
照
。

「
郵
便
お
よ
び
屯
気
通
信
事
業
分
野
に
お
け
る
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
の
責
務
は
、
連
邦
郵
政
大
臣
と
ド
イ
ツ
連
邦
郵
便
に
よ
っ
て
果
た
さ
れ
る
。
連
邦
郵

政
大
臣
は
、
政
治
的
、
高
権
的
任
務
に
貨
め
を
負
い
、
屯
気
通
信
事
業
分
野
で
連
邦
の
権
限
を
行
使
す
る
。
ド
イ
ツ
連
邦
郵
便
は
、
国
内
お
よ
び
国
際
の

領
域
で
の
自
己
の
公
共
的
任
務
の
遂
行
に
お
い
て
、
郵
便
お
よ
び
電
気
通
伍
事
業
の
企
業
的
、
経
営
的
任
務
に
責
め
を
負
う
。
」
（
郵
政
組
織
法
一
条
一
項
）

「
ド
イ
ツ
連
邦
郵
便
は
三
つ
の
部
分
領
域
に
お
い
て
組
織
さ
れ
、
こ
れ
ら
は
、

D
e
u
t
s
c
h
e
n
b
u
n
d
e
s
p
o
s
t
P
O
S
 T
D
I
E
N
 ST
,
 
D
e
u
t
s
c
h
e
n
b
u
n
d
e
s
p
o
s
t
 

P
O
S
T
B
A
N
K
,
 D
e
u
t
s
c
h
e
n
b
u
n
d
e
s
p
o
s
t
 T
E
L
E
K
O
M
と
い
う
標
章
を
有
す
る
公
企
業
と
し
て
指
揮
さ
れ
る
。
」
（
郵
政
組
織
法
一
条
二
項
）
、
「
田
郵

便
お
よ
び
電
気
通
信
事
業
に
用
い
ら
れ
か
つ
そ
の
管
理
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
連
邦
財
産
は
、
独
自
の
経
営
と
会
計
制
度
を
有
す
る
連
邦
の
特
別
財
産
と

し
て
、
連
邦
の
そ
の
他
の
財
産
か
ら
そ
の
債
権
債
務
を
分
離
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
特
別
財
産
は
、
三
つ
の
企
業
の
部
分
特
別
財
産
に
分
か
れ
る
。

③
ド
イ
ツ
連
邦
郵
便
の
債
務
に
関
し
、
連
邦
は
、
特
別
財
産
の
範
囲
で
の
み
、
そ
の
責
め
を
負
う
。
三
つ
の
企
業
の
債
務
に
関
し
て
は
、
連
邦
は
、
そ
の

時
々
の
部
分
特
別
財
産
の
範
囲
で
そ
の
責
め
を
負
い
、
ま
た
こ
の
三
つ
の
企
業
は
、
相
互
に
そ
の
時
々
の
債
務
を
保
証
し
合
う
。
こ
の
特
別
財
産
と
部
分

特
別
財
産
は
連
邦
の
そ
の
他
の
債
務
に
対
し
て
責
任
を
負
わ
な
い
。
」
（
同
法
二
条
）

「
ド
イ
ツ
連
邦
郵
便
の
企
業
は
、
郵
便
業
務
、
郵
使
貯
金
業
務
、
電
気
通
伯
業
務
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
市
民
、
経
済
社
会

(Wirtschaft)
、
行
政
の
需
要
を
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(46) 

(47) 

(49) 

(49) 
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
業
務
は
、
市
場
の
必
要
性
を
考
慮
し
、
経
済
的
、
技
術
的
発
展
に
対
応
し
て
形
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
、
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
業
務
（
独
占
的
責
務
と
義
務
的
サ
ー
ビ
ス
）
お
よ
び
公
共
的
な
責
務
の
位
置
付
け
か
ら
、
特
に
生
存
配
慮
の
意
味

か
ら
必
要
と
さ
れ
る
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
の
政
治
原
則
に
則
っ
て
保
障
さ
れ
、
か
つ
発
展
に
適
応
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
の
場
合
、
企
業
の
経
済
的
llJ
能
性
の
限
界
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
任
務
遂
行
に
お
い
て
、
企
業
は
競
争
に
参
加
す
る
。
こ
の
指
針
を
若

慮
し
て
、
企
業
は
、
経
営
経
済
的
諸
原
則
に
従
っ
て
指
揮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
任
務
達
成
の
た
め
、
企
業
は
適
灯
な
方
法
で
研
究
に
従
事
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
（
郵
政
組
織
法
四
条
：
頃
）

「
ド
イ
ツ
連
邦
郵
使
の
機
関
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
郵
便
の
経
営
委
員
会
で
あ
る
。
」
（
郵
政
組
織
法
：
一
条
一
項
）
、
ぶ
5

ド
イ
ツ
連
邦
郵
便
の
経
営
委
い
会
は
、

各
企
業
の
理
事
長
か
ら
な
る
。
経
営
委
員
会
は
、
そ
の
長
の
職
務
に
関
す
る
規
則
も
定
め
る
。
切
経
営
委
員
会
の
決
定
は
、
全
会
一
致
で
な
さ
れ
る
。
全

会
一
致
の
決
定
が
一
ヶ
月
以
内
に
整
わ
な
い
場
合
、
連
邦
郵
政
大
臣
と
協
議
の
上
、
さ
ら
に
一
ヶ
月
以
内
に
多
数
決
を
も
っ
て
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
」
（
同
法
七
条
）

「
ド
イ
ツ
連
邦
郵
便
の
各
企
業
の
機
関
は
、
理
事
会
お
よ
び
監
事
会
で
あ
る
。
」
（
郵
政
組
織
法
一
．
一
条
二
項
）
、
な
お
、
ド
イ
ツ
株
式
法

(
A
k
t
i
e
n
g
e
s
e
t
z
;
 

A
G
)
上、

V
o
r
s
t
a
n
d
が
執
行
機
関
た
る
取
締
役
会
を
指
す
こ
と
は
惰
者
も
承
知
し
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
、

D
B
P
の
組
織
形
態
が
民
間
の
株
式
会
社

で
は
な
く
公
企
業
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
誤
認
混
同
を
避
け
る
た
め
理
事
会
と
し
た
。
取
締
役
会
と
の
類
似
は
、
取
締
役
の
選
任
に
つ
き
監
査
役
会
が
行

う
点
（
株
式
法
八
四
条
一
項
）
、
必
要
な
商
業
帳
簿
を
作
成
し
、
監
査
役
会
に
営
業
経
過
お
よ
び
叶
画
し
て
い
る
営
業
政
策
に
つ
き
報
告
す
る
義
務
を
負

う
点
（
同
法
九

0
条
）
等
に
見
受
け
ら
れ
る
。
ま
た
、
取
締
役
の
業
務
執
行
を
監
督
す
る
監
督
機
関
た
る

A
u
f
s
i
c
h
t
r
a
t
に
関
し
て
も
、
同
様
の
趣
旨
か

ら
監
事
会
と
し
た
。
こ
の
点
、
単
に
監
事
と
す
る
こ
と
も
考
え
た
が
、
郵
政
組
織
法
上
、
各
構
成
員
が
単
独
で
職
務
を
執
行
す
る
こ
と
は
予
定
さ
れ
て
い

な
い
と
こ
ろ
か
ら
、
合
議
体
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
す
る
べ
く
監
事
会
と
し
た
。
な
お
、
監
査
役
会
と
の
類
似
は
、
こ
れ
が
理
事
の
選
任
と
解
任
に
関
l
ナ

す
る
点
、
企
業
の
従
業
員
代
表
が
こ
れ
に
参
加
す
る
、
い
わ
ゆ
る
共
同
決
定

(
M
i
t
b
e
s
t
i
m
m
u
n
g
)
方
式
が
採
用
さ
れ
て
い
る
点
に
、
顕
著
に
示
さ
れ
て

い
る
。

理
事
会
は
、

そ
の
営
業
指
揮
の
た
め
事
務
総
局
を
用
い
る
。

そ
の
他
に
、

D
B
P
の
各
部
分
企
業
間
で
の
サ
ー
ビ
ス
お
よ
び
設
備
の
相

fi利
用
に
関
す
る
原
則
の
確
定
、
流
動
性
制
御
の
確
保
の
た
め
の
原
則
の
確

定
、
経
営
に
関
す
る
規
定
と
年
度
決
算
に
関
す
る
規
定
と
を
調
和
さ
せ
る
こ
と
、

D
B
P
の
債
務
管
理
を
規
律
す
る
こ
と
、
各
企
業
の
認
可
を
受
け
た
年

度
決
算
を
ま
と
め
る
こ
と
（
郵
便
組
織
法
八
条
）
が
あ
る
。

「

mド
イ
ツ
連
邦
郵
便
の
各
企
業
は
、
理
事
会
に
よ
っ
て
指
揮
さ
れ
る
。

②
理
事
会
は
、

三
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(50) 

(51) 

(52) 

(53) 

(54) 

(55) 
名
の
理
事
長
お
よ
び
そ
の
他
の
理
事
か
ら
な
る
。
理
事
の
一
名
は
、
特
に
人
事
・
社
会
的
任
務
に
責
め
を
負
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
理
事
の
人
数
に
つ

い
て
は
、
連
邦
郵
政
大
臣
の
提
案
に
も
と
づ
き
連
邦
政
府
が
決
定
す
る
。
理
事
は
、
基
本
法
一
一
六
条
の
意
味
に
お
け
る
ド
イ
ツ
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
理
事
は
、
企
業
経
営
の
抜
き
ん
で
た
専
門
家
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
（
郵
政
組
織
法
―
二
条
）

「
理
事
は
、
企
業
を
、
こ
の
法
律
に
も
と
づ
き
通
常
か
つ
誠
実
な
業
務
執
行
者
の
注
意
を
も
っ
て
指
揮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
理
事
は
、
業
務
執
行
に

つ
き
一
般
的
に
責
め
を
負
う
。
理
事
会
は
、
各
理
事
に
対
す
る
業
務
の
分
掌
を
予
定
す
る
業
務
規
則
を
定
め
る
。
理
事
会
の
決
定
に
は
、
理
事
の
多
数
の

同
意
を
必
要
と
す
る
。
可
否
同
数
の
場
合
、
理
事
長
が
決
定
す
る
。
す
べ
て
の
理
事
は
、
自
己
の
異
な
る
見
解
を
監
事
会
に
公
表
す
る
権
限
を
与
え
ら
れ

る
。
」
（
郵
政
組
織
法
一
五
条
一
項
）

「
理
事
会
の
長
お
よ
び
そ
の
他
の
理
事
は
、
連
邦
郵
政
大
臣
に
よ
り
、
監
事
会
と
協
議
の
上
、
ま
た
そ
の
他
の
理
事
は
さ
ら
に
理
事
長
と
の
協
議
も
屯
ね

て
、
提
案
さ
れ
る
。
こ
の
協
議
が
幣
わ
な
い
場
合
、
連
邦
政
府
が
提
案
に
つ
き
判
断
す
る
。
理
事
長
は
、
連
邦
政
府
の
決
定
を
も
っ
て
連
邦
大
統
領
に
よ

り
選
任
さ
れ
る
。
選
任
は
、
辞
令
の
交
付
を
も
っ
て
そ
の
効
力
を
発
す
る
。
」
（
郵
政
組
織
法
一
三
条
一
項
）

そ
の
他
に
、
企
業
の
収
益
率
、
特
に
自
己
資
本
収
益
率
、
染
務
の
経
過
、
特
に
売

t
．
営
業
種
目
・
地
域
別
の
成
果
お
よ
び
企
業
の
全
体
的
状
態
、
〈
J

業
収
益
率
ま
た
は
流
動
性
に
相
背
な
屯
要
性
を
も
つ
可
能
性
の
あ
る
業
務
、
さ
ら
に
例
え
ば
企
業
状
態
に
相
甘
な
影
評
を
及
ぱ
す

nJ
能
性
の
あ
る
関
連

企
業
に
関
し
て
理
事
会
に
公
表
さ
れ
る
業
務
上
の
出
来
れ
等
、
そ
の
他
の
爪
嬰
事
項
が
あ
る
（
郵
政
組
織
法
一
五
条
四
項
）

そ
の
他
に
、
理
事
会
は
、
遅
滞
な
く
、
連
邦
郵
政
大
臣
に
対
し
て
、
監
事
会
へ
の
決
議
案
を
送
付
し
、
監
事
会
決
議
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
郵

政
組
織
法
一
五
条
五
項
）
。

「①
P
O
S
T
D
I
E
N
S
T
と
T
E
L
E
K
O
M
の
企
業
の
監
事
会
は
二
七
名
の
構
成
員
か
ら
な
る
。
七
名
が
連
邦
代
表
、
五
名
が
利
用
者
と
顧
客

(
A
n
w
e
n
d
e
r

u
n
d
 k
u
n
d
e
n
)
の
代
表
、
七
名
が
各
々
の
企
業
の
従
業
員
代
表
で
あ
る
。

§
P
O
S
T
B
A
N
K
の
企
業
の
監
事
会
は
一
五
名
の
構
成
員
か
ら
な
る
。
五
名

が
連
邦
代
表
、
五
名
が
利
用
者
と
顧
客
の
代
表
、
五
名
が
企
業
の
従
業
員
代
表
で
あ
る
。
③
構
成
員
は
、
当
該
企
業
の
監
事
会
に
の
み
属
す
る
こ
と
を
認

め
ら
れ
る
。
④
監
事
会
の
構
成
員
は
、
そ
の
職
務
を
誠
心
誠
意
に
執
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
注
意
義
務
に
関
し
て
は
、
一
五
条
一
項
一
文
が
同
じ
く

(entsprechend)
滴
心
用
さ
れ
る
。
構
成
員
に
は
守
秘
義
務
が
あ
る
。
監
事
会
は
、
あ
る
事
柄
が
秘
密
に
扱
わ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
個
別
に

議
決
で
き
る
。
」
（
郵
政
組
織
法
一
六
条
）

「

m連
邦
代
表
は
連
邦
郵
政
大
臣
に
よ
っ
て
指
名
さ
れ
る
。
②
利
用
者
と
顧
客
の
代
表
は
産
業
経
済
中
央
団
体
の
同
意
を
も
っ
て
連
邦
郵
政
大
臣
に
よ
っ

て
指
名
さ
れ
る
。

P
O
S
T
D
I
E
N
S
T
と
T
E
L
E
K
O
M
の
場
合
、
産
業
経
済
中
央
団
体
が
四
名
の
代
表
を
、
農
業
が
一
名
の
代
表
を
、
消
費
者
が
二
名
の

三
九
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(56) 

(57) 
代
表
を
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

P
O
S
T
B
A
N
K
の
場
合
、
前
述
の
中
央
団
体
は
、
三
対
一
対
一
の
基
準
に
も
と
づ
き
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
③
ド
イ
ツ
連
邦
郵
便
の
企
業
の
従
業
員
代
表
は
、
連
邦
郵
政
大
臣
に
対
し
て
、
当
該
企
業
を
代
表
す
る
労
働
組
合
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
る
。
こ
の

提
案
に
よ
り
、

P
O
S
T
D
I
E
N
S
T
と

T
E
L
E
K
O
M
の
企
業
の
場
合
は
最
低
四
名
が
、

P
O
S
T
B
A
N
K
の
企
業
の
場
合
は
最
低
三
名
が
、
各
々
の
企
業

の
従
業
員
に
属
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
各
企
業
に
つ
き
、
そ
の
提
案
に
は
最
低
一
名
の
女
性
が
含
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
後
略
）
。
印
連
邦
郵
政

大
臣
は
、
連
邦
政
府
に
対
し
、
一
項
か
ら
三
項
ま
で
の
基
準
に
し
た
が
い
、
監
事
会
構
成
員
の
任
命
に
関
し
て
指
名
を
行
う
。
」
（
郵
政
組
織
法
一
七
条
）
、

「
連
邦
政
府
が
監
事
会
構
成
員
を
任
命
す
る
。
」
（
同
法

□

八
条
）

ぶ
山
監
事
会
は
、
業
務
執
行
を
監
督
し
、
特
に
業
務
執
行
の
際
に
四
条
の
諸
原
則
が
遵
守
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
②
監

事
会
は
、
理
事
の
選
任
と
解
任
の
際
、
一
―
二
条
に
も
と
づ
き
関
fj！
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
③
監
事
会
は
、
理
事
会
を
通
じ
て
の
提
案
の
後
、
以
下
の
事

項
に
つ
き
決
定
す
る
。
一
、
事
業
計
画
の
確
定
と
そ
の
重
要
な
変
吏
。
二
、
年
度
会
計
決
算
の
確
定
。
三
、
理
事
会
の
承
認
。
四
、
信
書
送
達
党
務
お
よ

び
電
気
通
信
事
業
の
独
占
領
域
に
お
け
る
サ
）
ビ
ス
料
金
。
五
、
企
業
経
営
に
関
す
る
規
定
と
年
度
会
叶
決
算
の
作
成
に
関
す
る
規
定
。
六
、
子
会
社
の

設
立
、
企
業
の
事
業
計
画
に
関
す
る
規
定
に
も
と
づ
く
持
分
も
し
く
は
株
式
の
取
得
ま
た
は
譲
渡
。
七
、
企
業
の
一
般
業
務
規
則
。
い
一
1

項
に
も
と
づ
く

理
事
会
の
提
案
に
つ
き
、
監
事
会
は
ニ
ヶ
月
以
内
に
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
期
間
内
に
決
定
が
下
さ
れ
な
い
場
合
、
提
案
が
認
め
ら
れ
た
も

の
と
見
な
す
。
固
理
事
会
は
、
監
事
会
に
対
し
て
、
そ
の
最
終
決
定
の
前
に
、
以
下
の
事
項
に
つ
き
見
解
を
表
明
す
る
。
一
、
既
存
の
業
務
部
門
の
新
規

ま
た
は
重
要
な
変
更
も
し
く
は
任
務
の
導
入
。
二
、
基
礎
的
な
技
術
的
更
新
の
導
入
。
三
、
郵
便
振
替
ま
た
は
郵
便
貯
金
預
金
の
投
資
に
関
す
る
原
則
。

四
、
企
業
の
経
済
的
発
展
に
と
っ
て
重
要
な
義
務
的
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
サ
ー
ビ
ス
料
金
。
五
、
状
況
報
告
。
監
事
会
は
、
ニ
ヶ
月
以
内
に
見
解
表
明
を

引
き
渡
す
権
限
を
与
え
ら
れ
る
。
⑥
監
事
会
は
、
企
業
に
と
っ
て
原
則
的
な
意
義
を
も
つ
事
項
に
つ
き
理
事
会
に
対
し
提
案
や
質
問
を
行
い
、
理
事
会
の

見
解
表
明
を
導
く
権
限
を
与
え
ら
れ
る
。
こ
の
見
解
表
明
は
、
誠
実
か
つ
忠
実
な
釈
明
に
か
な
う
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
理
事
会
は
、
そ
の
回
答

が
分
別
あ
る
商
業

L
の
判
断
に
よ
れ
ば
、
当
該
企
業
ま
た
は
関
連
企
業
に
取
る
に
足
り
な
い
と
は
い
え
ぬ
不
利
益
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
限
り
で
、
回
答

を
拒
絶
で
き
る
。
⑦
監
事
会
は
、
理
事
に
対
し
企
業
を
代
表
す
る
。
―
二
条
五
項
は
関
わ
ら
な
い
。
⑧
監
事
会
は
理
事
会
に
そ
の
議
決
を
通
知
す
る
。
」

（
郵
政
組
織
法
二
三
条
）

「
①
理
事
会
は
、
二
三
条
三
項
に
も
と
づ
き
下
さ
れ
る
監
事
会
の
議
決
に
対
し
て
、
当
該
議
決
が
企
業
の
重
要
な
利
益
を
正
し
く
評
価
し
て
い
な
い
と
の

見
解
に
至
る
場
合
、
そ
の
通
知
の
受
領
の
後
一
週
間
以
内
に
、
異
議
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
時
に
、
理
事
会
は
、
連
邦
郵
政
大
臣
に
こ
の
異

議
に
つ
き
知
ら
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
切
監
事
会
は
、
異
議
の
受
領
の
後
一
ヶ
月
以
内
に
、
理
事
会
を
聴
問
し
て
後
、
新
た
に
議
決
を
し
な
け
れ
ば
な
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(58) 

(59) 

(60) 

し
よ
、

こ
ォ
i

ド
イ
ツ
連
邦
議
会
お
よ
び
連
邦
参
議
院
の
各
一

ら
な
い
。
こ
の
議
決
は
理
由
を
付
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
③
監
事
会
が
、
そ
の
構
成
員
の
多
数
を
も
っ
て
理
事
会
の
異
議
を
拒
絶
す
る
と
議
決
す
る

場
合
、
最
終
的
に
、
連
邦
郵
政
大
臣
が
、
理
事
会
の
提
案
に
も
と
づ
き
決
定
す
る
。
一
文
に
も
と
づ
く
必
要
的
多
数
に
不
足
す
る
場
合
、
哩
事
会
の
提
案

が
認
め
ら
れ
た
も
の
と
見
な
す
。
」
（
郵
政
組
織
法
二
四
条
）

「
連
邦
郵
政
大
臣
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
郵
便
が
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
の
政
治
の
諸
厭
則
に
則
っ
て
指
押
さ
れ
る
こ
と
に
責
め
を
負
う
。
彼
は
、
特
に
一
条
に

も
と
づ
く
責
務
の
位
置
付
け
の
枠
内
で
、
郵
便
お
よ
び
電
気
通
信
事
業
の
発
展
に
と
っ
て
必
要
な
、
か
つ
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
の
政
治
の
諸
厭
則
の
確
保

に
と
っ
て
意
義
の
あ
る
中
長
期
的
な
企
業
の
諸
目
的
を
確
定
す
る
。
切
連
邦
政
府
は
、
連
邦
郵
政
大
臣
を
通
じ
て
の
企
業
の
聴
間
の
後
、
法
規
命
令
を
通

じ
て
、
企
業
が
公
共
の
利
益
の
た
め
に
、
特
に
生
存
配
慮
の
観
点
か
ら
提
供
す
べ
き
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
業
務
サ
ー
ビ
ス
（
義
務
的
サ
ー
ビ
ス
）

を
確
定
す
る
権
限
を
与
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
連
邦
政
府
は
、
義
務
的
サ
ー
ビ
ス
の
本
質
的
な
構
成
と
料
金
規
制
を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
③

一
項
お
よ
び
二
項
に
も
と
づ
く
権
限
行
使
の
際
、
各
企
業
の
公
的
な
責
務
の
位
置
付
け
と
経
済
的

nI能
性
が
若
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
（
郵
政
組

織
法
二
五
条
）
、
「
連
邦
郵
政
大
臣
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
お
よ
び
連
邦
参
議
院
の
各
被
選
期
間
に
一
度
ず
つ
、
郵
便
制
度
お
よ
び
屯
気
通
佑
事
業
分
野
に

お
け
る
展
開
に
関
し
て
報
告
を
行
う
。
」
（
同
法
二
六
条
）
、
「
連
邦
郵
政
大
臣
に
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
郵
便
の
機
関
お
よ
び
そ
の
企
業
が
、
そ
の
任
務
の
遂
行

に
際
し
て
こ
の
法
律
の
規
定
お
よ
び
一
般
の
法
規
を
遵
守
す
る
こ
と
を
監
督
す
る
義
務
が
あ
る
。
」
（
同
法
二
七
条
）

バ
山
監
事
会
の
議
決
（
二
ニ
条
三
項
）
は
、
二
四
条
お
よ
び
三
五
条
に
も
と
づ
き
連
邦
郵
政
大
臣
を
通
じ
て
の
認
可

(
G
e
n
e
h
r
n
i
g
u
n
g
)
を
要
す
る
。
彼
は
、

監
事
会
の
議
決
が
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
の
利
益
に
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
ら
な
い
場
合
、
認
OJ
を
拒
む
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
こ
れ
は
、
監
事
会
の
議

決
に
よ
っ
て
こ
の
法
律
の
規
定
お
よ
び
一
般
の
法
規
が
遵
守
さ
れ
な
い
場
合
（
二
七
条
）
に
も
、
あ
て
は
ま
る
。
理
事
会
に
対
し
て
提
案
の
受
領
の
後
一
こ

週
間
以
内
に
、
連
邦
郵
政
大
臣
の
見
解
が
届
け
ら
れ
な
い
場
合
、
連
邦
郵
政
大
臣
の
認
可
が
な
さ
れ
た
も
の
と
見
な
さ
れ
る
。
こ
の
期
間
の
満
了
前
、
連

邦
郵
政
大
臣
は
、
一
1

項
の
諸
事
例
の
場
合
、
そ
こ
に
規
定
さ
れ
て
い
る
連
邦
大
臣
を
参
加
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
②
企
業
の
経
済
的
発
展
に
と
っ
て

重
要
な
義
務
的
サ
ー
ビ
ス
に
対
す
る
料
金
に
関
す
る
坪
事
会
提
案
は
、
連
邦
郵
政
大
臣
の
異
議
申
立
権
に
服
す
る
。
こ
の
異
議
申
立
権
は
、
二
四
条
お
よ

び
三
五
条
を
考
慮
し
て
、
そ
の
提
案
の
受
領
の
後
三
ヶ
月
以
内
に
行
使
で
き
る
。
そ
の
際
、
連
邦
郵
政
大
臣
は
、
連
邦
経
済
大
臣
と
の
間
に
承
諾
を
取
り

付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
③
二
七
条
の
諸
事
例
に
お
け
る
場
合
を
除
き
、
連
邦
郵
政
大
臣
は
、
監
事
会
の
議
決
に
閃
す
る
認
可
の
可
否
に
先
立
ち
、
一
、

二
三
条
三
項
一
号
お
よ
び
五
号
に
つ
い
て
は
連
邦
大
蔵
大
臣
の
承
諾
を
、
二
、
二
三
条
四
局
に
つ
い
て
は
連
邦
経
済
大
臣
の
承
諾
を
必
要
と
す
る
。
」
（
郵

政
組
織
法
―
―
八
条
）

「
①
連
邦
郵
政
大
臣
の
下
に
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
評
議
会
が
設
置
さ
れ
る
。
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(61) 

(62) 
表
か
ら
な
る
。
②
構
成
員
は
、
何
等
の
指
示
ま
た
は
指
図
に
も
従
わ
な
い
。
彼
ら
は
、
最
善
の
知
識
と
良
心
に
従
い
自
己
の
職
責
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
③
構
成
員
は
、
そ
の
都
度
、
ド
イ
ツ
連
邦
議
員
お
よ
び
連
邦
参
議
院
の
提
案
に
も
と
づ
き
連
邦
政
府
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
る
。
ド
イ
ツ
連
邦
議

会
の
代
表
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
の
構
成
員
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
連
邦
参
議
院
の
代
表
は
、
そ
の
ラ
ン
ト
の
政
府
に
属
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
①
す
べ
て
の
構
成
員
に
つ
き
、
同
一
の
原
則
に
則
り
代
理
が
提
案
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
固
構
成
員
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
の
被
選
期
間
の

間
、
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
評
議
会
に
任
用
さ
れ
る
。
彼
ら
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
の
被
選
期
間
の
終
［
後
、
新
し
い
構
成
員
が
任
命
さ
れ
る
ま
で

の
間
、
な
お
そ
の
職
務
に
つ
く
。
彼
ら
の
再
任
は
認
め
ら
れ
る
。
（
後
略
）
」
（
郵
政
組
織
法
：
こ

．．
 

条）

ぶ
5

イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
評
議
会
は
、
こ
項
、
二
項
、
四
項
お
よ
び
五
項
に
規
定
さ
れ
た
任
務
枠
組
に
お
い
て
、
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
と

し
て
の
意
義
が
あ
り
か
つ
ラ
ン
ト
の
屯
要
事
項
に
関
わ
る
連
邦
郵
政
大
臣
の
決
定
の
際
に
関
与
す
る
。
②
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
評
議
会
は
、
連
邦

郵
政
大
臣
の
、
以
ド
の
意
図
さ
れ
た
決
定
に
つ
き
議
決
を
行
う
。
一
、
二
ニ
条
一
．
一
項
四
号
と
関
連
す
る
二
八
条

1

項
に
も
と
づ
く
監
事
会
の
議
決
の
認
否
。

こ
、
二
八
条
二
項
に
も
と
づ
く
、
企
業
の
経
済
的
発
展
に
と
っ
て
重
要
な
義
務
的
サ
ー
ビ
ス
に
開
す
る
サ
ー
ビ
ス
料
金
に
つ
い
て
の
理
事
会
の
提
案
に
対

す
る
異
議
。
三
、
依
頼
が
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
と
し
て
の
意
義
を
も
つ
場
合
、
ま
た
そ
の
限
り
で
、
二
九
条
に
も
と
づ
く
依
頼
。
③
イ
ン
フ
ラ
ス

ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
評
議
会
は
、
以
下
の
法
規
命
令
に
関
す
る
連
邦
郵
政
大
臣
の
提
案
に
つ
き
議
決
を
行
う
。
一
、
二
五
条
二
項
に
も
と
づ
く
義
務
的
サ
ー
ビ

ス
の
確
定
。
二
、
三

0
条
一
項
に
も
と
づ
く
ド
イ
ツ
連
邦
郵
便
の
企
業
の
業
務
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
関
す
る
枠
組
規
則
の
確
定
。
三
、
三

0
条
二
項
に
も

と
づ
く
郵
便
お
よ
び
電
気
通
信
交
通
へ
の
参
加
者
の
個
人
に
係
る
情
報
の
保
護
に
関
す
る
規
則
の
確
定
。
④
そ
の
外
、
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
評
議

会
は
、
連
邦
郵
政
大
臣
の
提
案
に
も
と
づ
き
、
連
邦
郵
政
大
臣
の
、
以
下
の
意
図
さ
れ
た
決
定
に
対
し
見
解
を
表
明
す
る
。
一
、
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ

ャ
ー
と
し
て
の
意
義
が
あ
る
場
合
、
ま
た
そ
の
限
り
で
、
二
五
条
一
項
に
も
と
づ
く
郵
便
お
よ
び
電
気
通
伯
事
業
に
関
す
る
中
長
期
的
な
諸
目
的
の
確

定
。
二
、
二
三
条
三
項
一
号
と
関
連
す
る
二
八
条
一
項
に
も
と
づ
く
監
事
会
の
議
決
の
認
可
の
拒
絶
。
固
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
評
議
会
は
、
イ
ン

フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
と
し
て
の
意
義
が
あ
り
か
つ
ラ
ン
ト
の
項
要
事
項
に
関
わ
る
事
柄
に
つ
き
、
回
答
を
入
手
し
提
案
を
行
い
連
邦
郵
政
大
臣
の
見

解
表
明
を
導
く
権
限
を
与
え
ら
れ
る
。
⑥
二
項
に
も
と
づ
く
連
邦
郵
政
大
臣
の
提
案
に
関
し
て
は
受
領
の
後
一
・
一
週
間
の
間
に
、
ま
た
二
項
に
も
と
づ
く
提

案
に
関
し
て
は
受
領
の
後
ニ
ヶ
月
の
間
に
、
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
評
議
会
に
お
い
て
議
決
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
議
決
が
期
間
内
に
な

さ
れ
な
い
場
合
、
提
案
が
承
認
さ
れ
た
も
の
と
見
な
す
。
切
四
項
に
も
と
づ
く
連
邦
郵
政
大
臣
の
提
案
に
関
し
て
は
、
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
評
議

会
は
、
受
領
の
後
四
週
間
の
間
に
、
見
解
表
明
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
（
郵
政
織
織
法
万
四
条
）

「
連
邦
郵
政
大
臣
が
、
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
評
議
会
の
議
決
は
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
の
政
治
利
益
を
考
慮
し
て
い
な
い
と
の
見
解
に
全
る
場
合
、

三
九
九
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(62) 

(65) 
彼
は
、
そ
の
判
断
に
理
由
を
付
し
て
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
評
議
会
に
対
し
、
当
該
議
決
の
受
領
の
後
一
週
間
以
内
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
こ
の
場
合
、
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
評
議
会
は
、
そ
の
議
決
を
維
持
す
る
か
否
か
を
二
週
間
以
内
に
決
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
図
イ
ン
フ

ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
評
議
会
が
そ
の
議
決
を
維
持
す
る
場
合
、
連
邦
郵
政
大
臣
は
、
一
週
間
以
内
に
、
そ
の
判
断
の
た
め
連
邦
政
府
の
決
定
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
る
。
③
連
邦
政
府
は
、
連
邦
郵
政
大
臣
に
対
す
る
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
評
議
会
の
維
持
の
通
知
か
ら
起
算
し
て
、
四
週
間
以
内
に
判
断

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
（
郵
政
組
織
法
三
五
条
）

P
O
S
T
D
I
E
N
S
T
と

T
E
L
O
K
O
M
に
つ
い
て
は
各
年
度
決
算
に
お
い
て
示
さ
れ
た
全
体
資
本
の
一
1

分
の
一
、

P
O
S
T
B
A
N
K
に
つ
い
て
は
二

0
分
の

一
が
法
定
の
最
低
基
準
で
あ
る
（
郵
政
組
織
法
四
一
条
）
。

(63)
前
年
度
か
ら
繰
り
越
さ
れ
た
損
失
を
引
い
た
当
年
度
の
黒
字
か
ら
、
最
低
、
四
分
の
一
が
準
備
金
に
繰
り
人
れ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
法
定
準
備
金

制
度
）
（
郵
政
組
織
法
四
二
条
二
項
）
。

(64)
「
田
企
業
は
、
収
益
が
費
用
を
償
う
よ
う
に
指
揮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
四
一
条
に
も
と
づ
き
必
要
と
さ
れ
る
自
己
資
本
の
観
点
か
ら
、
適

当
な
利
潤
が
生
み
出
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
切
企
業
は
、
個
々
の
業
務
に
つ
き
、
通
常
各
々
の
完
全
な
費
用
プ
ラ
ス
適
当
な
利
益
を
生
み
出
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
企
業
の
業
務
間
で
の
調
整
は
認
め
ら
れ
る
。
③
企
業
間
で
財
政
調
整
が
行
わ
れ
る
の
は
、
企
業
の
一
っ
が
、
特
に
四
条
一
項
の
諸
原
則

の
遵
守
の
結
果
と
し
て
自
己
の
収
益
か
ら
費
用
を
償
う
状
態
に
な
く
な
る
場
合
で
あ
る
。
ま
た
、
財
政
調
整
は
、
利
益
ま
た
は
損
失
の
繰
越
の
考
慮
の
下

で
、
成
果
の
ヒ
が
る
よ
う
に
事
業
計
画
の
中
に
組
み
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
際
、
八
条
四
項
に
も
と
づ
く
経
営
委
員
会
の
提
案
が
考
慮
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
後
略
）
」
（
郵
政
組
織
法
三
七
条
）
。

「
郵
政
構
造
法
連
邦
政
府
草
案
理
由
書
」
は
、
「
提
案
し
て
い
る
草
案
は
、
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
的
義
務
か
ら
生
じ
る
負
担
の
財
政
調
整
を
独
占
業

務
か
ら
の
収
益
を
通
じ
て
予
定
し
て
い
る
。
将
来
、
—
|
い
か
な
る
理
由
か
ら
で
あ
れ
そ
の
よ
う
な
収
益
か
ら
の
調
整
が
ま
ま
な
ら
な
い
か
、
あ
る

い
は
十
分
に
は
意
の
ま
ま
に
な
ら
ず
、
し
か
し
、
費
用
を
卒
む
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
が
政
策
的
に
望
ま
れ
続
け
る
場
合
、
連

邦
政
府
の
考
え
方
は
、

T
E
L
E
K
O
M
の
義
務
的
サ
ー
ビ
ス
と
比
訂
し
得
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
私
的
競
争
者
に
対
す
る
規
制
の
可
能
性
も
考
慮

し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
例
え
ば
、
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
負
担
金
が
考
え
ら
れ
る
。
財
政
調
幣
が
不
十
分
な
場
合
、
最
終
的
に
は
、
生
じ
る
負
担

を
カ
バ
ー
す
る
た
め
連
邦
財
政
か
ら
の
調
整
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
」
（
三
三
、
三
四
頁
）
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
私
的
競
争
者
に
対
す
る
規
制
可
能
性

は
、
電
気
通
信
設
備
法
―

a
条
二
項
の
新
規
定
に
お
い
て
具
体
化
さ
れ
て
い
る
（
本
文
後
述
）
。
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(67)
「
ド
イ
ツ
連
邦
郵
便
の
設
備
利
用
と
の
関
係
に
お
い
て
生
じ
る
法
律
関
係
は
、
私
法
上
の
性
質
を
も
つ
。
ド
イ
ツ
連
邦
郵
便
T
E
L
E
K
O
M
の
企
業
設
備
の

利
用
許
可
に
係
る
法
律
紛
争
に
関
し
て
も
、
通
常
裁
判
所
に
出
訴
す
る
途
が
開
か
れ
て
い
る
(
d
e
r
R
e
c
h
t
s
w
e
g
 z
u
 d
e
n
 o
r
d
e
n
t
l
i
c
h
e
n
 
G
e
r
i
c
h
t
e
n
 

off e
n
)
。
」
（
改
正
電
気
通
信
設
備
法
九
条
一
項
）

(68)
連
邦
政
府
は
、
こ
の
点
に
つ
き
、
「
こ
の
ユ
ー
ザ
ー
と
の
公
法
上
の
関
係
と
い
う
形
態
は
、
幾
つ
か
の
点
で
、
そ
の
新
し
い
姿
の
T
E
L
E
K
O
M
に
と
っ
て
、

適
切
な
規
制
で
は
な
い
。
競
争
領
域
で
は
、
ユ
ー
ザ
ー
と
の
高
権
的
な
関
係
は
競
争
者
間
の
平
等
と
い
う
基
本
的
考
え
方
を
害
す
る
。
T
E
L
E
K
O
M
自

身
に
と
っ
て
、
ユ
ー
ザ
ー
と
の
公
法
上
の
関
係
は
、
多
く
の
点
で
（
正
当
化
で
き
な
い
）
競
争

K
の
利
益
を
、
ま
た
別
の
点
で
（
正
当
化
で
き
な
い
）
競

争
上
の
不
利
益
を
意
味
す
る
。
特
に
、
料
金
規
制
か
ら
生
じ
る
価
格
設
定
の
際
の
硬
直
性
は
、
連
邦
政
府
の
見
解
で
は
、
ユ
—
ザ
ー
と
の
公
法
上
の
関
係

に
と
っ
て
明
ら
か
に
否
定
的
根
拠
と
な
る
。
（
中
略
）
以
上
の
理
由
か
ら
、
連
邦
政
府
は
、
T
E
L
E
K
O
M
の
ユ
ー
ザ
ー
と
の
関
係
を
、
ド
イ
ツ
連
邦
郵
便

の
他
の
企
業
と
同
様
、
単
一
的
に
私
法

L
の
基
礎
の
上
に
形
成
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。
（
中
略
）

T
E
L
E
K
O
M
の
サ
ー
ビ
ス
対
価
は
、
将
来
、
使
用
料

(
G
e
b
t
i
h
r
e
n
)
に
代
え
て
、
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
業
務
サ
ー
ビ
ス
す
な
わ
ち
独
占
的
サ
ー
ビ
ス
と
義
務
的
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
て
は
、
料
金
表
(
T
a
r
,
 

i
f
e
)
で
あ
り
、
自
由
サ
ー
ビ
ス
と
端
末
機
器
に
関
し
て
は
、
価
格
(
P
r
e
i
s
e
)
で
あ
る
。
同
様
に
、
利
用
条
件
も
、
私
法
上
の
普
通
取
引
約
款
へ
と
変
更
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
（
「
連
邦
政
府
の
考
え
方
」
一

0
九
‘
―

1
0頁
、
ま
た
「
郵
政
構
造
法
連
邦
政
府
草
案
理
由
書
」
一
六
六
頁
以
下
も
同
旨
。
）

と
説
明
し
て
い
る
。
な
お
、
V
gl., 
d
a
z
u
,
 
P
e
t
e
r
 Statz, 
D
i
e
 B
e
i
t
e
i
b
u
n
g
 privatrechtlicher E
n
t
g
e
l
t
f
o
r
d
e
r
u
n
g
e
n
 d
e
r
 D
e
u
t
s
c
h
e
n
 B
u
n
d
e
 ,
 

s
p
o
s
t
 T
E
L
E
K
O
M
,
 D
O
V
,
 M
a
r
z
 1
9
9
0ー

H
e
f
t
6
,
 

S. 2
4
1ー

2
4
4

(69)
「
連
邦
政
肘
は
、
連
邦
郵
政
大
臣
を
通
じ
て
の
企
業
聴
間
の
後
、
法
規
命
令
を
通
じ
て
、
ド
イ
ツ
連
邦
郵
便
P
O
S
T
D
I
E
N
S
T
お
よ
び
T
E
L
E
K
O
M
の

企
業
の
業
務
サ
ー
ビ
ス
、
な
ら
び
に
二
五
条
二
項
に
も
と
づ
く
ド
イ
ツ
連
邦
郵
便
P
O
S
T
B
A
N
K
の
企
業
の
特
定
の
義
務
的
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
係
る

枠
組
規
則
を
公
布
す
る
構
限
を
与
え
ら
れ
る
。
連
邦
政
府
は
、
こ
の
際
、
特
に
芙
約
締
結
、
哭
約
目
的
物
と
終
了
に
係
る
規
制
を
対
象
と
し
、
ド
イ
ツ
連

邦
郵
便
T
E
L
E
K
O
M
の
企
業
の
領
域
の
責
任
規
制
を
含
む
、
契
約
相
手
方
な
ら
び
に
そ
の
他
の
郵
便
お
よ
び
通
信
交
通
へ
の
参
加
者
の
権
利
義
務
お
よ

び
端
末
設
備
へ
の
接
続
条
件
を
確
定
す
る
。
こ
の
際
、
参
加
者
の
利
益
が
調
和
的
に
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
（
郵
政
組
織
法
三

0
条
一
項
）

(70)
規
制
上
の
こ
の
区
別
に
つ
き
、
連
邦
政
府
は
、
「
連
邦
政
府
に
よ
っ
て
提
案
さ
れ
て
い
る
電
気
通
信
設
備
法
の
改
正
は
、
ま
ず
第
一
に
、
新
し
い
電
気
通

信
政
策
上
の
考
え
方
に
と
っ
て
必
要
な
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
業
務
、
端
末
設
備
の
間
の
区
別
を
導
人
し
て
い
る
。
電
気
通
信
設
備
法
は
、
こ
れ
ま
で
の
規

定
で
は
、
電
気
通
信
シ
ス
テ
ム
の
こ
の
よ
う
な
相
異
な
る
諸
要
素
を
定
義
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
電
気
通
信
事
業
の
新
秩
序
の
た
め
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(71) 

(72) 
に
適
切
な
法
律
上
の
基
礎
を
何
も
示
し
て
い
な
い
。
ド
イ
ツ
連
邦
郵
便
と
私
的
供
給
者
の
可
能
性
は
、
法
律
の
改
正
に
よ
っ
て
い
ま
や
明
確
に
把
握
さ
れ

る
。
」
（
「
連
邦
政
府
の
考
え
方
」
六

0
頁
）
と
述
べ
、
新
し
い
電
気
通
伯
法
制
の
構
成
上
の
特
徴
を
明
確
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
比
較
法
的
観
点
か
ら
は
、

ド
イ
ツ
の
電
気
通
信
設
備
法
の
新
規
定
で
い
う
と
こ
ろ
の
、
付
属
の
成
端
設
備
を
含
む
伝
送
路
（
新
一
条
二
項
）
、
電
気
通
信
業
務
サ
ー
ビ
ス
（
同
条
四

項
）
、
端
未
設
備
（
同
条
三
項
）
の
法
律
的
定
義
が
、
日
本
の
屯
気
通
伯
事
業
法
で
い
う
と
こ
ろ
の
電
気
通
伯
回
路
設
備
（
同
法
六
条
）
、
電
気
通
信
役
務

（
同
法
二
条
）
、
端
未
設
備
（
同
法
四
九
条
）
の
諸
概
念
に
正
確
に
対
応
す
る
も
の
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
な
お
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
稿

で
は
、
特
に
、
ド
イ
ツ
法
で
い
う
伝
送
路
も
、
日
本
法
で
い
う
電
気
通
信
回
路
設
備
と
同
様
に
、
物
理
的
な
意
味
で
の
電
気
的
設
備
を
指
す
も
の
と
一
応

理
解
し
て
お
く
。

Vgl., 
dazu. N
 .B., 
R
e
g
i
e
r
u
n
g
s
k
o
m
m
i
s
s
i
o
n
,
 
a.a.O 
(
o
b
e
n
 A
n
m
.
 16
)
 
S
.
 7
3
-
8
7
;
 

M
o
n
o
p
o
l
k
o
m
m
i
s
s
i
o
n
,
 
a.a.O (
o
b
e
n
 A
n
m
.
 17
)
 
S
.
 1
7
,
 

9
2
-
9
3

ま
た
、
「
濱
気
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
既
存
の
状
態
に
つ
き
存
在
し
て
い
る
連
邦
郵
便
の
独
占
的
地
位
に
は
、
相
崎
な
理
由
が
あ
っ
た
し
、
ま
た
現

在
も
あ
る
。
ド
イ
ツ
連
邦
那
便
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
独
占
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
、
将
来
も
確
保
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
」
（
「
連
邦
政
府
の
考
え
方
」

五
五
頁
、
な
お
「
郵
政
構
造
法
連
邦
政
府
珀
案
理
由
仕
口
L

1

二
四
頁
も
同
旨
）

「
ド
イ
ツ
連
邦
郵
便
は
、
将
来
も
、
新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
技
術
の
構
築
を
も
っ
ぱ
ら
経
営
経
済
的
な
収
益
性
の
観
点
か
ら
だ
け
追
求

す
べ
き
で
は
な
い
。
電
気
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
将
来
も
、
あ
ま
ね
く
及
ぶ
よ
う
に
構
築
さ
れ
、
ま
た
す
べ
て
の
地
域
で
同
一
条
件
で
自
由
に
利
用
で

き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
、
ま
た
そ
の
他
の
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
的
義
務
は
、
最
終
的
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
独
占
を
維
持
す

る
場
合
に
の
み
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ド
イ
ツ
連
邦
郵
便
を
通
じ
て
の
電
気
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
全
体
的
運
営
に
対
す
る
よ
り
重
要
な
根
拠
は
、

音
声
電
話
業
務
独
占
の
維
持
と
の
関
連
に
あ
る
。
音
声
電
話
業
務
独
占
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
郵
便
の
財
政
力

(Finanzkraft)
の
確
保
の
た
め
に
必
要
で
あ

る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
音
声
電
話
業
務
独
占
は
、
事
実
上
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
独
占
と
同
時
に
維
持
さ
れ
る
場
合
に
の
み
保
持
さ
れ
る
。
さ
も
な
け

れ
ば
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
の
競
争
的
供
給
者
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
郵
便
が
必
要
な
財
政
上
の
超
過
収
人
を
獲
得
す
る
た
め
に
コ

ス
ト
と
比
較
し
て
相
対
的
に
高
い
屯
話
料
金
を
付
け
て
い
る
市
外
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
通
話
聾
集
中

(verkehrsintensiven)
回
線
に
殺
到
す
る
で
あ
ろ

う
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
競
争
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
郵
便
か
ら
、
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
的
義
務
や
そ
の
他
の
政
策
的
責
務
に
対
す
る
資
金
調
達
の
た
め
の

財
政
上
の
基
盤
を
迅
速
に
奪
い
去
っ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、
連
邦
政
府
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
競
争
を
認
め
る
こ
と
に
つ
き
特
別

投
票
で
の
連
邦
政
府
委
員
会
の
店
干
の
構
成
員
に
、
ま
た
違
う
他
の
立
場
に
よ
り
述
べ
ら
れ
た
諸
提
案
に
も
、
従
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
」
（
「
連
邦
政
府

の
考
え
方
」
五
七
、
五
八
頁
、
ま
た
「
郵
政
構
造
法
連
邦
政
府
草
案
理
由
書
」
一
＝
一
四
、
三
五
頁
も
同
旨
）

四
〇
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ドイツ電気通伯事業法における規制改革と競争政策（上）（土佐）

(80) 

(73) 

(74) 

(75) 

(76) 

(77) 
こ
と
に
な
る
と
の
懸
念
も
あ
る

(Vgl.,
d
a
z
u
 :
 /iirgen P
lぶ
g
m
ミ
m
.
M
o
b
i
l
f
u
n
k
 i
m
 W
e
t
t
b
e
w
e
r
b
,
 
C
o
m
p
u
t
e
r
u
.
 R
e
c
h
t
,
 5
/
1
9
9
0
,
 

S. 3
1
7
 ff.)
。

(
7
9
)公
衆
的
無
線
呼
出
は
ぺ
—
ジ
ャ
ー

(
P
a
g
e
r
)

と
も
呼
ば
れ
、
現
在
、
E
u
r
o
s
i
g
n
a
l
,

S
t
a
d
t
f
u
n
k
r
u
f
d
i
e
n
s
t
 (Cityruf), 
E
u
r
o
m
e
s
s
a
g
e
.
 
E
R
M
E
S
 (計

画
中
、
こ
れ
は
E
u
r
o
p
e
R
a
d
i
 M
e
s
s
a
g
i
n
g
 S
y
s
t
e
m
の
略
称
で
あ
り
、

E
T
S
I
で
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
一
の
標
準
仕
様
の
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
）

が
あ
る
。
な
お
、
新
規
参
入
の
状
況
に
つ
き
詳
細
は
不
知
。

C
T
I
2
方
式
と
い
う
仕
様
を
用
い
て
お
り
、
テ
レ
ポ
イ
ン
ト

(Telepoint)
サ
ー
ビ
ス
と
も
呼
ば
れ
る
。

四

0
三

い
ず
れ
に
し
て
も
、
移
動
体
無
線
通
信
は
急

「
付
属
の
成
端
設
備

(
z
u
g
e
h
o
r
i
g
e
n
A
b
s
c
h
l
u
B
e
i
n
r
i
c
h
t
u
n
g
e
n
)
を
含
む
伝
送
路
を
設
置
し
運
営
し
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
独
占
）
、

を
設
置
し
運
営
す
る
排
他
的
権
限
は
、
連
邦
に
属
す
る
。
」
（
改
正
電
気
通
伯
設
備
法
一
条
二
項
）

V
 gl., 
d
a
z
u
,
 
n
a
h
e
r
「
油
芸
邦
政
府
の
考
え
方
」
六
三
頁
以
下

「
連
邦
に
排
他
的
権
限
が
属
す
る
限
り
で
、
連
邦
郵
政
大
臣
は
、
個
別
の
電
気
通
伯
設
備
の
設
置
お
よ
び
運
営
に
関
す
る
権
限
を
授
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
授
与
は
、
特
定
の
回
線

(
S
t
r
e
c
k
e
n
)
ま
た
は
区
域

(Bezirke)
に
つ
き
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
（
改
正
電
気
通
信
設
備
法
二
条
一
項
）
「
…
授
与

(¥'arleihung)
は
、
…
無
線
電
伯
交
通
の
諸
基
礎
に
反
し
な
い
限
り
、
デ
ー
タ
の
伝
送
に
つ
き
よ
り
低
い
ビ
ッ
ト
率

(niedriger
Bitraten)
を
予
定
す

る
衛
星
無
線
設
備
に
対
し
て
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
（
同
法
二
条
二
項
）
、

S
合

i
.
n
P
d
h
•

ミ
{
[
ミ
、
,
F
e
d
e
r
a
l
 
M
i
n
i
s
t
e
r
 
of 
P
o
s
t
 
a
n
d
 T
e
l
e
c
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
o
n
s
,
 
K
e
 
`
)
'
E
l
e
m
e
n
t
s
 
o
f
 
the 
F
ミ～
n（`

}
T
e
[ミ
C
o
m
m
u
n
i
cミ
h.0
、ls

P
o
[
i
◎
i
n
[
h
e
F
ミ
e}べ
i
l
k
C
p
u
b
[
i
(
4
Q
[
G
e
r
m
a
n
y
.
 
M
a
y
 1
9
8
9
,
 
at 
2
 

E
x
e
m
p
t
i
o
n
s
 
f
r
o
m
 
t
h
e
 
N
e
h
v
o
r
k
 M
o
n
o
p
o
l
y
 
in 
II 
M
e
s
u
r
e
s
 

P
e
r
t
a
i
n
i
n
g
 to t
h
e
 T
e
l
e
c
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
o
n
s
 O
r
d
e
r
 

V
 gl.. 
d
a
z
u
.
 
n
a
h
e
r
「
連
邦
政
府
の
考
え
方
」
七
三
頁
以
下
。
ま
た
、
高
川
雄
一
郎
「
E

C
市
場
統
合
と
情
報
通
信
サ
ー
ビ
ス
、
そ
の
2

ご
欧
州
の
移
動

通
信
サ
ー
ビ
ス
の
動
向
」
海
外
電
気
通
信
一
九
九

0
年
一
月
号
二
三
頁
以
下
を
参
照
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
、
ア
メ
リ
カ
と
同
様
、
自
動
車
社
会
で
あ
り
、

E

C
の
経
済
統
合
と
の
関
連
に
お
い
て
も
移
動
体
無
線
通
信
が
非
常
に
重
要
と
な
る
。
各
国
別
の
ば
ら
ば
ら
の
技
術
仕
様
で
は
接
続
が
困
難
で
あ
る
の
で

そ
の
標
準
化
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
の
国
際
的
要
請
も
ま
た
、
今
回
の
規
制
改
革
で
は
無
視
で
き
な
い
。

(78)
自
動
車
無
線
に
つ
い
て
は
、

Bー

N
e
t
z
は
近
々
終
了
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、

G

S

M
と
は

G
r
o
u
p
e
S
p
e
c
i
a
l
 M
o
b
i
l
e
の
略
称
で
あ
っ
て
、

E
T
S
I
（後

述
）
で
現
在
の
各
国
別
の
技
術
仕
様
の
標
準
化
作
業
が
、
一
九
九
一
年
を
め
ど
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
第
二
の
連
営
者
と
し
て
は
、
公
蒻
の
結
果
、
＿

o

の
応
募
か
ら
最
終
的
に

M
a
n
n
e
s
m
a
n
n
グ
ル
ー
プ
に
事
業
免
許
が
与
え
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、

M
a
n
n
e
s
m
a
n
n
,
D
G
 B
a
n
k
,
 
Pacific Telesis, 
C
 &
 

W
」

L
y
o
n
n
a
a
i
s
e
d
e
s
 E
a
u
x
か
ら
な
る
企
業
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
が
将
来
的
に
電
気
通
侑
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
独
占
を
掘
り
崩
す

お
よ
び
無
線
電
信
設
備
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(81) 

(82) 

(83) 

(84) 
速
な
発
展
を
遂
げ
て
お
り
、
ま
た
相
互
の
融
合
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
り
裔
度
化
し
て
お
り
、

E
C
統
合
と
も
絡
ん
で
複
雑
か
つ
流
動
的
な
規
制
状
況

に
あ
る
と
い
え
る
。

こ
の
電
気
通
侑
サ
ー
ビ
ス
の
三
分
類
は
、
電
気
通
信
事
業
に
関
す
る
連
邦
政
府
委
員
会
報
告
書
の
発
案
に
係
る

(Siehe,
d
a
z
u
,
 
R
e
g
i
e
r
u
n
g
s
 ,
 

k
o
m
m
i
s
s
i
o
n
,
 
a. 
a. 
0. 
(
o
b
e
n
 A
n
m
.
 1
6
)
 
S. 8
8
-
9
8
)

。
「
浦
U
却
和
功
以
匹

m
の
芸
F

え
右
バ
」
で
は
、
こ
の
点
に
つ
き
、
「
こ
の
よ
う
な
類
型
構
成
は
、
サ
ー
ビ
ス

の
規
制
当
局

(
R
e
g
u
l
i
e
r
u
n
g
s
g
r
a
d
)
に
よ
っ
て
も
、
ま
た
そ
の
サ
ー
ビ
ス
が
独
占
下
な
の
か
そ
れ
と
も
競
争
下
で
供
給
さ
れ
て
い
る
の
か
に
よ
っ
て
も

違
っ
て
く
る
。
連
邦
政
府
は
、
こ
の
違
い
を
電
気
通
信
事
業
の
新
し
い
秩
序
政
策
上
の
枠
組
の
た
め
の
説
得
力
あ
る
基
礎
と
し
て
考
慮
す
る
。
連
邦
政
府

の
意
思
に
よ
る
と
、
ま
た
基
本
法
に
よ
り
予
定
さ
れ
て
い
る
目
的
設
定
を
追
求
す
る
点
に
お
い
て
も
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
に
お
い
て
で
き
る
だ
け
等
し

い
価
値
の
あ
る
生
活
関
係
を
形
成
す
る
た
め
、
サ
ー
ビ
ス
の
類
型
化
の
基
準
と
し
て
、
競
争
と
並
ん
で
、
都
市
と
田
園
、
人
工
密
集
地
と
過
疎
地

(
F
l
a
c
h
e
)

に
お
け
る
機
会
均
等
的
な
サ
ー
ビ
ス

(
B
e
d
i
e
n
u
n
g
)
の
た
め
に
必
要
な
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
・
サ
ー
ビ
ス
を
作
り
上
げ
る
こ
と
も
ま
た
、
重
要
な

政
策

t
、
地
域
開
発
上
の

(
r
a
u
m
o
r
d
n
e
r
i
s
c
h
e
)
目
的
設
定
と
し
て
維
持
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
」
（
八
六
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
。

「
何
人
も
、

D
e
u
t
s
c
h
e
n
b
u
n
d
e
s
p
o
s
t
T
E
L
E
K
O
M
に
よ
っ
て
用
意
さ
れ
る
固
定
的
か
つ
選
択
的
接
続
網
を
用
い
て
、
他
人
に
対
す
る
電
気
通
信
業
務

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
権
利
を
与
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
そ
れ
が
他
人
に
対
す
る
会
話
の
伝
送
に
用
い
ら
れ
る
限
り
で
、
電
気
通
信
設
備
の
経
営
に
は
適

用
さ
れ
な
い
。
こ
の
権
利
は
排
他
的
に
連
邦
に
属
す
る
（
音
声
電
話
業
務
独
占
）
。
」
（
改
正
電
気
通
信
設
備
法
一
条
四
項
）

「
郵
政
構
造
法
連
邦
政
府
草
案
理
由
書
」
で
は
、
こ
れ
は
二
二
条
に
規
定
さ
れ
て
お
り
、
「
企
業
の
留
保
領
域
ま
た
は
独
占
領
域
に
属
さ
な
い
こ
の
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
の
保
証
の
た
め
に
、
ま
た
そ
の
市
民
に
対
す
る
国
家
の
必
要
的
な
生
存
配
慮
の
確
保
の
た
め
に
求
め
ら
れ

る
、
そ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
る
。
義
務
的
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
例
え
ば
、
郵
便
小
包
業
務
、
郵
便
新
聞
業
務
、
テ
レ
ッ
ク
ス
業

務
を
指
定
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
よ
う
。
一
度
な
さ
れ
た
連
邦
郵
政
大
臣
の
指
定
（
こ
の
草
案
段
階
で
は
、
義
務
的
サ
ー
ビ
ス
の
カ
タ
ロ
グ
指
定
権
者
は
連

邦
郵
政
大
臣
で
あ
っ
た
。
後
の
議
会
討
議
の
中
で
、
立
法
政
策
上
の
配
慮
か
ら
、
裁
量
行
使
の
幅
を
よ
り
絞
る
方
向
で
連
邦
政
府
へ
と
変
吏
さ
れ
た
も
の
、

筆
者
）
が
、
長
期
に
わ
た
っ
て
維
持
さ
れ
る
必
要
は
な
い
。
社
会
の
発
展
、
経
済
的
、
技
術
的
展
開
、
変
化
し
て
ゆ
く
需
要
に
応
じ
て
、
適
応
と
変
更
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
（
七
七
、
七
八
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
点
、
連
邦
政
府
は
、
「
T
E
L
E
K
O
M
の
義
務
的
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
料
金
表
に
関
し
て
は
、
連
邦
郵
政
大
臣
の
認
可
留
保
は
な
く
、
異
議
申
立
権
が
あ

る
に
す
ぎ
な
い
。
連
邦
政
府
は
、
こ
の
限
ら
れ
た
価
格
規
制
権
限
に
よ
っ
て
、

T
E
L
E
K
O
M
が
こ
の
業
務
分
野
で
競
争
に
晒
さ
れ
、
早
急
に
市
場
に
反

応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
事
実
を
考
慮
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
」
（
「
連
邦
政
府
の
考
え
方
」
一
〇
七
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。 四

0
四
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ドイツ電気通信事業法における規制改革と競争政策（上）（土佐）

(90) 

四
0
五

(85)
な
お
、
「
独
占
業
務
の
収
益
力
の
持
続
的
な
低
下
は
、
郵
政
組
織
法
四
四
条
一
1

項
に
も
と
づ
く
直
近
の
年
度
決
算
か
ら
識
別
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
こ
の
義
務
は
、
空
間
的
ま
た
は
質
的
観
点
か
ら
供
絡
条
件
だ
け
を
、
お
よ
び
価
格
を
規
定
し
て
い
る
諸
要
因
を
設
定
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
よ

い
。
こ
の
場
合
、
既
に
獲
得
さ
れ
た

(erreichte)
企
業
の
経
営
状
態
は
害
さ
ず
と
も
よ
い
。
こ
の
法
規
命
令
は
、
そ
れ
が
発
効
す
る
前
に
終
了
し
て
い
る

直
近
の
営
業
年
度
に
お
い
て
市
場
占
拠
率
が
三
％
に
満
た
な
い
企
業
に
は
適
用
さ
れ
な
い
。
市
場
占
拠
率
の
算
定
に
あ
た
っ
て
は
、
競
争
制
限
禁
止
法
二

二
条
一
項
二
文
か
ら
六
文
お
よ
び
八
文
か
ら
一

0
文
ま
で
が
適
用
さ
れ
る
（
同
条
二
項
二
文
以
下
）
」
。

(86)
こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
と
し
て
は
、
ユ
ー
ザ
ー
系
（
ユ
ー
ザ
ー
集
団
に
よ
る
ジ
ョ
イ
ン
ト
・
ベ
ン
チ
ャ
ー
や
ユ
ー
ザ
ー
企
業
内
の
情
報
処
理
部
門
の
独

立
）
、
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
系

(
V
A
N
事
業
者
や
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
メ
ー
カ
ー
等
）
、

D

B

P
（
新
規
事
業
開
拓
の
一
環
）
が
考
え
ら
れ
る
が
、
新
規
参
人
の

状
況
に
つ
き
詳
細
は
不
知
。

(87)
「
電
話
業
務
の
本
端
未
設
備

(
e
i
n
f
a
c
h
e
E
n
d
e
i
n
r
i
c
h
t
u
n
g
e
n
)
を
設
置
し
運
営
す
る
連
邦
の
排
他
的
権
限
は
、
一
九
九

0
年
七
月
一
日
ま
で
維
持
さ
れ

る
。
」
（
改
正
電
気
通
信
設
備
法
二
五
条
）
、
な
お
、
本
電
話
機
の
自
由
化
が
こ
こ
ま
で
延
ば
さ
れ
た
理
由
は
、
端
末
機
器
メ
ー
カ
ー
は
ユ
ー
ザ
ー
に
対
し

こ
れ
ま
で
独
自
の
販
売
網
を
も
た
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
構
築
と
幣
備
の
た
め
の
猶
予
期
間
と
し
て
設
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

ユ
ー
ザ
ー
が
D
B
P
か
ら
の
レ
ン
タ
ル
を
選
ん
だ
場
合
、
回
線
使
用
料
は
月
額
二
四
・
六
O

D

M
、
標
準
的
な
電
話
機
の
レ
ン
タ
ル
料
は
サ
ー
ビ
ス
も
含

み
ニ
・
四
O

D

M
と
な
っ
た

(Siehe,
d
a
z
u
,
 
S
t
i
d
d
e
u
t
s
c
h
e
 Z
e
i
t
u
n
g
,
 1
9
9
0
.
6
.
3
0
/
7
.
1
)

。

(88)
連
邦
政
府
は
、
こ
の
点
に
つ
き
、
「
T
E
L
E
K
O
M
は
、
そ
の
新
し
い
構
造
の
点
で
、
ま
た
若
干
の
範
囲
で
は
電
気
通
信
業
務
の
領
域
に
お
け
る
そ
の
競
争

者
も
、
市
場
行
動
に
特
別
の
規
制
を
要
す
る
。
競
争
の
強
化
は
、
市
場
で
支
配
的
な
企
業
の
市
場
行
動
に
対
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
代
替
と
し
て
十
分
で

は
な
い
。
電
気
通
信
領
域
で
競
争
に
大
幅
な
活
動
余
地
を
開
放
し
た
諸
国
の
ど
こ
で
も
、
こ
の
セ
ク
タ
ー
は
依
然
と
し
て
国
家
の
規
制
の
下
に
服
せ
し
め

ら
れ
て
い
る
。
連
邦
政
府
は
、
電
気
通
信
セ
ク
タ
ー
の
規
制
の
際
、
で
き
る
だ
け
少
な
い
規
制
的
介
入
で
済
ま
せ
る
と
い
う
方
針

(Leitlinie)
を
目
指
し

て
い
る
。
何
故
な
ら
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
国
家
の
規
制
措
置
は
、
経
済
活
動
に
歪
み
を
も
た
ら
し
、
そ
れ
故
に
非
効
率
と
結
び
付
い
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
強
力
な
競
争
が
支
配
的
で
、
個
々
の
競
争
者
に
不
均
衡
な
条
件
が
な
い
場
合
に
は
常
に
、
電
気
通
信
領
域
に
お
い
て
も
国
家
規
制
の
必
要
性
は
全
く

な
い
。
」
（
「
連
邦
政
府
の
若
え
方
」
一
〇
六
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

(89) 
Siehe, 
d
a
z
u
,
 
Christian 
Schzcarzー

Schilli
、ig↓
4
0

J
 ah
r
e
 
B
u
n
d
e
s
r
e
p
u
b
l
i
k
 
D
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s
c
h
l
a
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 :
 eine 
G
a
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t
i
e
 ftir 
freie 
H
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l
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i
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r
 J
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r
e
n
,
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a
s
 P
o
s
t
-
u
n
d
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e
l
e
k
o
m
m
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n
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k
a
t
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o
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9
8
9
/
7
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S. 1
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1
7
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d
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u
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o
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g
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C
a
b
l
e
 &
 Satellite E
u
r
o
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e
,
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9
8
9
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3
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478 ff., 
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h
u
t
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 u
n
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e
l
e
k
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m
u
n
i
k
a
t
i
o
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jeztig, 
C
o
m
-

p
u
t
e
r
u
.
R
e
c
h
t
l
/
1
9
9
0
,
 
S.56ff., 

2/90, 
S.138ff.(,0.'.g'

ド
"
"
=="全

S
翌
哀
宮

LS~I~'s----''(
入
ー
8
;

奎
土

姐
后
r--,il

8
 ..lJ⇒

 \v''s-----l~'s----
・

＼
ー
ふ
北
＼
＼
芸
三
翌
＇
］
者
「
笞
哀
窟
江

~l~'s----,,(,入
一
0
呈
探
巨
冥

J
追
ォ
ぞ
哀
窟
~
1
-
F
:
ミ
〇
母
く
亡
拿
~

江
＇
公
＇
←
や
岱
羞゚

）

ほ
）
「
三

K's----t<<i+J芸
旦
盆

!:I'(酋
呈
坦
昇
丑
も
ぞ
こ
匡
型
竺
＇
苗
謡
3
掌
革
子
寄
や
~
~
"
゜
さ
華
忌
ぶ
弓
も
誓
こ
姦
翌
S
芸
＜
芸
＇
到
謡
⇔
至
旦
茎
ヤ
心
゜
き

w
G
哀

翌
竺

,
K's----

沃
ど

芸
旦

勾
二

¥v,
I斗

括
合

で
て

忍
ご

旦
習

己
匂

至
戸

旦
忘

で
い

,
f
 J
 +; 如

翌
£
!
{
,゚
三
華

e{~-½";:')
翌
基
S
益
~
8
:
+
~
之

ゴ

f
 J
 +; 如

忘
匡
怜
心
゜
」

(K's----
K
莞

釜
翌

さ
1:]-i(

沼）

(:;1;)
忘
紅
旦
？
的

,'::L's----0~
芸
＇
令
エ

G
m
活

如
宝

:....:i
\v
芸
函
旦
溢
め
+
;
~
~
!
:
-
~

母
氾
芯
＇
送
如
旦
や
二
い
竺
＇
忠
旦
く
ギ
咲
：
寄

1
以

S
溢

涵
如

£
v

こ
く
さ
恩
ギ
ニ
8
~

妾
芯

全
心

゜
→

ぐ
叫

--,iJ,
痣
＃
や
竺
＇
迂
至
旦
澁
ヤ
心
G
~
i
窒

g',0,.Lf,,合
や

全
ミ

(Vgl.,
M
a
u
n
z
-
D
l
i
n
g
-
H
e
r
z
o
g
,
 
a. 

a. 
0. 

(oben 
A
n
m
.
 14) 

Art. 87. 
S. 

27, 
(
v
o
n
 
M
a
u
n
z
)
'

呪
心
濫
涵
や
竺
岩
+
;
'
.怜

,
--,iJ⇒

さ
都

や
母

二
召

埠
怜

さ
S
苺

索
ぎ

玉
ふ

01-0
令

企
呈
+;-0

こ゚

匂
盆
,

:L's----0
や

芸
＃

怜
妥

戸
忘

詞
戸

ュ
琴

塁
誕

姿
や

母
心

゜

ぼ
）
姜
択
旦
二

9合
「
全
心
迂
型
」
叫
二
ぐ

-Ills~
芸
＇
菩
坦

S
宝

0
'

華
濫
藁
蓋
五
：
I! 

忍
I

I苔
旦

,.Lf,0''s----
八
I
'
I
~
K

L
I~

 ぶ
＊
ギ
—
蹂
咤
ぐ
灯
翠
ぎ

Il!III(旦
哀
怜

心
宅
茎
埜
綜
忍
訳
二
叙
出
芯
頚
奎
功
菜
い
二
心
幻
こ
＇
吋
荘
亡
如
細
翌

⇒
\
0
8

卜J..lJ~~
心
゜
⇒
令

__)'\{-'8
翠
ぎ
二
苓
埠
社
呈
旦
濫
姿
忌
~
~

や
全

心
至

0
.
'

社
以
や
差
'
{
心

fJ
叫
~
\
う
記
戸
ヤ
心
幻
日
合
全
+
;

iv゚

ぼ
）

S
で
叫

--,iJ,
歪
再
翠
匿
8
~

茎
匂
云
者
竺
溢
溢
や
母
心
゜
ド
ベ
=
=
"
-R ,

 ゃ
1"'~

括
S
莞

活
再

巴
條

や
芸

や
王
S
冬
涅
そ
継
知
ご
く
媒

(Public
Utilities 

C
o
m
m
i
t
t
e
e
;
 
P
U
C
)

旦
丑

心
歪

百
--,il:#t

掟
旦

ぞ
取

や
母

こ
言

ド
"

"
=
=
"
全
+
<
挫
S
剣

話
写

巴
淡

旦
共

宮
ヤ

心
翠

裁
迄

西
再

翠
姿

旦
盈

芯
心

ド
へ

ぷ
ー

S

(16,¥?~) 

翠にv.{]：,I(
）

l 



ドイヅ屯気通信事業法における規制改革と競争政策（上）（土佐）

(100) 
イ
ギ
リ
ス
等
の
歴
史
的
経
過
と
現
状
に
つ
き
、
堀
伸
樹
「
民
営
・
競
争
下
の
英
国
の
電
気
通
佑
」
（
逓
信
文
化
社
、
昭
和
六

0
年
）
、
公
正
取
引
委
員
会
事

務
局
経
済
部
編
面
和
し
い
情
報
通
信
と
独
占
禁
止
政
策
』
（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
昭
和
六

0
年
）
四
一
頁
以
下
、
電
気
通
信
審
議
会
編
『
基
幹
通
信
網
の
長
期

展
望
』
（
財
）
電
気
通
伯
振
輿
会
、
平
成
元
年
）
五
七
頁
以
下
等
を
参
照
。
な
お
、
複
占
体
制
の
見
直
し
と
平
行
し
て
、

B

T
の
経
済
力
の
濫
用
防
止
策
、

へ
き
地
対
策
の
た
め
の

B

T
に
対
す
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
の
責
務
の
解
除
等
が
問
題
と
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る

(See,
Financial T
i
m
e
s
,
 
13. 

6
.
 
1990)
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
電
気
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
も
つ
相
互
依
存
的
性
質
が
最
近
再
び
強
調
さ
れ
つ
つ
あ
り
（
例
え
ば
、
連
邦
議
会
技
術

評
価
局

(Office
of T
e
c
h
n
o
l
o
g
y
 A
s
s
e
s
m
e
n
t
;
 O
T
A
)が
、
一
九
九
0
年
一
月
に
公
表
し
た
^
•C
R
I
T
I
C
A
L
 C
O
N
N
E
C
T
I
O
N
S
 ;
 Co
m
m
u
n
i
c
a
 ,
 

tion for the F
u
t
u
r
e
"
と
題
す
る
報
告
書
（
谷
田
敏
一
訳
「
ク
リ
ィ
テ
ィ
カ
ル
・
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
ロ
将
来
の
通
信
~
《
米
国
議
会
技
術
評
価
局
報
告
書
》

通
信
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
の
新
技
術
と
変
化
す
る
相
互
依
存
関
係
」
海
外
電
気
通
倍
一
九
九

0
年
七
月
号
五
頁
以
ド
を
参
照
。
）
等
が
あ
る
。
）
、

A
T
&
T
分
割
で
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
た
電
気
通
伯
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
き
、
産
業
構
造
自
体
の
見
直
し
で
は
な
い
が
、
各
通
信
事
業
者
間
の
相
互
接
続
、

ィ
ン
タ
ー
オ
ペ
ラ
ビ
ィ
リ
ィ
テ
ィ
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
間
の
通
信
の
技
術
標
準

(
I
S
o
(
I
n
t
e
r
n
a
t
i
o
n
a
l
O
r
g
a
n
i
z
a
t
i
o
n
 for S
t
a
n
 ,
 

dardization
国
際
標
準
化
機
構
）
の

O
S
I
(
O
p
e
n
S
y
s
t
e
m
 Interconnection)
が
将
来
的
に
は
標
準
と
な
ろ
う
）
等
が
再
検
討
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

(99) 
S
e
c
o
n
d
 C
o
m
p
u
t
e
r
 lnquirry ̀

 77 F. 
C. C. 2
n
d
 384 (1980)
そ
の
皿
咬
要
に
つ
き
、
拙
此
憫
「
的
全
肘
規
制
塩
祓

fUの
意
義
と
競
争
政
策
の
役
呵
↑
ー
ー
ア
メ
リ

カ
の
電
気
通
信
事
業
を
素
材
と
し
て
」
神
戸
法
学
雑
誌
三
八
巻
一
号
一
七
六
、
一
七
七
頁
を
参
照
。

も
っ
と
も
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
類
比
に
す
ぎ
ず
、
連
邦
政
府
自
身
は
こ
の
対
比
を
否
定
し
て
い
る
（
「
連
邦
政
府
の
若
え
方
」
八
七
貞
）
。
し
か
し
、
確
か

~、

98 
ヽ

7ー一
(
9
、

四

0
七

―
っ
と
し
て
分
析
上
絶
対
に
見
逃
が
せ
な
い
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
の
規
制
機
関
も
、
こ
こ
一

0
年
間
程
の
間
に
、
視
聴
覚
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
最
高
機

関

(
H
a
u
t
e
A
u
t
o
r
i
t
e
 
d
e
 
la 
C
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
o
n
 
Audiovisuelle)
、
C
N
C
L
（
通
信
と
自
由
の
た
め
の
国
家
委
員
会
）
、
視
聴
覚
最
高
審
議
会

(Conseil S
u
p
e
r
i
e
u
r
 d
e
 I
'
A
u
d
i
o
v
i
s
u
e
l
 ;
 CS
A
)、
郵
溢
屯
部
面
口
と
字
ふ
由
部
門
の
統
合
に
よ
る
郵
電
•
宇
宙
省
の
新
た
な
設
置
を
通
じ
て
の
一
般
規
制

総
局
へ
と
、
そ
の
組
織
の
権
限
に
お
い
て
非
常
に
め
ま
ぐ
る
し
い
展
開
を
ぷ
し
て
き
た
。
本
文
後
述
の
指
摘
は
、
し
た
が
っ
て
、
各
国
の
法
制
度
ヒ
、
法

文
化
上
の
相
違
を
著
し
く
捨
象
し
た
抽
象
的
な
レ
ベ
ル
で
の
論
述
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
た
い
。

こ
の
点
に
つ
き
、

K.II• 

N
e
u
m
a
n
n
,
 
supra n
o
t
e
 24. 
at 
137
で
は
、
「
公
企
浩
を
規
制
し
、
規
制
規
則
を
制
定
す
る
よ
う
な
特
別
の
規
制
背
局
は
存

在
し
な
い
。
そ
れ
が
直
接
の
政
治
的
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
ド
に
あ
る
場
合
、
公
企
哭
は
規
制
さ
れ
る
に
及
ば
な
い
と
い
う
こ
と
こ
そ
が
、
ま
さ
に
ド
イ
ツ
に

お
け
る
伝
統
的
賢
慮

(conventional
w
i
s
d
o
m
)
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
、
規
制
の
代
替
措
置
と
見
な
さ
れ
て
い
る
。
」
と
述
べ

ら
れ
て
い
る
。
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(109) 

(llO) 
0.

（

o
b
e
n
 A
n
m
.
 90) 
S. 24) 

田
口
英
一

に
一
部
に
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
共
通
す
る
領
域
も
少
な
く
な
い
の
で
は
な
い
か
と
の
筆
者
の
評
価
か
ら
、
本
文
の
よ
う
に
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、

ア
メ
リ
カ
の
情
報
通
信
サ
ー
ビ
ス
の
概
況
と
展
望
に
つ
き
、
商
務
省
「
米
国
産
業
概
況
一
九
九

0
年
版
」
の
当
該
部
分
（
こ
れ
に
つ
き
、

国
電
気
通
信
・
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
概
況
と
展
望
」
海
外
電
気
通
信
一
九
九

0
年
四
月
号
五
頁
以
下
を
参
照
。
）
が
参
考
に
な
ろ
う
。

F
e
d
e
r
a
l
 C
o
m
m
u
n
i
c
a
t
i
o
n
s
 A
c
t
 o
f
 1934, 
4
7
 U
.
S
.
 C. §
1
5
1
 
et 
al. 
(1976) 
1-t1
の
瞑
訊
甲
女
に
つ
き
帥
血
稿
（
迂
i99)

四

0
八

「米

(101) 

(102)
拙
稿
（
注
99)

一
七
〇
貞
を
参
照
。

（皿）

T
h
i
r
d
 C
o
m
p
u
t
e
r
 I
n
q
u
i
r
y
,
 
R
e
p
o
r
t
 a
n
d
 O
r
d
e
r
,
 
1
0
4
 F. 
C. 
C. 2
n
d
 9
5
8
 (
1
9
8
6
)
な
お
、
こ
の
竿
~
二
次
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
調
査
に
関
す
る
命
令
は
、

一
九
九

0
年
六
月
六
日
付
、
第
九
巡
回
区
控
訴
裁
判
所
に
よ
っ
て
、
手
続
的
違
法
を
理
由
に
取
消
判
決
が
下
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る

(See,
T
e
l
e
c
o
m
m
u
 ,
 

n
i
c
a
t
i
o
n
s
 R
e
p
o
r
t
s
 6
.
1
1
.
1
9
9
0
)
。
こ
れ
は
、
現
在
の
ア
メ
リ
カ
電
気
通
信
事
業
の
基
本
的
産
業
構
造
を
画
す
る
行
政
命
令
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
そ
の

影
繹
口
の
里
大
さ
と
深
刻
さ
に
は
特
別
の
も
の
が
あ
ろ
う
。
今
後
の
事
態
の
推
移
に
注
目
し
た
い
。

(104)
実
際
、
こ
の
会
計
制
度
上
の
分
離
等
を
、
ア
メ
リ
カ
等
へ
の
説
明
で
は
、
非
構
造
的
保
護
措
骰
と
し
て
位
償
付
け
て
い
る
こ
と
か
ら
も

(
S箆
,
F
e
d
e
r
a
l
 

M
i
n
i
s
t
e
r
 o
f
 P
o
s
t
 a
n
d
 T
e
l
e
c
i
m
m
u
n
i
c
a
t
i
o
n
s
,
 
s
u
p
r
a
 n
o
t
e
 76, 
a
t
 
Iー

3)
、
こ
の
こ
と
が
い
え
る
。

(105) 
1
9
8
2ー

2
T
r
a
d
e
 C
a
s
.
 (
C
C
H
)
 7:3,071 
(D. 
C. D
.
 C. 1
9
8
2
)
そ
の
概
要
に
つ
き
、
拙
稿
（
注
99)

一
七
七
頁
以
ド
を
参
照
。

属
）

T
r
a
d
e
 R
e
g
.
 a
n
d
 R
e
p
.
 (
C
C
H
)
 N
o
.
 8
2
6
 (9. 
16. 
1987., 
E
x
t
r
a
 Ed.)
そ
の
概
要
に
つ
き
、
拙
稿
（
注
99)

一
八
四
、
一
八
五
貞
を
参
照
。

(107)
も
っ
と
も
、
こ
れ
は
、
今
日
で
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
フ
ァ
ン
ド
に
も
と
づ
く
文
字
通
り
死
活
的
な

life
lines
等
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
理
念
的
に
は

と
も
か
く
、
一
部
に
は
「
幽
孟
」
と
称
さ
れ
る
ほ
ど
ま
で
希
薄
化
し
て
い
る

(
R
.
S
・
マ
ー
レ
イ
著
／
増
田
悦
ご
一
訳
「
市
内
通
信
事
業
者
へ
の
ア
ク
セ
ス

ー

一

九

九

0
年
代
の
主
戦
場
」
海
外
電
気
通
信
一
九
九

0
年
四
月
号
ニ
ニ
頁
以
下
を
参
照
）
。

(108)
現
行
法
の
解
釈
と
し
て
、
そ
こ
で
い
う
「
屯
話
役
務
」
と
は
何
を
意
味
す
る
か
、
す
な
わ
ち
音
声
電
話
に
限
定
す
る
趣
旨
か
、
あ
る
い
は
も
う
少
し
広
く

何
か
他
の
役
務
を
含
む
も
の
か
（
も
っ
と
も
、
電
気
通
信
事
業
法
に
は
「
電
気
通
信
役
務
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
「
電
話
役
務
」
と
同
一
で
は
な
く
、
後
者

は
前
者
よ
り
も
狭
い
概
念
と
解
さ
れ
る
。
）
が
一
応
問
題
と
な
り
得
る
。
私
見
で
は
、
結
論
的
に
は
、
日
本
法
で
も
や
は
り
音
声
電
話
に
限
ら
れ
て
い
る

と
解
す
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
日
本
で
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
と
は
、
音
声
電
話
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
き
、
拙
稿
（
注
99)

一
四
四
頁
を
参
照
。

今
回
の
規
制
改
革
に
反
対
し
て
、

S
P
D
を
中
軸
に
、
幾
つ
か
の
都
市
で
数
次
に
わ
た
る
大
衆
的
抗
議
行
動
が
あ
っ
た

(Siehe,
d
a
z
u
,
 
M
o
s
e
l
 ~cl, 
a. 
a. 

一
四
一
頁
以
下
を
参
照
。
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